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プロローグ



　カーテンの隙すき間まからもれた朝日が、彼女の抜けるような白い肌を眩まばゆく照らしていた。

　芸術品を思わせる形の良い両の乳房。その頂はほんのりと桜色に色づいており、視線を落とすとくびれた細い腰や、柔らかそうな太ふと股ももが目に飛び込んでくる。

　朝の光の中、彼女──かおるんは何な故ぜかオレのベッドで艶あでやかな裸体をさらして横たわっており、起き抜けのこちらの頭は瞬く間にパニックを起こした。

　……こ、これは一体どういう状況だ？　なんでこんなことになっている？

　見事にオレが困惑していたところ、かおるんは羞しゆう恥ち心しんのためか頬ほおを赤く染める。しかし悩ましい肢体を隠すことはしない。彼女は白い美乳を揺らしながら上体を起こし、そのままこちらに抱きつくと、オレの耳元で甘い声をもらした。

「……責任、とってくださいね、忍しのぶ様」

　えっと、これはひょっとしたら、夢なんじゃないだろうか？

　なんて都合のいいことを考えている中、ふと自室の外から小さな足音が聞こえてきた。その足音は徐々にこちらへと近づいて来ており……オレは冷や汗と共に、自分の顔から血の気が引いていくのを感じた。



    

  
    
      


第一章　誘惑の終わり……



　腰まで伸びた艶つややかな髪が、道場の窓からもれる夕日を反射し、黒こく檀たんのような輝きを放っている。凛りんとした瞳ひとみは柔らかくオレを見つめていて、五ご行ぎよう聖ひじりは膝ひざ立だちのまま前まえ屈かがみになり、そっと距離を詰めてきた。

　端整な容よう貌ぼうがゆっくりとこちらに近づき、肩にかかった長い髪はしゃらりと流れ落ち、ふと甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。彼女の道着の前合わせからは豊かな胸の谷間が顔を覗のぞかせており、聖はしなやかな指先をオレへと伸ばし、潤いを帯びた薄桃色の唇を開く。

「ふふ、忍しのぶくん、すっかり硬くなっちゃってるな」

「あ、いや、その、なんて言うか……すまん」

「別に謝らなくてもいいんだ。それにそんな不安そうな顔をしなくても大丈夫だぞ。私がちゃんと教えるから、そろそろはじめよう。な？」

　横髪を軽く耳にかけ、優しく促してくる聖。そんな何気ない仕草にも見惚れそうになりつつも、オレは若干上擦った声で彼女に応じる。

「ま、待ってくれ。まだ心の準備が出来ていないんだよ。あと少しだけ時間が欲しい」

「う～ん、気持ちはわかるけど、もうしようよ。はじめてなんだから、失敗してもいいんだ。忍くんがどんなことをしても、私は絶対に怒ったりなんかしない。うまくいかなくても、笑ったりしないって約束する。だから、一緒に頑張ろう」

「……ああ、わかった。ありがとう」

　オレは大きく深呼吸。少しでも気持ちを落ち着かせようとしたものの、不意に聖がオレに触れていた指先を動かした。彼女は指の腹で硬くなったオレの身体の一部分をやんわりと撫なでさすり、くすりと笑みをこぼす。

「忍くん、さっきよりも、硬くなっちゃってるぞ？」

「き、気のせいじゃないか？　いつも通りクールなオレのはずだ」

「そうかな？　なんだか、いまの忍くんはすごく可愛かわいい。口では否定していても、ここはやっぱりカチンコチンだ」

　微笑ほほえみながら、聖はオレの身体の一部分──がちがちになった肩を、温かな手でほぐすように揉もんでくれた。しかしオレの方は頬ほおの火照りを感じ、無言で聖から目を逸そらす。

　と、そこで、いままで静かにオレたちの様子を見守っていた自称神の少女。我が家の居候のひとりであるエルニが、雪のように白い頬を微かすかに上気させて口を挟んできた。

「なんか、ふたりの会話だけを聞いていたら、聖が忍にエッチな手ほどきをする、経験豊富なお姉さんみたいに思えてくるな。まるで誘惑しているようだ」

「な、なななっ!?」

　途端、聖ひじりは見る見るうちに真っ赤になり、焦った様子で声をあげる。

「ち、違うぞ！　決してそんなつもりで言ったわけじゃないからな！　私はただ、忍しのぶくんに霊符の使い方を教えようとしただけだ！」

「……本当か？　そのわりには、ムッツリスケベな目で忍を見ていた気がする」

「それは誤解だ！」

　大きな紅くれないの瞳ひとみを怪け訝げんそうに細めるエルニに、聖はますます赤くなって両手を振る。

「た、確かに、忍くんは格かつ好こいいな──なんて考えていた！　でも変な期待はしていない！　そもそも私は経験豊富じゃないし！　ムッツリスケベでもないから──って、どうして忍くんは私から距離を取るんだ！　意地悪をしないで欲しい！」

　いやいや、別にそんなつもりではない。いまだに甘い匂においが漂ってくるもので、落ち着かないから離れようとしただけである。が、聖の方はなにを勘違いしたのか涙目だ。仕方ないのでオレは素早く元の位置に戻りつつ、チラリと道場の壁時計に目を向ける。

　……ふむ、思った以上に長居しているな。

　今日は聖の父親、宗そう悟ごさんから退魔の稽けい古こをつけてもらうため、オレは五ご行ぎよう宅にお邪魔したのだ。

　しかしまあ、五行宅のだだっ広い庭には池や土蔵があることは知ってはいたものの、まさか道場まであるとは思わなかった。

　あと、エルニまでオレについてくるとは考えてもいなかった。

　宗悟さんはエルニが苦手らしく、あいつの顔を見るなりわずかに頬ほおを引きつらせたが、特になにも言わず、聖を呼んでオレたちを道場へと案内し、座学をはじめてくれた。

　ただ、残念なことに急な仕事が入ったらしく、宗悟さんはオレに謝りながら道場を出て行ってしまった。

　そこで宗悟さんの後を引き継ぎ、聖が霊符の扱い方を教えてくれることになったのだ。

　けれど、聖から手渡された霊符の値段を何気なく訊きいたのがまずかった。

　手の中の紙切れがまるで札束のようにも思え、取り扱い方を誤れば霊符が燃え尽きてしまうことも事前の学習で知っていたため、オレは思いっ切り緊張してしまったわけである。

　そんな中、聖はオレの緊張を和らげようとしてくれていたのだけど、確かにエルニの言う通り、言葉だけを聞いたら誤解する人がいるかも知れないな。

　と、そんなことを考えていたところ、聖も気を取り直したようだ。いつも通りの凛りんとした表情に戻り、真剣な声音で口を開く。

「忍くん、父さんも言っていたけど、退魔士にとって霊符はとても重要な道具なんだ。もしかしたらこの先、忍くんは退魔の仕事を手伝うことになるかも知れない。そのとき身を守るためにも、いまからきちんと霊符の扱い方を学んだ方がいいと思う。ちょっと話が脱線しちゃったけど、稽古を再開しよう」

「まあ、それには賛成なんだが、本当にこんなものが使えるようになるのか？」

　自分が霊符を扱う姿なんてまるで想像できない。少しばかり半信半疑になっていると、

「忍しのぶくん、必要なのは技術じゃないんだ。大事なのは、ここだよ」

　優しい声音と共に、聖ひじりが自身の豊かな胸にそっと手を添えた。

　対してエルニとオレは顔を見合わせ、それぞれ口を開く。

「……聖、大事なのはＥカップのおっぱいなのか？」

「そんな芸術品、オレにはないぞ？」

「そ、そういう意味じゃない！　全然違うから！　あと、なんでエルニは私のブラのサイズを知っているんだ!?」

　今度は恥ずかしそうに両手で胸元を隠し、聖は赤い頬ほおのまま言う。

「えっと、私が伝えたかったのは、大切なのは気持ちだということだよ。確かに霊符を使えるようになるまでには長い時間がかかる。でも努力を止やめなかったら、誰だれでも扱えるようになるんだ。諦あきらめない気持ちが大事なんだよ」

「なるほど……」

　聖の言う通りかも知れない。それにやる前から尻しり込ごみをしていても仕方がないだろう。

　オレが手に持った霊符に軽く力を込めると、エルニがぽんとひとの肩に手を載せてきた。

「忍、特別にわたしが霊符をうまく扱う秘ひ訣けつを教えてやろう。いいか、霊符を使うときは霊符の気持ちになることが大事なんだ。霊符だって褒めてあげれば喜ぶ」



    

  
    
      



    

  
    
      

「……褒めてあげれば喜ぶ？　そいつは初耳だな。というか、お前だって霊符なんて使えないだろう？　あまり変なことは言わないでくれよ」

　やんわりとそうたしなめたのだが、エルニは気にした様子もなく、なにを思ったのか、ちゅっと軽く霊符にキスした。

　瞬間、霊符が光を宿し、それに合わせてエルニが跳躍。エルニの身体はふわりと宙に浮かび、まるで月面でも散歩するように、わずか一歩で道場の扉の前まで移動した。

　完全に予想外の展開にオレと聖ひじりが揃そろって目を瞬かせる中、エルニはくるりと振り返り、こちらに向かって小さく手を振る。

「忍しのぶの邪魔をしたら悪いから、わたしはかおるんと遊んでくる。忍は頑張って稽けい古こをするんだぞ。わたしの言葉も忘れずにな」

　そんな言葉を残して道場を出て行くエルニ。その姿を見送ったあとオレが視線を戻すと、珍しいことに、聖がぽかんとした表情を浮かべていた。

　……どうやら、エルニが霊符を使えることを知り、オレ以上に驚いているようだ。

　彼女の表情を眺めているうちに笑みがこぼれ、オレは柔らかく聖に声をかける。

「それにしても、霊符であんなことまでできるんだな」

「え？　あ、うん。確かに霊符で身体能力を一時的に高めることもできるけど、エルニみたいなことができるようになるまでには、長い修練が必要なんだ。私もまだあそこまでは上う手まく霊符は扱えない。そもそも退魔士の中でも、あんなことができる人は少数だと思う」

「……マジで？」

「うん。私もエルニから、霊符の扱い方を教わろうかな……」

　思わず目を見張るオレに、わりと真剣な声音で応こたえる聖だった。

　とまあそんなこともありつつ、オレは稽古を再開するものの、結局うまくいかないまま時間だけが過ぎていく。そんな中、ふと聖がオレの肩に温かな手を載せた。

「お疲れ様、忍くん。今日はここまでにしよう」

「……すまんが、もう少しだけ続けてもいいか？」

「う～ん、私はそれでも構わないんだけど、もう時間も遅いぞ？　大丈夫なのか？」

　聖の視線を追って再び道場の壁時計に目を向けると……言われた通りいい時間だ。さすがにそろそろお暇いとました方がいいかも知れない。名残惜しさを覚えてオレが肩をすくめると、聖が「そうだ」と笑顔で手を叩たたいた。

「忍くん、夕食はうちで食べていってくれないかな？　エルニと一緒に」

「ん？　それはありがたい話だが、いいのか？」

「もちろんだ。父さんも出掛けちゃったから、今日は薫かおるさんと私だけしかうちにはいないんだ。食事は賑にぎやかな方が楽しい。忍くんさえよかったらだけど、どうかな？」

「ああ、そういうことなら、是非甘えさせてもらうよ」

　オレが軽く頭を下げると、聖ひじりは笑顔を輝かせ、「それじゃあ薫かおるさんとエルニにも伝えてくるから」と言い残し、軽やかな足取りで夕日に染まる道場を後にした。

　一方残されたオレは、先ほどまで目の前にあった聖の道着姿に想おもいを馳はせる。

　白の道着に黒の袴はかま姿は様になっており、彼女の凛り々りしさを際立たせていた。しかし時折見せる、あの慌てふためく姿は実に愛らしい。

　やはり聖には華があるように思えた。学校でも人気があり、ウソかほんとかファンクラブまであるそうだ。そんな魅力溢あふれる聖が形だけとはいえ、オレの許嫁いいなずけだとはいまでも信じられない話である。

　なんてことを考えつつ、我が家の頼れるお姉さん、ルナに連絡を取っておこうと思い、オレはバッグから携帯電話を取り出し、小さく頬ほおを緩める。

　ルナは機械音痴だから、ついこの間まで初めての携帯電話に悪戦苦闘していた。けれど最近ではすっかり操作方法をマスターしたみたいだ。たまに来るメールには絵文字や顔文字、時には写メも混ざるようになり、もちろん電話での通話もばっちりである。

　というわけで、オレはルナの携帯に電話をかけることにした……。



　聖の家で夕食をご馳ち走そうになることをルナに電話で伝えたのち、聖が戻って来たところでオレは稽けい古こを続行。それが終わると、今度は聖と一緒に道場の後片付けをはじめた。

　まあ後片付けとは言っても、道場の清掃はきちんと行き届いている。軽く雑ぞう巾きん掛けをするぐらいなのだが、こちらは教わる身だ。そのあたりの礼儀は通しておきたかった。

　ただ、本当はひとりで掃除をするつもりだったのだけど、聖に笑顔で「手伝うから」と言われ、断われなくなったオレである。

　しかしどうやら、自分でも思っている以上に疲れていたようだ。

　ひどく散漫な集中力のままぼんやりと雑巾掛けをしていたところ、不意に柔らかいものに軽くぶつかり、「ぁん」と、妙に艶あでやかな声があがった。

　……なんだ？　なにも見えんぞ？　なにがあった？

　試しに顔を左右に動かし、鼻先でふっくらとしたなにかを擦こすると、

「やぁ……うぅん……だめだ……」

　顔一面にむっちりとした弾力感が広がり、聖の甘い声が聞こえ、とてもいい匂においがする。そしてこの温ぬくもりである。

「忍しのぶくん、そこ……私の……当たってるから……はぁん……」

　ぷにぷにとしていて張りがあり、優しく顔を包む感触。えっと、まさかオレは、聖のお尻しりに頭から突っ込んだのか？

　それに気づくや否やサアーと血の気が引き、怖々身を引いてみたところ、目と鼻の先にあったのは形の良いヒップ。その豊かなお尻しりは微かすかに震えていて、視線を移すと、聖ひじりが四よつん這ばいの状態で赤く染まった頬ほおを床に預け、色っぽい吐息をもらしていた。

　瞬間、オレはすぐさま飛び退のき、慌てて頭を下げる。

「わ、悪い聖！　ぼうっとしていた！」

「……あ、えっと、ちょっとびっくりしたけど、忍しのぶくんもわざとじゃないんだろう？　気にしなくてもいいよ。それに立ち止まっていた私も悪いと思うから……」

　いやいや、聖は全然悪くないだろう。完全にオレの不注意なんだが、聖は怒った様子もなく、頬を赤らめたまま掃除を続ける。

　一方オレはというと、ついつい聖の美尻を目で追いそうになり、軽く自己嫌悪に陥った。

　だがその後はさすがに反省し、聖と一緒に真面目まじめに掃除をしていたところ、

「だーれだっ」

　後ろから甘い声があがり、再び不意に視界が塞ふさがった。続いてむにゅっと背中に柔らかいふたつの膨らみが押しつけられる。おそらく両手で目隠しをされているのだろう。

　が、この距離までオレに気配を悟らせない女性は、知り合いの中でもふたりしかいない。

　ひとりはうちの母さん。もうひとりは五ご行ぎよう家の変態メイド、かおるんこと薫かおるだ。

　依然として背中に当たる弾力感に満ちた瑞みず々みずしい胸の感触。香水のいい匂におい。耳元で微かにもれる彼女の息遣いに心を乱されながらも、オレは努めて冷静に口を開く。

「誰だれだお前は。ひょっとして、どこかのエンジェルメイドか？」

「ええ、ご察しの通り、わたくしは忍様の天使です」

　ふーとこちらの耳に熱い吐息を吹きつける彼女に、オレは再び動揺を隠して返す。

「まあ確かにお前は、頭に『ペ』が付く『天使』だな」

「むっ、誰がペテン師ですか。失礼な人ですね。耳を甘あま噛がみしますよ？」

　耳元で拗すねたような声があがったが、気にせずオレは目隠しを解いて振り返る。

　すると目に飛び込んでくるのはメイド服姿の女性。

　長い睫まつ毛げに整った柳りゆう眉び。切れ長の瞳ひとみに形の良い桃色の唇。白磁色の柔らかそうな頬をしたメイドさんであるかおるんを認めるや否や、オレはわざとらしく驚いてみせた。

「おお、かおるんだったのか。綺き麗れいな声だったから、てっきりマドンナかと思っていた」

「……心にもないお世辞をありがとうございます。それでも少し嬉うれしいと感じてしまう自分が恥ずかしいです。もっとも、忍様の顔ほど恥ずかしくはありませんが……」

「ふふ、そうやってお前はいつも、オレの繊細なハートを切り裂きやがる」

「はい、対忍様専用ハートの切り裂きジャックです。わたくしが切り裂き、わたくしが癒いやします。傷つけたお詫わびに、キスでもしてあげましょうか？」

「ああ、とびきり熱いやつを頼む──と言いたいところだが、それよりもなにか用があるんじゃないのか？」

　いつものやり取りは楽しめた。なにやら聖ひじりが心なしか不安そうにこちらの様子を見守っているし、このあたりでやめておいた方がいいだろう。

　オレが用件を訊たずねると、かおるんは小さく眉まゆ尻じりを下げて答えた。

「実は先ほどから夕食の準備をしているのですが……エルニ様がつまみ食いをして困っているんです。どうか忍しのぶ様からひとこと言ってあげてください」

　……よそ様のうちでなにをやってるんだよ、あいつは。

　軽く肩をすくめ、オレはかおるんに柔らかく助言をひとつ。

「かおるん、別にオレに頼まなくても、ビシッと言えばエルニだって素直に従うと思うぞ」

「いえ、一応わたくしも注意はしてみたのですが、その、笑顔で『お願い』と抱きつかれてしまいまして、なんと言いますか、エルニ様は可愛かわいいんです。なのでついつい……」

「流されたのか？」

「はい、まるで川の流れのように」

　……意外に甘いな、このメイドさん。

　少し驚きつつ、オレはエルニに会いに行こうと思い、さっと立ちあがる。

　ちょうど片付けもあらかた終わったところだ。道場の戸締まりは聖に任せ、オレはかおるんと一緒に五ご行ぎよう家のキッチンへと向かうことにした。

　しかしその途中、広い居間で寝転がっているエルニの姿を認め、近づいてみると、エルニが穏やかな寝息を立てていた。

　顔立ちは精巧な人形のように整ってはいるものの、無防備な寝顔は無む垢くな子供みたいだ。それにどんな夢を見ているのか、嬉うれしそうに頬ほおを緩める姿は非常に微笑ほほえましい。

　心が和むのを感じていたところ、かおるんが小声で話しかけてきた。

「忍様、掛け布団を持って来ますね」

「ああ、頼むよ」

　静かに居間を出て行くかおるんを見送ったのち、しばらく寝顔を眺めていると、エルニがむにゃむにゃと口元を緩めた。

「ふふ、しのむんキャット、待て待て……」

「……どんな夢見てんだよ、お前は」

　思わずオレが苦笑を浮かべたところで、かおるんが戻って来た。彼女は手に持った掛け布団をそっとエルニにかけると、オレの手を引きながら口を開く。

「忍様、エルニ様もお休みになっていることですし、夕食が出来るまでお風ふ呂ろを楽しんでいてください。ちなみに、浴槽に浮かべるものはアヒルの玩具おもちやでいいですか？　それとも、忍様らしくバラの花びら？」

「いや、オレの存在そのものが華だから、バラはいらない。アヒルの玩具もなしだ。オレが欲しいものは──」

　一度言葉を切り、オレは声を大にして叫んだ。

「金や！　金に決まってるやろうが！　広い浴槽を札束でいっぱいにしろ！　その中をバタフライで泳ぎ切ってくれるわ！」

「俗物にも程がある!?」

　オレのジョークを受け、かおるんはわざとらしく小さく震えた。

「忍しのぶ様のことですから『女や！　女に決まってるやろうが！　広い浴槽を水着ギャルでいっぱいにしろ！　文字通り女に溺おぼれてくれるわ！』などと口走ると思っていましたのに。ひどい裏切りです。忍様はお金を持ったら変わってしまうタイプだったんですね」

「おいおい、バカを言うな。たとえ金持ちになっても貧乏になっても、オレには金だけだ」

「……ま、まるでお金に取り憑つかれた人みたいです。おそらく忍様はお金持ちになったら、女子高生相手に札束をチラつかせ、『ハァ、ハァ、頼むよ、なあいいだろう？　この金で──俺おれを殴ってくれ！』とか言いながら迫ることでしょうね」

「うん、冗談にも限度があるんだよ？　それ以上オレを変態扱いすると怒るからな？」

　にこやかに低い声で注意を飛ばすものの、かおるんの方はしれっと返す。

「忍様、わたくしはただ、お金に拘こだわりすぎるのはよくないと言いたかっただけなのです。なんでもお金で解決すれば良いというものでもないでしょう？　まあ忍様がなにかして留置所に入れられてしまったら、五ご行ぎよう家のお金の力で出してあげますけど……」

「なんか、それだと結局、『お金って便利だな』という結論に落ち着いてしまうぞ？」

「……ここで『女って便利だな』と、言い間違えてくれたら、もう大爆笑でしたのにね」

「ふふ、君はもう黙っていなさい」

「はい。わかりました。それでは忍様、ごゆっくりお風ふ呂ろをお楽しみください」

「おう、けっこう汗もかいたしな、助かるよ」

「……汗ですか」

　無表情のまま小首を傾かしげ、かおるんがぐいっと端整な顔を近づけてきた。続いて彼女は小さく鼻を鳴らしたのち、何な故ぜかぽっと頬ほおを赤らめる。

「なにやら、忍様からは女殺しの匂においがします」

「え？　それはその、なんと言うか、どうも……」

「冗談なのに照れていらっしゃる!?　まあ、確かにいい匂いでしたが、そんな反応をされると、その、わたくしの方まで恥ずかしくなってしまうではありませんか……」

　などとさらに顔を赤らめるかおるんに案内され、オレは頬をかきつつ脱衣所へと移動。

「忍様、わたくしのボディソープとシャンプーを使って頂いても構いませんが、『ぐへへ、かおるんと同じ匂いだぜ』とか言って興奮はしないで──って、無視しないで下さい！」

　やや切なさが混じったかおるんの声を背中に受けたあと、服を脱いでうちの三倍ぐらいはありそうな浴室に入る。

　すると相変わらず見事なヒノキ造りの風ふ呂ろが目の前に広がり、

「……オレも老後は自宅にこんな風呂を持ちたいな」

　思わずそんな独り言を呟つぶやきつつ、かおるんなら怒らないと思ったので、オレは彼女の言葉に甘え、『薫かおる』という名前が書かれたシャンプー等を借りる。それから頭と身体を洗い、湯船に浸つかりながらまったりとしていると、不意に脱衣所から物音が聞こえてきた。

　ああ、きっとかおるんがバスタオルを持って来てくれたんだな。

　と、思っていたのも束つかの間ま。突然浴室の扉が開き、長い黒髪の少女が中に入って来た。

　その少女──聖ひじりは一糸纏まとわぬ姿である。

　彼女が一歩踏み出すと、重力に逆らってつんと上を向いた豊かな胸がぷるんと揺れる。さらに細くくびれたウエスト、引き締まった太ふと股ももがはっきりと見え、自分の鼓動が一気に跳ね上がるのがわかった。

　……し、しまった。油断した。これはいつもの誘惑作戦かも知れない。

　退魔士である聖は自分の能力を高めるため、陰陽術を使おうとしている。しかしその陰陽術は男性の陽の気と女性の陰の気とを混ぜ合わせて力を得るもので、つまりエッチなことをする必要があった。

　だから聖はなにかあるたび、オレに色っぽいアプローチを仕掛けてくるわけだが……さて、今回はどう回避しよう。あんな理想的なボディを前に、オレの理性はどこまでもつ？

　かなりの危機感を覚えていたところ、ふと聖と視線がぶつかった。

　途端、彼女はオレがいるとは思っていなかったのか、一気に頬ほおを真っ赤に染めあげ、

「きゃ、きゃあ！」

　意外にも小さく悲鳴をもらし、両手で胸元を隠そうとした。

　が、後ろから誰だれかに押されたのだろう。

「わわっ」

　豊満な乳房を大きく揺らしながら前のめりになる聖。間髪を容いれずに閉まるドア。状況がわからず困惑するオレ。どこか気まずい沈黙のあと、聖は「ご、ごめん」と叫ぶと共に振り返り、勢いよくドアノブを掴つかんだ。しかし脱衣所から誰かが押さえているのか、聖が必死でドアノブを押しても扉が開くことはない。

　その間、肉感的な彼女のヒップが小さく震え、悩ましい尻しりたぶ、さらに大事なところまでもが見えそうになっていた。

　だがそれに気づかないほど焦っているのだろう。聖はドアノブを掴んだまま扉を叩たたく。

「こんなことをするのは薫さんだな！　一体なんのつもりだ！　早く開けて欲しい！」

「……申し訳ありません聖ちゃん。どうやらドアが故障してしまったようです」

「そ、そんなことがあるわけないだろう！　そもそも、忍しのぶくんが入っているなんて聞いてないぞ！　騙だましたんだな！」

　脱衣所から聞こえてくるかおるんの声に、聖ひじりは狼ろう狽ばいした様子で返した。

　しかしかおるんは聖に向かって諭すように言う。

「ここで逃げてはいけませんよ聖ちゃん。どうか頑張ってください。忍しのぶ様と一緒にお風ふ呂ろに入れて、聖ちゃんも嬉うれしいでしょう？」

「それは確かに嬉しいけど、でも……」

「なにがあってもこのドアは開きません。風邪を引かないうちにお風呂に入ってください」

「あぅ……」

　かおるんの強い言葉を受け、聖は諦あきらめたように肩を落とす。それから柔らかそうであり、また瑞みず々みずしいお尻しり──もとい。背中を向けたままぽつりとこぼす。

「ごめん忍くん。薫かおるさんがまた変なことをして……」

「ま、まあ、かおるんが変なのはいつものことだからあまり気にするな。それよりも、あいつの言う通り風邪を引くぞ？　聖も風呂に入ったらどうだ？」

　聖自身も予期していなかったのなら仕方がない。それにこんなにも広い風呂なんだ。離れていれば大丈夫だろう。

　緊張がバレないよう、オレが軽い口調で促すと、聖は嬉しそうな声をもらした。

「……ありがとう忍くん。それじゃあ身体を洗ったあと、お邪魔するから……」

「はい、いつまでも待っています……」

　場を和ませようと思い、オレはいつものジョークを飛ばす。

　だが胸の高鳴りが収まることはない。今更ながらオレは頭に載ったタオルを腰に巻き、聖に背を向けたものの、ボディソープを泡立てる音。肌が水を弾はじく微かすかな音。いけない想像をかきたてるシャワーの音。それらがゆっくりとオレの理性を揺さぶってくる。

　さらに聖は身体を洗ったのち、

「し、失礼します」

　いい香りを漂わせて湯船に入り、隣に腰を下ろしたものだから、オレは焦って身体の向きを九十度変え、再び彼女に背を向ける。

　と、そこで、聖がわずかに上擦った声で話しかけてきた。

「えっと、いい湯だな忍くん。とても温かい」

「お、おう、そうだな。それに浴槽も広くて気持ちがいい。毎日でも入りたいぐらいだ」

「それなら、その、毎日うちに来てくれても、いいから……」

　……いかん、なにやらさっきよりもドキドキしてきた。もしこんな状況で聖に誘惑をされたらまずい。わずかな静寂のあと、オレが徐々に聖から距離を取る中、

「……忍くんにひとつ言っておくことがあるんだ」

　そう切り出し、聖は真剣な声音で、

「私はもう、忍くんに変な誘惑はしない」

　と、思いもよらないことを口にした。

　瞬間、戸惑いが心に広がり、少しの間だけど言葉が出なかった。

「……オレは、なにか聖ひじりの気に障ることでもしたのか？」

「いや、そうじゃないんだ。違うから、そんな声は出さないで欲しい」

　もしかしたら嫌われたんじゃないかと思ったんだが、どうやら早とちりだったようだ。聖は後ろから撫なでるように、やんわりとオレの肩に触れる。

「ほら、この前忍しのぶくんが私に言ってくれただろう？　陰陽術のためだけに、私と、その、するのはいやだって……」

　ああ、確かにそんなことを口にした記憶はある。ついでに、オレにとって聖はすごく眩まぶしいとか憧あこがれとか、なんとも恥ずかしい言葉をこぼしたのも覚えている。

　頬ほおが熱くなるのを感じていると、聖は再び真剣な声音で口を開いた。

「あのとき、忍くんはすごく嬉うれしいことも言ってくれて、忍くんが私との関係を大事にしてくれているってわかって……それで気づいたんだ」

　一度言葉を切り、聖は穏やかな口調で言う。

「退魔士の試験や薫かおるさんのこと、それにルナさんたちのこともあって、私は少し焦っていた。きっと背伸びをしていたんだと思う。だから、もう似合わない誘惑はしない」

　……似合わない誘惑はしない、か。

　それが良いことなのか悪いことなのかと問われれば、多分良いことなのだろう。

　しかしあれほど心を乱されていたというのに、どこか残念だと思う自分も確かにいて、思わずオレは苦笑する。

　そんな中、聖は「でも」と柔らかな口調にどこか熱を込め、

「諦あきらめるつもりはない。私は私なりのやり方で、これからも頑張るから……」

　と、後ろから抱きついてきた。彼女はそっとオレの肩に顎あごを載せ、温かな手を胸に回す。

　……えっと、これが聖本来の頑張り方なのか？

　むっちりとした感触のたわわな果実。それが無遠慮にも背中に押しつけられ、シャンプーの香りと聖自身の甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐる。さらに弾力ある豊かな双胸、その中央部分に微かすかにツンとした感触を覚え、オレはあっという間にピンチに立たされた。

　いつもの誘惑なら、聖はこれからなんらかのアクションを起こすはずなのだけど……言葉通りそれはもう止やめたのだろう。これ以上はなにもしてこない。

　けれど、オレにとってはこっちの方がやばいかも知れないな。

　普段の誘惑だったら強引ながらもスルーできたのに、今回はそれができなかった。どうにも胸の柔らかさから離れられず、自分自身に情けなさを覚えていたところ、ふと聖が小さく笑みをこぼした。

「なんだか懐かしいな。子供の頃ころは、こんな風に弟と一緒にお風ふ呂ろに入ったんだ」

「……そ、そうなのか？」

「うん、こうやって抱き締しめてあげると、あの子はすごく喜んでくれた」

　微笑ほほえみながらさらに強くオレに抱きついてくる聖ひじり。彼女にとっては当時のことを思い出しているだけなのかも知れないが、こちらとしては胸の鼓動が高鳴る一方だ。

　は、早いところ、逃げる算段をつけなければ……。

　そんな風に狼ろう狽ばいしていると、少しの間のあと、聖が「忍しのぶくんに訊ききたいこともあるんだけど」と控え目に話しかけてきた。

「忍くんは、お爺じいさんの道場を継がないのか？」

「……どうしてそんなことを？」

　わずかに硬くなった声で訊たずねると、聖は躊ちゆう躇ちよしながらも答えた。

「父さんが言っていたんだ。忍くんが退魔の稽けい古こを受けに来たのは、意外だったって」

「意外？」

「うん、うちの父さんは忍くんのお父さんと知り合いみたいなんだ。だからてっきり忍くんが道場の後継者になるんじゃないかって、考えていたんだって」

　……父さんと宗そう悟ごさんが知り合い？　ということは、もしかして父さんも退魔士のことは知っていたのか？

　さすがにオレが驚く中、聖はゆっくりと話を続ける。

「父さんは忍くんのことを気に入っているから、なんとかして忍くんを退魔士の方に引っ張り込もうと計画していたみたいだ。でも、なにもしないうちから忍くんがうちに来た。それで意外に思ったらしい」

「なるほど。そういうことか。だけど、はじめから宗悟さんの早とちりだな。オレは爺ちゃんの道場を継げないんだよ」

「……え？　どうしてだ？　忍くんはすごく強いと思う。お爺さんの道場を継ぐことだって、忍くんならできるんじゃないのか？」

　そっとオレの右肩に走る傷きず痕あとに触れる聖に、

「──父さんや爺ちゃんの身体にはほとんど傷痕がない」

　オレは静かに告げる。

「それが天才と凡人との違いだ」

　また、それが質問の答えでもある。彼らはオレのように無ぶ様ざまにも無数の傷痕を身体に残したりはしない。道場を継ぐに相応ふさわしい人間はほかにいる。

　昔からずっと、そしていまもそれは変わらない。

　ただ、聖にとっては意外だったようだ。彼女は戸惑ったような声をもらした。

「それでも、忍くんは諦あきらめずに頑張ってきたんだろう？　身体に傷を作ってまでやめなかったのは、道場を継ぐためじゃなかったのか？」

「それは違う。オレはただ……」

「ただ？」

　聖ひじりはオウム返しに聞き返してきたが、

「……すまん。事務所ＮＧが入った。答えは秘密だ」

　敢あえておちゃらけて誤ご魔ま化かし、彼女になにか言われる前にさっと湯船を出る。

「オレはもうあがるよ。聖はちゃんと百数えてから出るんだぞ？」

「あっ、ちょっと待ってくれ忍しのぶくん」

「ん？　まだなにかあるのか──」

　振り返った瞬間、思わずオレは言葉を失った。

　きっとタイミングが悪かったのだろう。オレを引き止めようと聖が伸ばしたその手は、男子にとってもっとも敏感なところを軽くタッチ。

　途端、聖は瞬く間に赤くなり、「ご、ごめん！」と叫んで勢いよく手を引いた。

　けれど、彼女の指先がこちらのタオルを軽く引っ張る形となり……はらりといやな音を立て、腰に巻いていたタオルが浴室の床に広がる。

　これは間違いなく見られただろう。聖は言葉にならない短い悲鳴をあげたのち、

「ああ……あぁ……あぅ……」

　妙な声をもらしたかと思ったら、彼女は茹ゆでタコのように真っ赤になって目を回し、さらにぐらりと身体を傾け、水音を立てて浴槽に沈んでいった。

「えっと、聖さん？」

　顔が熱く火照るのを感じながら声をかけたものの、気を失ってしまったのか、聖からは一向に返事がない。こ、これはなかなかにまずいな……。

　すぐさまタオルを腰に巻き直し、オレは介抱をすべく、聖を抱きかかえて湯船から脱衣所へと移動する。

　その際、薄桃色をした胸の先端部から雫しずくが滴り落ち、小さなおヘソや足の付け根の翳かげり、それらが否いや応おうなしに視界の端に入ってきた。激しく血圧が上昇するのを意識しつつも、オレは聖を脱衣所の床に横たえ、手近にあったバスタオルで彼女の身体を隠す。

　……しかしオレもよくこれで手を出さないよな。

　いつもの誘惑よりもよっぽど辛つらい。やれやれとため息を吐いていたところ、前触れもなく、いきなり脱衣所のドアが開いた。

　瞬間、オレは飛び上がらんばかりに驚き、おそるおそる振り返る。

　すると視線の先にはかおるんの姿があり、彼女はオレを見るなり悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「意外に長なが風ぶ呂ろでしたね、忍様」

「ああ、お前が入って来てくれるんじゃないかと思って、ずっと待っていたんだ」

「そ、そうですか。それなら、次回はわたくしが忍様のお背中を流しましょう」

　心なしか照れた様子のかおるんに、オレは笑顔と共に告げる。

「ありがとう。すごく嬉うれしいよ。でも恥ずかしいから、悪いけど勘弁な」

「……相変わらずシャイな人ですね。いいですよ。そのうちこっそり南なん条じよう宅のお風ふ呂ろ場ばに侵入しますから、楽しみにしていてください」

　さらりととんでもないことを言ってかおるんは気を失っている聖ひじりに視線を移し、それから小さく肩をすくめた。

「せっかくのチャンスでしたのに、まったく活いかせませんでしたか」

「……ん？　まさかお前、全部見てたのか？」

「いえ、すぐに席を外しましたが、いまの状況を見る限り、残念ながら作戦は失敗したと推測できます。なかなかうまくいかないものですね。困ったものです」

　あの、むしろ困っているのはオレの方だぞ？　理性にも限界があるんだ。こっちも色々と辛つらいものがあることを理解して欲しい。

　小さくため息をつき、オレは聖に目を向けて口を開く。

「かおるん、聖のことを頼むよ。見ての通りお休み中だ」

「……なにやら悪戯いたずらをしたくなってしまいそうな寝顔ですが、頑張って抑えます。それとついでに、忍しのぶ様のお着替えも手伝いましょうか？」

「いや！　近づかないで！　人を呼ぶわよ！」

　わきわきと怪しく両手を動かすかおるんに、オレは後ずさりながらふざけて返した。

　──次の瞬間である。

　タオルの結び目が緩かったのだろう。はらりと再びいやな音を立て、オレの腰に巻かれたタオルが脱衣所の床に広がった。

　途端、かおるんは目を見開き、見る見るうちに頬ほおを赤く染めたのち、

「にゃ……にゃあああああ！」

　と、素すっ頓とん狂きような声をあげ、慌てふためいた様子で走り去って行った。

　……にゃあ、か。はじめて聞く声だな。ちょっと可愛かわいい。

　遠い目になりつつ、オレは他ひ人と事ごとのようにそんなことを考えた。

　きっとそれを、人は現実逃避だと呼ぶに違いない。
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　結局、それから聖は気を失ったまま起きることはなかった。また聖の言う通り、彼女の母親と弟も用事があって外で食事をとっているらしく、オレとエルニは彼女たちと顔を合わせることもなく、かおるんと三人で食事を楽しんだ。

　そして別れ際、半分眠っているエルニの手を引き、自転車の前まで戻ると、見送りに来てくれたかおるんが懐から霊符を取り出し、それをオレに手渡してくれた。

「旦だん那な様からお預かりしました。忍しのぶ様にプレゼントだそうです」

「オレに？　いいのか？　こんな高いものをもらっても……？」

「なにを言っているのです忍様。たかが紙切れではありませんか。どうぞ忍様らしく、鼻をかむときにでも使ってください」

「いや、鼻かみには使わないが……。そうだな、女の子が泣いたときに、ハンカチ代わりに差し出してみるか」

「まあ、素敵ですね。霊符の価値を知っている方なら、まるで札束で涙を拭ふけと言われているような気分になり、きっと忍様にイチコロでしょう。もっとも、わたくしなら問答無用でぶつと思いますが……」

「うん。オレもぶたれて当然だと思う」

　なんて冗談を言い合いながら、オレがエルニを自転車に乗せると、不意にかおるんが小さく頭を下げた。

「今日はありがとうございました、忍様」

「ん？　礼を言うのはこっちの方だぞ？　稽けい古こをつけてもらった上に、夕食までご馳ち走そうになったんだからな」

　オレがそう返すと、かおるんは頭をあげ、柔らかく微笑ほほえんだ。

「聖ひじりちゃんが、とても嬉うれしそうでした。忍様が来てくださるようになって、最近では南みなみ様も遊びに来られますので、聖ちゃんはずっと機嫌がいいんです」

　……もしかしたら、家の職業のこともあって、いままで聖は自宅に友人を呼ぶことができなかったんじゃないだろうか？

　かおるんの温かな声音を受け、ただの憶測にすぎないが、微かすかに胸に痛みが走った。

　そんな中、かおるんはもう一度頭を下げてオレに礼を言い、しかし顔をあげたとき、どこか寂しそうに呟つぶやく。

「……やはり……聖ちゃんには……普通に……欲しいです……」

　その小さな囁ささやきは半分ほども聞き取れず、オレは胸中で首を傾かしげながら、「またな」と手を振って五ご行ぎよう家をあとにする。そして帰り道、エルニは自転車の後ろでもたれかかるようにしてオレの背中に抱きつき、いまにも寝てしまいそうな様子だ。

　夜空に瞬く星々、周囲の家々の温かな灯、頬ほおを撫なでる柔らかな風。ゆっくりと自転車を漕こぎながら、オレは首を回して柔らかくエルニに声をかける。

「大丈夫か？　危ないから家につくまでは寝るなよ？」

「う～ん、前向きに検討させていただきます……」

　ダメそうだな、こりゃあ。

　穏やかな風になびく銀の髪に心奪われながらも、オレは寝ね惚ぼけ眼まなこのエルニから視線を移して前を向く。続いてエルニが眠ってしまわないように「そういえば」と話を振った。

「お前、聖ひじりの家でも寝てたけど、もしかして夜更かしでもしてたのか？」

「うん。昨夜は遅くまでなずにゃんの宿題を手伝っていたんだ」

　寝ね惚ぼけたような声のまま、エルニは「でも」と続ける。

「数学の問題が難しくて全然わからなかった。数学なんて、この世には必要ないと思う」

「……どんぶり勘定だけじゃあ、世の中は渡っていけないぞ？」

　半ば呆あきれてそう返し、オレは談笑を止めることなく家に戻ったものの、エルニが背中にひっついたまま離れず、注意する間もなく寝入ってしまった。

　仕方がないのでオレはエルニをおぶり、両手に触れる柔らかな太ふと股ももの感触、甘い匂においに内心ドキドキしつつ玄関の扉を開ける。

　と、すぐにリビングからメイド服姿の見目麗しい女性が姿を見せた。

　柔らかなエメラルドグリーンの瞳ひとみ、透き通るような白い肌、華きや奢しやな肢体にも関わらず、服の上からでもはっきりとわかるボリューム感溢あふれる圧倒的なバスト。

　清せい楚そな雰囲気を身に纏まといながらも、どこか色香を漂わせる眼前の女性はルナ。我が家の天然エロスお姉さんであり、彼女は見た目に似合わず悪魔だったりする。

　そんなルナは、以前誕生日にかおるんからプレゼントされたメイド服を気に入っているのだろう。家事の際にはそのメイド服を愛用するようになっており、彼女はオレとエルニの姿を認めるや否や、腰まで伸びた金の髪を揺らしてこちらに駆け寄り、



    

  
    
      



    

  
    
      

「おかりなさい忍しのぶさん、エルニちゃん」

　笑顔と共にぎゅっと抱きついてくる。

　途端、量感たっぷりの乳房がこちらの胸板で柔らかく形を変えた。さらにルナは艶つややかな唇をそっと近づけ、挨あい拶さつでもするようにオレの頬ほおに口付けをひとつ。

　……な、なにやら、誕生会を開いた次の日あたりから、ルナのスキンシップがますます増した気がする。

　もっとも、海外ならこの程度は普通なのかも知れないが、こちらは気が気じゃない。

　柔らかで形も良く、また温かく甘い唇。その感触によってオレが見事に硬直していたところ、背中で眠っていたエルニが目を覚ましたようだ。

「おっ、忍がリンゴ飴あめみたいに真っ赤だ」

　こちらの顔を見るなりそんな感想をもらし、ゆっくりとオレの背中から降りる。

　と、そこで、ふとルナが不思議そうに首を傾かしげた。彼女はオレに抱きついたまま小さく鼻を鳴らし、やんわりと微笑ほほえむ。

「なんだか、忍さんからいい匂いがしますね」

「女殺しの匂いらしいぞ？　もっとも、かおるんからシャンプーを借りたから、いまはその匂いも薄れてはいるがな」

「う～んと、忍さん、もうお風ふ呂ろに入ったんですか？」

　その柔らかな問いにオレが答えるよりも前に、エルニが「うん」と眠そうに頷うなずく。

「忍は聖ひじりと一緒にお風呂に入ってたって、かおるんが言ってた」

「…………え？」

　エルニの言葉を受け、ルナはオレから離れて笑顔のまま固まった。

　な、なんて余計なことを言うんだ。憤慨の意味を込めてエルニを睨にらみつけてみると、あいつは眠そうな目を見開き、

「うわっ！　うっかり口を滑らせてしまった！　ごめん！」

　睡魔も吹き飛んだのか、逃げるようにリビング目指して走り去って行くエルニ。

　一方、ルナは拗すねたように小さく頬を膨らませ、無言でじっとオレを見つめてきた。

　そんな仕草もちょっと可愛かわいかったが、オレは焦りながら弁明する。

「いや、違うんだ。運悪くかおるんの罠わなにはまってしまったんだよ。オレの意思じゃないからな？　それに確かに聖とは一緒に風呂に入ったけど、オレはなにもしていないぞ」

「……でも忍さん、聖さんとお風呂に入れて、嬉うれしかったんでしょう？」

「はい、とても嬉しかったです」

　正直にオレが首肯したところ、ルナはさらに頬を膨らませ、涙目で訊たずねてくる。

「今度私も、忍さんと一緒にお風呂に入ってもいいですか？　お背中を流したいです」

「……事務所の許可が下りたらいいぞ」

「わかりました。早速巴ともえさんにお願いして来ますね」

「あっ、待て！　やっぱりいまのなし！　いくら事務所の意向でも従えないことがある！」

　おそらく母さんだったらひとの気も知らないで、あっさりゴーサインを出すに違いない。

　確かにルナが背中を流しに来てくれたら、盆と正月がいっぺんに来たような気分を味わえるとは思う。けれど自分の理性を試すような真ま似ねをしたくはなかった。

　オレは目を輝かせるルナを慌てて引きとめ、曖あい昧まいに誤ご魔ま化かすことにする。

「ルナ、背中流しは気が向いたときにでもお願いするから……」

「……そうですか。それじゃあ気が向いたらいつでも言ってくださいね。待ってます」

　我ながらいい加減な対応だとは思ったのだが、ルナにとってはそれで十分だったのかも知れない。彼女は嬉うれしそうに頬ほおを緩めてもう一度オレにハグ。その後は微笑ほほえみながらリビングに戻って行った。そんなルナの後を追うようにオレもリビングに顔を出すと、エルニと一緒にテレビを眺めているふたりの女性の姿が目に飛び込んで来た。

　長い赤髪の優美な女性はマキナ・リーベライ・オランジェロ。彼女はルナの義理の妹で、半人半魔の悪魔であり、我が家の居候のひとりだ。

　つり目がちの琥こ珀はく色の瞳ひとみ、すっと通った鼻筋に薄紅の花びらを思わせる唇、さらにグラビアアイドル顔負けの見事なボディラインは目に眩まぶしい。

　そしてもうひとりの女性──白い肌にほっそりと整った顔立ちに、モデルのように均整の取れた身体つきの方は、南なん条じよう巴。オレの母親である。

　ふたりの視線を追うと、テレビではドラマかなにかのエンディングテーマが流れており、マキナは感極まっているのか涙ぐんでいる。

　少し気になり、オレは彼女に声をかけてみた。

「なあマキナ、そんなに泣くほどいいドラマだったのか？」

「ええ、こんなに感動したのは、この前観みたタイ○ニック以来……って、あたしはまだ泣いてないわよ！　変なこと言わないで！　あと、おかえり忍しのぶ！」

「おう、ただいま。ほら、ハンカチでも使ってくれ」

「……ありがとう」

　強がりをやめ、マキナは素直にオレからハンカチを受け取る。

　と、それを見たエルニも、マキナと同じく涙目の母さんにそっとハンカチを差し出した。

「はい、巴さんもどうぞ」

「……気が利くわね」

　などと話しているふたりの様子を、隣に立つルナと一緒に見守っている中、ふとダイニングキッチンから小柄な少女が顔を出した。

　無邪気な大きな瞳にすらりと伸びた手足、どこか愛らしい仔こ猫ねこを思わせるその少女は、オレの妹、中学二年生の南なん条じようなずなである。

　あいつは皿洗いでもしていたのだろう。猫のイラストがプリントされたエプロンを身につけており、オレを見るなりふにゃっと表情を緩めた。

「おかえりお兄ちゃん！　にゃあ！」

「ああ、ただいまなずにゃん。ずいぶんとご機嫌みたいだが、何かいい事でもあったのか？」

「うん、あったの。聞いてくれてありがとう」

　笑顔で礼を言ってなずなはみんなに視線を移し、注目を集めるようにコホンと咳せき払ばらい。神妙な顔をして口を開く。

「実は今日、わたしはみんなにビッグニュースがあるんです」

「ビッグニュース？　なんだ？　マキナが下級生の女の子にピンヒールを手渡されて『踏んでください』とお願いされたことならもう知ってるぞ？」

　からかい半分でオレが口を挟むと、案の定マキナが真っ赤になって声をあげた。

「ちょっと忍しのぶ！　それは内緒だって言ったでしょう！　なんでバラすのよお！」

「……ごめんなさい女王様」

「ふふ、簡単には許さないわよ、優しくいじめてあげちゃう　じゃないわよ！　誰だれが女王様よ！　それにどうして学校のみんなもあたしのことそんな風に呼ぶの!?」

「ほんと不思議だよな。こんなにも可愛かわいいのに」

　まあ、だからついオレもいじってしまうわけだが……。

　そう心の中で付け加え、オレはお詫わびの意味を込めてマキナの頭を撫なでる。

　するとマキナは「……騙だまされないわよ？」とそっぽを向いていたものの、頭を撫でているうちに頬ほおを緩め、気持ち良さそうに目を細めた。そこでオレは話を戻そうと思い、なずなに視線を移す。

「それでなずな、そのビッグニュースってのはなんだ？」

「うん、そろそろお兄ちゃんの学校でも体育祭がはじまるでしょう？」

「ああ、そういえば、もうそんな時期だな」

　来週あたり、うちのクラスでも体育祭について話し合うことだろう。オレは相あい槌づちを打ち、なずなの話に耳を傾ける。

「それでね、残念だけど体育祭が終わったら部活の先輩たちは引退しちゃうの。だから今日の部活中に、みんなで空手部の次期部長を決める話し合いをしたんだけどね」

　言葉の途中でなずなは自慢げに胸を張り、相好を崩す。

「みんながわたしのことを部長に推薦してくれたの。いまの部長さんも先生もＯＫしてくれたから、わたし部長さんになるんだよ！」

「……それは確かにビッグニュースだな。すごい出世だ」

　なずながオレとは違って学校でも人気者であることは知っていた。しかし人気がある上に、人望まであったとはな……。

　オレが目を見張る中、ルナは自分のことのように嬉うれしそうに微笑ほほえみ、母さんも頬ほおを緩める。そしてマキナとエルニも喜色を浮かべ、口々になずなを褒めた。

「なずなはすごいわね。きっとみんなに認められているのよ。立派だわ」

「うん、マキナの言う通り立派だ。よし、今日この時をもって、マッドドッグの名はなずにゃんに譲ろう」

「う～ん、エルちゃんの気持ちは嬉しいけど、わたし猫の方がいいよ」

「それならなずにゃんらしく、スーパーキャットなんてどうだ？」

　……空手部の部長なのに、なんとも弱そうな通り名だな。

　と、若干失礼なことを考えていたところ、なずなが甘えるようにオレに抱きつき、そのままおねだりをしてきた。

「ねえお兄ちゃん、部長さんを任されたからには、わたしはもっと強くならないといけないと思うんだ。だからお兄ちゃんと組手がしたいの。いまから付き合ってくれる？」

「まあ、そういうことなら協力するけど、お前やけに元気だな。昨夜はエルニと一緒に遅くまで宿題をしてたんだろう？　眠くはないのか？」

　怪け訝げんに思って訊たずねたところ、なずなはビシッとＶサインを作って応じる。

「今日は授業中にいっぱい寝たから大丈夫だよ！」

　なんとも不ふ真面目まじめなことを堂々と言うなずにゃんだった。

　しかしすぐに失言に気づいたのだろう。なずなは慌てて口元を両手で覆おおったものの、もう手遅れだ。なずなの言葉を受け、母さんは大きなため息をつく。

「まったく、友達のみーちゃんはあんなに勉強ができるのに、部長を任されてもうちの娘こは、相変わらずね。我が子ながら情けないわ」

　言いながら母さんはオレに目を向け、「それに……」と再びため息をつく。

「長男は長男で、シスコンな上にヤクザ顔で女たらしだからもう最悪。昔はしのむんしのむん言ってて、あんなに可愛かわいかったのに……」

「悪いな母さん。オレはしのむんを卒業して、プリチーからダンディーへと生まれ変わったんだよ。もう諦あきらめてくれ」

「……そう簡単には諦められないわよ。色男になるとばかり思っていたのに、それがいまじゃあすっかり芋男になっちゃってまあ」

　母さんが甚だ不本意な評価をオレに下した途端、それまで黙っていたルナが眉まゆを寄せて口を挟んできた。

「巴ともえさん！　よく見てください！　忍しのぶさんは狼おおかみみたいで格かつ好こいいですよ！　いまの言葉はおかしいです！　撤回してください！」

「……は、はい。ごめんなさい。あたしが愚かでした。許してくださいルナ様」

　微かすかに声を震わせ、怯おびえた様子で縮こまる母さん。

　多分あれは演技ではないと思う。

　以前、母さんはからかうつもりでルナにお酒を飲ませ、その際にひどい目に遭ったらしく、それ以来ごくたまにルナが強く出ると、いまみたいに叱しかられた仔こ犬いぬのようになる。

　つまり、我が家のパワーバランスが見事に崩れたわけである。最近までピラミッドの頂点に君臨していた母さんはその王座をルナに譲り渡したようだ。

　もっとも気持ちはよくわかる。オレもルナに本気で怒られたら、状況によっては土下座の準備をはじめるかも知れない。

　などと考えているうちに、母さんはそそくさとリビングから出て行き、

「お、お兄ちゃん、早く組手をしよう」

　なずなも逃げるように庭へと移動。オレがそのあとをゆっくりと追いかける中、エルニとマキナが庭に目を向け、それぞれしみじみともらした。

「それにしても、なずにゃんが部長か」

「なんだか、心なしかなずなも成長しているように見えるわね」

「……人の一生は短いからな。なずにゃんもきっとすぐに高校生になって大学生になる」

「なずなは可愛かわいいから、きっとその間に恋人もできるでしょうね……」

「そしたら結婚して、この家を出て行ってしまうんだろうな」

　エルニの言葉を受け、マキナは寂しそうに目を伏せる。するとエルニはマキナの肩を抱き、真顔で提案をひとつ。

「なあハニー、今度は男の子を作ろうな」

「そうねダーリン──じゃないわよ！　なんであたしとエルニが結婚しているみたいな流れになってるの!?　結婚するのなら、口と目付きが悪くてふざけてばかりいるけど、意外に優しい、そんな人とがいいの！　エルニが旦だん那な様なんてイヤよ！」

「なにおう！　わたしだって忍しのぶには負けないぞ！　こう見えても尽くすタイプだ！」

「だ、誰だれも忍と結婚したいだなんて言ってないでしょう──って、こら！　急に抱きつかないでよ！　あははは、くすぐるのもダメ！」

　おそらくいちゃついているであろうエルニとマキナの声を背中に受けつつ、オレはサンダルを突っ掛けて庭に出る。と、ルナが製作中の花壇が視界の端に映り、事前に準備していたのか、しっかりと運動靴を履いているなずなの姿が見えた。

　そのなずなはオレと目が合うなり、人差し指をこちらに突きつけて力強く宣言。

「一撃です」

「あん？」

「一撃でお兄ちゃんを倒します」

「……なかなか格かつ好こいいな。しかし一撃だと？　上等じゃねえか。やれるもんならやってみてくださいよお、先輩」

　オレがふざけて不良口調で応じた途端、なずなは瞬く間に距離を潰つぶして跳躍。目にもとまらぬ速さで飛とび蹴げりを放ってきた。

　しかしまだまだ無駄な動きが多い。余計な音を立てすぎている。研ぎ澄まされた聴覚をもってすれば、この程度なら瞼まぶたを閉じていても避けられる。

　というわけで、オレは軽く上体を引いて蹴りを回避する。と、間髪を容いれずなずなは空中で身体を捻ひねり、風切り音と共に後ろ回まわし蹴げりを飛ばしてきた。

　……事前の予備動作でこの攻撃は読めてはいたが、とんでもないことをしやがる。相変わらず物もの凄すごい運動神経だ。

　胸中で舌を巻きつつ、オレは頭を沈めて蹴りを躱かわす。続いて隙すきだらけのなずなの背中に素早く手を伸ばし、猫掴つかみで動きを止めた。それからじたばたともがくなずなの顔を覗のぞき込み、挑発的に訊たずねてみる。

「──で？　一撃でオレを倒すんじゃなかったのか、次期部長さん」

「ごめんなさい。前言を撤回させていただきます。全然無理でした」

「よろしい。次から言葉には気をつけなさい」

　軽くたしなめてなずなを解放したのちに組手を再開させたものの、やはりまるで勝負にはならなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　なずなは父さんや爺じいちゃんのように、常人よりも遥はるかに優れた動体視力や反射神経を持っている。しかし父さんたちとは違い、それに頼りすぎているため、フェイントなどの動きを読む能力が不足しているのだ。

　もちろんそれでも十分に戦える。中学生レベルではなずなの相手にもならないだろう。けれどオレは繰り出されるなずなの蹴けりや拳こぶしを往いなし、流し、そして捌さばき、すべての攻撃を無効化。隙すきあらば足を刈りあげ、なずなを地面に転がす。

　一応なずなも受け身を取っているので、特にダメージはないと思う。

　が、地面に転がる数が十を超えたとき、諦あきらめてしまったのか、なずなは地面に転がったまま起きあがらず、怪け訝げんそうに訊たずねてきた。

「……もしかして、お兄ちゃん南なん条じよう流以外の技も使ってる？」

「ああ、その通りなんだが、お前よく気がついたな」

「うん、なんとなくだけど、お父さんたちとは違うと思ったんだ。でも、お兄ちゃんはなんでそんな風に色んな技を知ってるの？　いままで、お爺ちゃんの道場以外には通ってなかったよね？」

「まあ、これでも他流試合をこなした数は多いからな。大おお怪け我がをすることもあるが、その分いろんな流派の技を見るチャンスも多いんだよ」

　そして気に入った技があれば盗むようにしているのだ。

　父さんや爺ちゃんと同じように鍛えていても、オレでは彼らを超えられない。

　持って生まれたものの違いだ。オレと彼らとではスタート地点が違いすぎる。同じ速度で走っても追いつけない。だからオレにはほかの武器も必要というわけだ。

　もっとも、天才肌のなずなには不要なものではある。

　当人のなずなは上体を起こし、

「お兄ちゃんはすごいね！」

　と、目を輝かせていたけど、

「……本当はお前の方がすごいんだよ」

　オレは小声でそう返す。

　でもなずなには聞こえなかったのだろう。あいつは首を傾かしげており、オレは妹の無む垢くな瞳ひとみを見つめ、何気なく訊ねてみた。

「なあ、そろそろお前も、爺ちゃんの道場に戻りたいんじゃないか？」

　なずなは中学生にあがる頃ころ、父さんから道場に通うことを禁止された。メンタル面が弱いなずなに危険な技は教えられない──と、父さんがそう判断したからだ。

　けれどそれはなずなにとっては辛つらいものだったに違いない。なずなは爺ちゃんの道場に通うことが大好きだった。それに学校の部活もほとんど休むことなく参加している。

　だからなずなも爺ちゃんの道場に戻りたいものとだとばかり思っていた。

　しかし予想外にも、あいつはオレの問いに小さく首を横に振って答える。

「…………わたし、お爺じいちゃんの道場には戻らないよ」

「え？　どうしてだ？　お前、将来は──」

「わたし将来は幼稚園の先生になるの！」

　早口でオレの言葉を遮り、なずなは明るい声を出す。

「それで幼稚園の先生になったら、子供たちと一緒に遊んであげるんだ。きっと楽しいよ。でも一番の夢は、お兄ちゃんやお父さんみたいな人と結婚することかな……」

「いや、オレのことはおいてひとつ忠告するが、父さんみたいな人はやめた方がいいと思うぞ？　もし浮気なんてされたら、お前どうするつもりだ？」

「う～ん、そのときはきっとすごく怒ると思うよ。いっぱい噛かみつくんだ。でもちゃんと謝ってくれたら、笑顔で許しちゃうかも知れないね」

　……か、母さんと同じで、謝ったら笑顔で許してくれるのか。

　軽く驚きつつもオレは話を戻そうと思ったのだけど、それを避けるように、なずなはいそいそとリビングに戻って行く。

　……なんで誤ご魔ま化かしたりするんだ？

　腑ふに落ちず、オレもリビングにあがり、もう一度話をしようとしたものの、

「お兄ちゃん、お父さんとカガリちゃん、いつ帰ってくるのかな？」

　なずなはあからさまに話題を変えようとする。

　どうやらこれ以上は話したくないようだ。それなら無理に訊きき出すのも乱暴というものだろう。少し気になったが、まあ仕方がない。

　オレがすっぱりと諦あきらめる中、なずなは父さんと、カガリ──我が家の飼い猫に想おもいを馳はせているのか、どこか遠い目をしてため息をこぼす。

「……お父さんもカガリちゃんも、早く帰ってこないかな。わたし、最近猫さんに触ってないし、カガリちゃんをぎゅってしたいよ」

「その気持ちはわかるがなずな、いまはマキナのおっぱいで我慢したらどうだ？」

　エルニと一緒にソファーに座っていたマキナに話を振ると、彼女は「え？」と目を瞬かせた。しかしなずなの期待の眼まな差ざしを受け、小さく肩をすくめて応じる。

「別になずなだったらいいけど……優しく触ってよ？」

「にゃあ！」

　マキナの了承を得て、なずなは甘えるように彼女の豊満な双胸に顔を埋め、そのまま感嘆の声をもらす。

「うわぁ……とても気持ちいいよ。マキナちゃんはすごいね」

「あ、ありがとう……でも……うぅん、なずな、あまり動いちゃ……ぁあ……だめ……」

　マキナが吐息混じりにたしなめると、エルニも交ざりたいのか、横から指先で軽くマキナの豊かな乳房を突っつきはじめる。

「おお、柔らかいのに弾力感がすごいな。指が押し返されてしまう」

「こら、エルニ、ひゃん、そこは突っついたら……やぁん、なずなも、そんな風に揉もんだら……きゃん……もう、ふたりとも、やめなさいってば……んぅ……」

　妙に悩ましい声をあげはじめるマキナ。対してオレは彼女の声を聞かないようにして三人に背を向け、なずなと同様にカガリに想おもいを馳はせる。

「……オレも猫に触りたいな」

　思わずそうこぼしたところ、近くにいたルナがなんの前触れもなくオレの腕に抱きつき、柔らかな両胸を押しつけてきた。

「ル、ルナ？　えっと、急になに？」

「忍しのぶさんも、おっぱいで我慢してくださいね」

　頬ほおを朱に染めながらも、大ぶりの乳房でこちらの腕をむっちりと挟みこんでくるルナ。

　予期せぬ出来事にかなり動揺しつつも、すっかりルナの胸の虜とりこになり、ついついその感触を満喫してしまったあと、オレはルナから離れてリビングを出る。そして自室に戻る途中、ふと先ほどなずなと交わした会話の内容を思い出した。

　……どうして、なずなは爺じいちゃんの道場に戻りたいと言わなかったのだろうか？

　いくら考えても、その理由はわからなかった……。
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　自室に戻り、授業の予習復習を終えたのちオレはベッドに腰掛け、手に持った霊符をぼんやりと眺める。

　確かエルニは『霊符の気持ちになることが大事』だとか『霊符だって褒めてあげれば喜ぶ』みたいなことを言っていた。

　……エルニのように上う手まく霊符を扱いたいし、どうせなら一度試しておくかな。

　そんなわけで、半信半疑ながらも、オレは優しく霊符を撫なでてみる。

「うん、実にいい手触りだね。シャープなデザインも最高だよ」

　なんて傍はたから見たらアホみたいなことをやっていたところ、不意に扉がノックされ、覚えずオレはビクッと肩を震わせた。

　……い、いまのセリフは聞かれてないよな？

　頬が火照るのを感じつつ、「どうぞ」と促すと、ルナが笑顔と共に部屋に入って来た。

　──瞬間、手の中の霊符が眩まばゆく光り、一陣の風が吹く。

　その風はルナのスカートをひらりと翻し、目に飛び込んでくるのはしっとりとした光沢を放つ太ふと股もも、素敵な薄ピンク色のパンツ。

　……エ、エルニの言っていたことは本当だったんだな。霊符のやつもなかなか粋いきなことをしやがる。実に嬉うれしいハプニングだ。

　ついつい自分の口元が緩みそうになる中、ルナは目を丸くし、ちょこんと小首を傾かしげる。

「あの、なんだったんでしょうか、いまの……」

「さ、さあ？　ずいぶんと悪戯いたずらなそよ風だったな。はは、それにしても神ってやつはよく奇跡を起こしたがるもんだ」

　誤ご魔ま化かすようにそうコメントし、オレは早いところ話題を変えることにする。

「それで、どうかしたのか？」

「あっ、はい、ちょっと忍しのぶさんにお話があったんですけど……」

　笑顔でオレに近づき、ルナは柔らかく提案をする。

「でもその前に、忍さんもお疲れみたいですから、マッサージをしましょうか？」

「え？　それは嬉しいけど──へ、変なことは、しないでよね！」

「善処します」

「いや、善処はいい。ちゃんと対処してくれ、天然エロスお姉さん」

「わ、私はエロスじゃないです！」

　……残念だけど、自覚がないから頭に『天然』が付くんだぞ？

　オレは微苦笑を浮かべて「悪い悪い」とルナに謝りつつ、彼女の言葉に甘えるため、うつ伏せになってベッドに寝転がる。

　するとルナは心なしか嬉しそうな面持ちでベッドにあがり、そのままオレの肩や背中に柔らかな手を伸ばし、マッサージをはじめていく。

　しなやかで細く、温かなルナの指が施すマッサージは本当に気持ちがよく……気がつくとだんだんと瞼まぶたが重くなってきた。

　そんな中、ルナは優しい口調で話しかけてくる。

「忍さん、そのままでいいですから聞いてくださいね。お話というのは……って、あら？　もしかして忍さん、寝ちゃいましたか？」

「ぐうぐう。むにゃむにゃ。夢見る少女じゃいられない」

　ジョークのつもりでタヌキ寝入りをしてみたところ、すっとルナが顔を寄せ、「ふー」とひとの耳に熱い吐息を吹きかけてきた。

　途端、意図せず背筋がぞくりと震え、自分の口から小さな声がもれ出る。さすがにオレが驚いて首を回すと、ルナは悪戯っぽく笑った。

「忍さん、寝たふりなんかしないでちゃんと聞いてくださいね。実は私、アルバイトをはじめようと思っているんです」

「ア、アルバイト？　なんだ、ＳＭの女王様でもやるのか？　わりと似合うと思うぞ？」

　からかい半分で冗談を飛ばしてみたものの、今度は耳を甘あま噛がみされてしまった。

　とろけるような薄桃色の唇の感触。それによって再びオレが小さく声をあげる中、ルナはやんわりと注意を促してくる。

「真面目まじめに聞いてくださいね忍しのぶさん。ふざけたりしたらイヤです。次は耳を引っ張っちゃいますよ？」

「……参考までに訊きいておくが、耳を引っ張られてもオレがふざけるのをやめなかったら、ルナはどうするつもりなんだ？」

　もう一度首を回すオレに、ルナはピンクの舌先で自身の唇を妖よう艶えんに舐なめ上げて応じる。

「そのときは、いっぱい舐めちゃいます」

　……こ、こいつはいよいよふざけるしかなくなってきたな。

　と、一瞬だけバカなことを考えたが、さすがに自制してオレは話を戻す。

「でも、なんで急にアルバイトなんてはじめようと思ったんだ？」

「ひとつは社会勉強のためですよ。私はマキナに比べて人間界こつちでの知識が足りないですし、それにお金を貯めて大学にも行きたいんです」

「大学に？」

「はい、高校は無理かも知れませんけど、大学なら、忍さんと一緒に行けるかも知れません。もちろん理由はそれだけじゃないです。こっちで生きていくための知識や知恵や経験を、アルバイトや大学を通じて身につけられたらいいなって、思ったんです」

　言葉の途中でルナはそっとオレの背中に抱きつき、温かい口調で告げる。

「──私はこれから先もずっと、忍さんたちと一緒にいたいですから」

　慈しむようなその声は胸の中で響き、心が溢あふれて震えた。

　きっとルナは決めたのだろう。

　もう一度、人間界で生きようと。

　かつて多くの人間たちに裏切られ、魔界へと去って行った彼女が、ここにいたいと、そう思ってくれたんだ。

　だから彼女は人間界で生きるために、将来のことを考えて動き出そうとしている。

　──しかし比べてオレはどうだ？

　昔もいまも胸の中には消えない想おもいがある。目的がある。夢がある。けれど、それはあくまでも胸の中だけの話だ。

　数時間前、『道場を継ぐために頑張ってきたんじゃないか？』という聖ひじりの質問に、オレは曖あい昧まいに誤ご魔ま化かし、胸の内をさらすことはしなかった。

　もちろん夢のために努力はしている。

　ただ、オレは本当の意味で誰だれかに自分の夢を話したことがない。叶かなえたい夢はあるのに、それを口に出来ずにいた。

　その理由はきっと……。

「……忍しのぶさん？　寝ちゃったんですか？」

　考えごとをしているうちに再び瞼まぶたが重くなり、どこか遠くからルナの声が耳に響き、ゆっくりと意識が沈んでいく。

「おやすみなさい、忍さん」

　優しく頭を撫なでられる感覚を最後に、オレは完全に眠りに落ちた……。
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　瞼の裏に感じる柔らかな光。耳に触れるスズメのさえずり。ああ、昨日はあのまま寝てしまったのか……。

　寝ね惚ぼけた頭でルナにマッサージをされたことを思い出していたところ、ふと隣から微かすかな息遣いが聞こえてきた。

　……ん？　またなずなが忍び込んだのか？　それともエルニか？

　今日はどっちだろう。目を閉じたまま、オレはうとうとしながら口を開く。

「う～ん、誰だれだ？　もしかしてなずなか？」

「にゃあ～。お兄様のことが大好き、なずにゃんです」

「おー、そうかそうか。オレも好きだぞ。もう少し寝かせてくれな」

　まだ眠かったので適当に返し、再び眠りにつこうとしたのものの、なにやら違和感を覚え、オレは軽く首を傾かしげる。

「……本当になずなか？　お前、こんなにも大人っぽい匂においしてたっけ？」

「ふふ、バレてしまっては仕方がないな。どうも、サザ○さんってじゃんけん強いよね、神です。おはよう忍様」

「なんだエルニだったのか。おはよう。そしておやすみ……ん？　ちょっと待て。忍様？」

　違和感がさらに増し、オレは眠気をおして上体を起こす。続いて欠伸あくびをもらしつつ掛け布団を引ひっ剥ぱがした。

　途端、両目に飛び込んで来たのは悩殺的な裸体。

　……なにこれ？　どういうこと？　なんでかおるんが裸でオレのベッドにいるんだ？

　瞬く間に眠気も吹き飛び、オレが困惑する中、かおるんは形の良い乳房、その先端の形も、悩ましい太ふと股ももの付け根も隠さず、甘えるように抱きついてきた。そしてオレの耳元で告げるのだ。

「……責任、とってくださいね、忍様」

「せ、せせせせ責任？　な、なんのことだ？　た、確か、昨夜はルナがＳＭの女王でバイトでオレにマッサージで、それで、えっと……」

　必死で昨晩の記憶を思い起こそうとしていると、かおるんはオレに抱きついたまま、くすりと悪戯いたずらっぽく笑う。続いて艶つややかな唇をオレの首筋に押し当て、やんわりと言った。

「ちょっとこんがらがっているみたいですね、忍しのぶ様」

「いいや、違うぞ。うんとこんがらがっているんだ」

　なんせまったく身に覚えがない。しかしかおるんは頬ほおを上気させながらも身体を隠さず、まるで恋人にするみたいに優しくオレの頭を撫なではじめた。

　どうしてだろう……？

　寝起きでうまく働かない脳のう味み噌そ。

　そいつをフル稼働しようとオレが深呼吸をはじめた頃ころ、ただでさえまとまらない思考を乱すように、不意に部屋の外から小さな足音が聞こえてきた。

　その足音はゆっくりとこちらへと近づき、無情にも扉がノックされ、オレを起こしに来てくれたのだろう。ルナが笑顔を浮かべて部屋に入って来た。

「忍さん、朝ご飯ができましたよ。今日は忍さんが好きな…………薫かおるさん？」

　ルナは目の前の状況が理解できなかったのか、裸でオレに抱きつくかおるんを視界に収めたのち、笑顔のままドアを閉める。

　つぅーと、自分の頬から冷や汗が流れ落ちる中、いやな沈黙を破るように、扉の向こうからマキナの不思議そうな声があがった。

「あら？　ドアの前でなにしてるのお姉さま。忍は？　起こすんじゃなかったの？」

「いえ、忍さんの前に、まず私が起きないといけないんです。きっとまだ夢の中にいるんだと思うんですけど……この悪い夢、いつ覚めるんでしょうか？」

「え？　ど、どうしたのよお姉さま。泣きそうな顔をしているわよ？　忍がおかしなことでもしていたの？」

　そんな怪け訝げんそうな声と共に再度扉が開き、マキナが部屋に顔を出した。彼女はオレとかおるんを見るなり目を見開き、ひくひくと頬を引き攣つらせる。

「ど、どうやら、あたしも夢を見ているみたいね。それもとびきりの悪夢」

「まあ、それはどうでもいいですから、早くわたくしと忍様の愛の巣から退室してくれませんか？　わたくしと忍様の甘いひとときを邪魔しないでください」

「あっ、ごめんなさい。どうぞごゆっくり……」

　頬を膨らませたかおるんに促され、マキナはにこやかに部屋を出て行った。

　が、数瞬のうちに勢いよく扉が開き、マキナが声を荒らげて叫ぶ。

「ちょっと！　よく考えたらこれは夢じゃないわよ！　薫！　あんたそこで一体なにをやっているのよ！」

「ご覧の通り、好き合っている者同士で愛を確かめ合っているんです。さすがに少し恥ずかしいので、あまり見ないでください」

「し、失礼しました──なんて絶対に言わないわよ！　どういうことよ忍！　あたしには何もしてくれないのに！　どうして薫かおるなの！　忍しのぶはそんなにメイドが好きだったの!?」

　マキナが涙目でこちらに詰め寄る中、彼女に続いて部屋に入って来たルナも涙ぐみながら声をあげる。

「忍さん！　好き合っている者同士ってなんですか！　愛を確かめ合うだなんて羨うらやましいです──じゃなくて！　すごく羨ましいです！　あ、あら？　えっと、つまり、とにかく羨ましいんです！」

「いやいや！　ふたりともとりあえず落ち着け！　冷静になってくれ！　なんでこいつがここにいるかオレにもよくわからないんだよ！」

　こちらも半ばパニックになりながらかおるんを指差したところ、彼女はむっと眉まゆを寄せ、オレに人差し指を向けた。

「忍様、人を指差すのは失礼ですよ」

「……じゃあお前がいまオレに差しているものはなんだ？」

　わずかに冷静になって突っ込むと、かおるんは何な故ぜかぽっと頬ほおを赤く染める。

「もう、忍様は昨晩あんなにも激しくわたくしを突き刺したのですから、指を差すぐらいいいではありませんか」

　途端、瞬く間に空気が凍り付き、マキナが力強くがしっとオレの両腕を掴つかんだ。続いて彼女は部屋の壁時計に目を向け、低い声をもらす。

「八時十五分。現行犯で逮捕」

「……それでもオレはやってない」

　怖かったので無実を主張するオレに、マキナは妙に優しい笑みを浮かべて返す。

「大丈夫よ忍。あなたにはちゃんと裁判を受ける権利があるわ。さあリビングに行きましょうね。弁護人にはそのへんの野良ワンコをあてがってあげるわ」

　……これ、夢オチとかで終わらないかな？

　なんて都合のいい展開を期待している中、騒ぎを聞きつけたのだろう。今度はなずなが部屋に入ってきた。

　瞬間、あいつは裸のかおるんを見るや否や状況を察したのか、「にゃああああ！」と素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「な、ななななにこれ？　お兄ちゃん犯罪者になっちゃったの!?　ルナお姉ちゃんがいるのにひどい！　いまならわたしでもお兄ちゃんにお説教ができるよ！」

「…………まあ説教はさて置き。お腹なかも空すいたし、そろそろ朝ご飯にしない？」

　と、話題を変えてお茶を濁そうとしたものの、当然ながらまるでうまくいかなかった。マキナとなずなに引っ張られ、オレはすぐさまリビングに連行されてしまう……。



    

  
    
      


第二章　メイドさんの悪戯



　休日とは、日々の生活の中で溜たまったストレスや疲れを癒いやすためにあるものだと、オレはそう思う。だからのんびりと昼寝をするのもいい。自分の趣味に浸るのもいい。どうせなら楽しんだ方がいいのだろうが……いまはとても無理そうだ。

　せっかくの休みの朝。オレは重い空気が漂うリビングの床で正座させられていた。

　裁判所に見立てられたリビングにはルナとマキナとなずな。そしてメイド服に着替えたかおるんが集まってはいるものの、母さんはジョギングに出掛けたらしく、いまは留守にしている。さらにエルニはまだ寝ているのかその姿もなく、オレには弁護人がいない。

　そんな状況の中、裁判長役を任されたルナは、裁判用の木き槌づちの代わりのピコピコハンマーを軽く叩たたいて静かに口を開いた。

「それでは裁判をはじめます。まず被告人の忍しのぶさん、なにか言いたい事はありますか？」

「──オレはなにもやっていない。オレはただ美しい。それだけだ」

　もうすっかり目は覚めた。

　しっかりと昨夜の記憶を呼び起こしたのだが、やはりオレは潔白だと思う。だから堂々と胸を張ってみせたところ、ルナは笑顔でハンマーを鳴らした。

「忍さんを信じます。無罪ですね。閉廷です」

　途端、なずなとマキナは揃そろってずっこけ、それぞれ慌てて異議を唱となえる。

「ル、ルナお姉ちゃん！　まだ判決を下すには早すぎるよ！」

「なずなの言う通りよお姉さま！　もしかしたら黒かも知れないでしょう！　忍はエッチな目で薫かおるを見ていたわ！」

「別に？　見ただけだ。もちろん故意ではない」

「……ふ、ふてぶてしいわね。そんな態度は、裁判長の心証を悪くするだけよ？」

　あくまで強気で通すオレに、マキナは呆あきれたような表情で応じた。

　しかしルナは先ほどと変わらぬ笑みのまま告げる。

「わざとじゃないのなら仕方がないですよね。たとえ忍さんの部屋に薫さんの服や下着が散らばっていても、忍さんが裸の薫さんと一緒にベッドにいても、ふたりが恋人みたいに抱き合っていても……うぅ、私は忍さんを信じます。信じさせて下さい。信じたいんです」

　途中でルナが涙ぐむと、それまで黙っていたかおるんがクールに口を挟んできた。

「どうやらルナ様は認めたくないみたいですね。忍様自身の若さ故の過ちというものを」

「……おい、変なことを言うな。抱きつくな頬ほおずりをするなキスもやめろ。朝っぱらからなんのつもりなんだお前は！」

　色っぽく迫ってきたかおるんから距離を取り、オレは諭すように続ける。

「どうせいつもの冗談なんだろう？　いまならごめんなさいで許してやる。さっさと白状したらどうだ？」

「じょ、冗談!?　うぅ！　ひどいです忍しのぶ様！　昨日はあんなにも情熱的で優しかったではありませんか！　誤ご魔ま化かそうとするなんてあんまりです！」

　演技なのか、かおるんは言葉と共においおいと泣き崩れる。

「昨晩は執しつ拗ようにわたくしのお尻しりを揉もみしだいたり、時には優しく叩たたいたり、挙げ句の果てに余すことなく舐なめ回したりして、そのあとは後ろから……その、恥ずかしくてこれ以上は言えませんが、あの熱い夜をなかったことにするのは残酷です！」

「いや待て！　なんのことだ!?　オレは知らんぞ！　実際にそんな素敵な体験をしていたら忘れるはずがない！　ウソを言うな！」

　オレは慌てふためいて否定したのだけど、

「お、お兄ちゃんエッチだ！　大人だ！　やっぱりみんなの言う通り天然ジゴロなんだ！」

　なずなは真っ赤になって声をあげ、

「……す、素敵な体験？　忍って、そんなにお尻が好きだったの？　あたしはてっきり、忍は胸の方が好きなものとばかり……」

　マキナは妙な勘違いをして顔を赤くし、ルナはとうとう泣き出してしまう。

「忍さん！　薫かおるさんばかりずるいです！　私とは一緒に住んでいるんですよ！　欲求不満ならなんで私に言ってくれないんですか！　私のお尻じゃダメだったんですか!?」

「──俺おれにはフランス料理は合わないってことさ。日本人ならやっぱり和食。つまり、日本人のお尻が好きってことなのよ」

　……こらこら、かおるん。こんなときにひとの物もの真ま似ねをするな。やめてくれ。

　すぐさまオレは弁解しようとしたのだが、ルナはピコピコハンマーでテーブルをペシペシ叩いて泣きながら叫ぶ。

「有罪です！　忍さんには罰を与えます！　覚悟してください！　今日の昼食は抜きなんですからね！」

　……そいつはまた甘々な裁決だな。

　なんだかルナが可愛かわいくて仕方がない。状況も忘れて頬ほおが緩みそうになっていたところ、マキナが目に涙を溜ためて口を挟む。

「もう！　お姉さまは忍に甘すぎるわ！　昼食抜きなんて生なま温ぬるいわよ！」

　一度言葉を止め、マキナは声を荒らげて続ける。

「朝食も抜きなんだからね！」

「マ、マキナちゃんも十分お兄ちゃんに甘いよ！　もっと厳しくいかないとダメなんだからね！　晩ご飯も抜きにしなくちゃ！」

　ひょっとしてこいつらはオレ以上に混乱しているんじゃないだろうか？　その後も、

「忍しのぶさんとは一週間、口をきいてあげません！」

「え？　ルナお姉ちゃん、一週間もお兄ちゃんと話せなくて平気なの？」

「……それはきついと思うわよ、お姉さま」

「ほ、ほんとですね。どうして私は自分にまで罰を科しているんでしょう？」

　などとかなりぐだぐだである。

　しかしこの場にもし母さんがいたら、間違いなく死刑を宣告するだろうな。

　そんなことを考えながら、「一週間お風ふ呂ろ掃除です！」「それと一週間お皿洗い係ね！」「あと、一週間だけでいいからわたしと遊ぶこと！」といった具合に騒ぐルナとマキナとなずなの様子を静観して見守っていたところ、不意に勢いよくリビングの扉が開き、



「──異議あり！」



　凛りんとした声と共に、頭にナイトキャップを装備したエルニが顔を出した。

　みんなが揃そろって目を丸くする中、エルニは悠々とこちらへと近づき、安心させるようにオレの肩に手を載せる。

「わたしが来たからにはもう大丈夫だぞ。しっかり忍を弁護してやる。裁判ごっこならわたしも交ぜてくれ。さあ戦争だ」

「……遊びでやってるんじゃないんだぞ？」

　寝ね惚ぼけているのか、いまいち状況を理解していない様子のエルニ。オレが軽く呆あきれて突っ込むと、エルニは小首を傾かしげ、ふとかおるんに目を向けた。

「おっ、なんだ、かおるんはここにいたのか。今日はお昼まで一緒に寝ようって言っていたのに、起きたらいなくなっていたから捜したんだぞ？」

「……な、なんの話ですかエルニ様。あなたがなにを言っているのか、わたくしにはさっぱりわかりません。というか、あなた誰だれですか？」

　明らかに動揺の色を見せるかおるん。再び首を傾げるエルニ。それでなんとなくだが大方の事情が推測でき、オレは笑顔でエルニに訊たずねる。

「なあエルニ、ひょっとして、お前がかおるんをうちに入れたのか？」

「うん。明け方に目が覚めてお茶を飲みに降りたら、リビングの窓からかおるんの姿が見えて、それで声をかけたんだ。かおるんは遊びに来たみたいだけど、まだ時間も早かったから、わたしのベッドで一緒に寝ることにしたんだぞ」

「……なるほど。それでまんまとうちに侵入した変態メイドは、エルニが眠りについたあとオレのベッドに忍び込み、とんでもない悪戯いたずらを仕掛けたというわけだな」

　強い確信を持ってオレがそう推理すると、みんなは一様に変態メイドを睨にらみはじめ、かおるんの方は気まずそうに目を逸そらした。

「あの、えっと、本当は軽いジョークのつもりだったんです。けれど慌てふためく忍しのぶ様があまりにも可愛かわいかったもので、ついつい……」

　反省したようにかおるんが視線を落とすと、ルナが柔らかく口を開いた。

「一応訊きいておきますけど、薫かおるさんは寝ている忍さんに、何もしていないんですよね？」

「それはもちろんです。この際なので正直にお話ししますと、はじめはせっかくなので忍様を誘惑しようと考えていました。ですが皆様が部屋に入ってきたので、計画は失敗したのですよ。わたくしはなにもしていません」

「そうですか。よかったです。安心しました。それで忍さんの寝顔はどうでしたか？」

「まるで仔こ犬いぬのようでした。愛らしくてたまらなくなり、いけないとわかっていてもキスをしてしまい、我慢できず忍様が寝ている隣で……コホン」

　途中で失言に気づいたのか、かおるんは咳せき払ばらいで言葉を止め、小さく唇を尖とがらせる。

「まったく、弱い女を騙だますなんてひどいです！　ルナ様が誘導尋問なんて真ま似ねをする人だとは思いませんでした！　がっかりです！」

　憤慨した様子で立ちあがり、かおるんはぷいっとそっぽを向く。

「わたくしはもう帰ります！　ちょっぴり傷つきました！　さようならです！」

　言葉と共にぷりぷりしながら早足でリビングの扉へと向かうかおるん。その仕草はあまりにも自然だったわけだが、ふと気づいてオレは声をあげた。

「お、おい、あいつ逃げるつもりだぞ！」

「はっ!?　なんだか被害者みたいだったから、うっかり流されるところだったわ！　ちょっと待ちなさいよ薫！」

「忍さんが寝ている隙すきに変なことをするなんていけないんですよ！　気持ちはわかりますけど、私だって我慢しているんですからね！」

「お、お兄ちゃんじゃなくてメイドさんがエッチだったんだ！　ごめんねお兄ちゃん！　疑ったこと謝るよ！」

「いやなずな、それはあとでいい。いまはかおるんを追いかけるぞ！」

　逃走したかおるんをいち早く追ったマキナとルナに続き、オレもなずなと一緒にリビングを飛び出すと、

「……なんだ。もう裁判ごっこはしないのか」

　寂しそうなエルニの声が後ろから聞こえてきたが、いまは放置。おそらく外に逃げる算段なのだろう。玄関へと走るかおるんに、オレたちは制止の言葉を浴びせながら後を追う。

　と、そのとき、タイミングよく玄関の扉が開き、ジョギングから帰って来たのか、母さんが顔を出した──瞬間、オレはすぐさま叫ぶ。

「母さん！　頼む！　そこの変態メイドを止めてくれ！」

　こちらの言葉を受け、母さんは素早く両腕を広げてかおるんの動きを制す。

「止まりなさい！　逃がさないわよ！　まったくとんでもない娘こね！　それでえっと……この娘なにやったの？」

　オレたちに視線を移し、母さんが怪け訝げんそうに訊たずねると、ルナが眉まゆ根ねを寄せて答えた。

「薫かおるさんは忍しのぶさんが寝ている間にエッチなことをしたんです！　忍さんが起きたらエッチな悪戯いたずらまでして！　お尻しりを触られただなんてエッチなウソもついて！　すごく羨うらやましい──って、また間違えちゃいました！　と、とにかく、いけないことをしたんですよ！」

「よ、よくわからないけど、珍しくルナちゃんが怒っているということだけはわかったわ。これは薫ちゃんが悪いわね」

「……巴ともえ様、確かに今回はわたくしが悪いと思います。ですが忍様の寝顔写真をプレゼントしますので、どうか見逃してください」

「ありがとう。一応貰もらっておくわ。それじゃあ早速リビングで詳しい話を聞きましょうか」

　かおるんによる買収は敢あえなく失敗。母さんは写真を受け取りつつもかおるんの首根っこを掴つかみ、切ない表情を浮かべる彼女をリビングへと引きずって行く。そして再びリビングを裁判所に見立てて、今度はかおるんの裁判がはじまった……。



　裁判の結果だが、当然ながらかおるんには有罪判決が下った。

　再び裁判長役を任されたルナは、ピコピコハンマーを鳴らしてかおるんに目を向ける。

「──それでは、薫さんに罰を与えます。今日はうちのお風ふ呂ろ場ばを掃除して行ってください。お昼ご飯は一緒に食べましょうね」

「え？　ルナ様？　わたくしがこんなことを言うのもなんですが、いくらなんでもそれは甘すぎるのではないでしょうか？　皆様も納得しないと思います」

　少し驚いた様子でかおるんはみんなを見渡したものの、誰だれも異論を唱となえない。みんな『別にいいんじゃない』といった顔をしていた。

　するとかおるんは罪悪感を覚えたのか、気まずそうに縮こまり、おずおずと手をあげる。

「あの、ルナ様、罪滅ぼしとしまして、せめて今日一日、この家のメイドとして働かせてもらえないでしょうか？」

「……薫さんも反省しているんでしょう？　そんなことをしなくてもいいんですよ？」

「いえ！　是非働かせてください！　このままではわたくしの心がもちません！」

　といった具合にかおるんが強く懇願するので、みんなは苦笑を浮かべて彼女の提案を受け容いれた。それからかおるんはルナに代わって我が家の家事をすべて引き受け、真面目まじめに掃除をはじめる。

　そんな中オレはリビングに残り、かおるんの様子をぼんやりと眺めていたところ、彼女は少し困った様子で声を掛けてきた。

「忍様、ちょっと向こうに行っててください。そんなところに突っ立っていられたらお掃除ができません」

「おいおい、掃除なんかよりも、オレという存在の方が大切だろう？」

「はあ、それはもっともなのですが、あとでちゃんと遊んであげますから、いまは大人しく言うことを聞いてくださいね」

　優しく頭を撫なでられ、完全に子供扱いをされてしまうオレだった……。

　しかしまあ、これ以上ここにいて邪魔をするのも悪い。かおるんと遊ぶのは諦あきらめ、そこでオレはルナと一緒に外出。近くの本屋でオレは楽しみにしていた小説の新刊を購入し、ルナは笑顔で無料のアルバイト情報誌を手に持って店を出る。

　それからふたりで談笑しながら公園を散歩したのち、穏やかな日差しの中、ゆっくりと家路を辿たどった。

　オレはすっかりまったりとした気分になっていたわけだが、自室の扉を開けた途端、

「……ブルマ？」

　思わず我が目を疑った。

　上は体操着。下は赤のブルマ。

　そんな素敵な格かつ好こうをしたかおるんが何な故ぜかオレの部屋にいた。

　彼女はちょうどひとのベッドの下になにかを隠しているところであり、こちらに気づくや否や素早く姿勢を正し、誤ご魔ま化かすように笑顔を見せる。

「おかえりなさいませご主人様。お風ふ呂ろになさいますか？　お食事になさいますか？　それとも、わ・た・く・し？」

「……また出掛けてくるわ」

「クールにも程がある!?」

　かおるんは軽くショックを受けた様子だったが、気にせずオレは彼女に近づき、腰を落としてベッドの下に手を突っ込む。と、中からなにやらメイドもののエロ本が出て来た。

「……年上のお姉さんはメイドさん？　優しくエッチの手ほどき？　なんだこれ？」

「いえ、忍しのぶ様にもっとメイドの良さを理解してもらおうと思い、夜のお供にとお持ちしただけです。お望みならば、妹ものやママ萌もえ系のエッチな本も買って来ますよ？」

「ふふ、もしもそんなものをなずなや母さんが見たら、どうなると思う？」

「……禁じられた愛が生まれると思います」

「うん、いますぐ部屋を出ろ。オレがお前の脳天を砕かないうちにな」

　低い声でそう警告したものの、かおるんは色っぽい表情を浮かべて返す。

「申し訳ありません忍様。怒ったのなら謝ります。今朝のこともありますし、からかったお詫わびに、忍様にはエッチなことをさせてあげますね」

　言いながらかおるんはベッドにあがって四よつん這ばいになり、こちらに向かって豊かなお尻しりをそっと突き出してきた。

　赤のブルマに包まれたまろやかなヒップ。

　きっとその桃もも尻じりは弾力感で溢あふれているに違いない。ついついよからぬ妄想をしてしまいそうになる中、かおるんは首を回し、オレに妖よう艶えんな笑みを向けてきた。

「忍しのぶ様、触ってもいいんですよ？　叩たたいてくれても構いません。わたくしのお尻を、忍様の好きなようにしてください」

　まるで誘惑でもするみたいにかおるんはゆっくりと腰を振り、蟲こ惑わく的にお尻をくねらせる。すると美麗なお尻はその張りを見せつけるかのように、たわみ、震え、揺れ動き、徐々にブルマが桃尻に食い込んでいく。

「ふふ、忍様、そんな風にじっと見つめているのなら、早くこちらにいらしてください。脱がしてくれてもいいんですよ？　忍様になら、全部見せてあげちゃいます」

　ここでもし誘われるままブルマをずらし、下着を脱がしたら、白いお尻を眺めることができるだろう。さらにこの体勢からだと、かおるんの大事な部分も丸見えとなる。

　一瞬、オレは我を忘れて手を伸ばしかけたが、ふと違和感を覚えて動きを止める。

「……なんか、今日はお前、少し変じゃないか？」

　以前、かおるんからは『わたくしの身体で女性に慣れてください』と言われたことがある。それは聖ひじりが陰陽術を使う際、オレが女性に免疫がないままでは術に支障をきたすという理由からだ。そのため時折かおるんも誘惑じみたことをオレにしてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      

　が、彼女は聖ひじりとは違い、いまみたいに積極的な誘惑をしてきたことはない。いつもどこか冗談混じりだったように思えた。

　……それがどうして急に？

　疑問に思い、オレは柔らかく訊たずねる。

「もしかして、なにかあったのか？」

「……なにもありませんよ」

　ゆっくりと姿勢を戻し、かおるんはわずかに表情を翳かげらせた。しかしそれも一瞬。彼女は誤ご魔ま化かすように「それよりも」と、今度はオレに抱きついて続ける。

「わたくしを好きにできるんですよ？　おかしなことを言っていないで、せっかくですから、存分に楽しんだらどうです？」

　艶あでやかな微笑ほほえみと共に美乳をオレの胸板に押しつけ、身体を前後に動かすかおるん。いつもなら柔らかな胸の感触に動揺しているところだが、どうにも先ほどのかおるんの表情が頭から離れず、オレはかおるんの頭に掌てのひらを載せ、やんわりと告げた。

「前にも言ったけど、オレになら甘えてもいいんだぞ？　なにもないのならいいんだが、なにかあったら、いつでもオレを頼ってくれよ……薫かおる」

「か、薫!?」

　オレが頭を撫なでると、何な故ぜかかおるんは真っ赤になってしまう。

「な、なんで急にちゃんと名前で呼ぶんですか！　そんなの反則です！」

「あっ、ついうっかり言っちまった。イヤだったか？」

「いえいえ！　そんなことはないのですが、不意打ちにも程がありますよ！　わたくしが誘惑しているのに、もうそれどころではなくなってしまったではないですか！　恥ずかしいので頭を撫でるのもやめてください！」

　耳まで赤くして、さっとオレから離れるかおるん。

　……ひょっとしたら、自分から誘惑する分には平気でも、かおるんは他人からなにかをされると照れてしまうタイプなのかも知れない。

　そう考えた途端、なんだかいままで以上にかおるんが可愛かわいく思え、ついついオレが頬ほおを緩めていると、怒ってしまったのか、彼女は小さく頬を膨らませた。

「な、なんですかその嬉うれしそうな顔は！　断わっておきますが、もうドキドキなんてしませんからね！　あとで覚えておいてください！」

　なんて捨すて台詞ぜりふを残し、かおるんは赤い頬のまま部屋を出て行く。対してオレは彼女の背中を見送りつつ思考を切り替え、かおるんが先ほど一瞬だけ見せた暗い表情を思い返す。

　……かおるんのやつ、本当にどうしたんだ？

　少し心配だったが、まあいまのところは無理に訊きき出すことでもないか。かおるんが話してくれるまで待った方がいいだろう。

　というわけで、後ろ髪を引かれながらもオレはベッドに腰を下ろし、本屋で買った小説を読みはじめ……こうして休日は過ぎて行った。

　が、かおるんはまだ誘惑を続けるみたいだ。

　夕食後、オレが霊符と睨にらめっこをしている中、自室に来たエルニがそれを教えてくれた。

「忍しのぶ、お風ふ呂ろが沸いたから入ってくれ──と、忍に言うようにかおるんに頼まれた。これは秘密なんだがな、かおるんはお風ふ呂ろ場ばで忍のことを待っているらしいんだ。それでかおるんはお菓子を使ってわたしを買収しようとしたんだけど、そうはいかない」

　ポケットからお菓子を取り出し、エルニは切ない顔をして「だって」と続ける。

「このハート型のチョコレート、よく見たらヒビが入っているんだ。なんだか悲しい……」

「いやいや、かおるんも決してわざとやったわけじゃないと思うぞ？　そんな顔をするなよ。それにチョコレートなら今度オレがコンビニで買って来てやる。だからマッドドッグ、とりあえず風呂場には母さんを向かわせてやってくれ」

「任務、了解！」

　切ない表情から一転。エルニは笑顔でビシッと敬礼し、いそいそと部屋を出た。そこでオレは頃ころ合あいを見計らって脱衣所へと向かい、こっそりと聞き耳を立ててみる。

　と、計画通り、かおるんは母さんと一緒に風呂に入る羽目になったようだ。微かすかに彼女たちの話し声が聞こえてきた。

「やっぱり、薫かおるちゃんは肌が綺き麗れいね。お尻しりも胸もすごく形がいいわ」

「いえ、巴ともえ様の方こそ──って、きゃあ！　な、なんで急に胸を揉もむんですか！　やめてください！　セクハラですよ！」

「うふふ、薫ちゃんは今日一日うちのメイドなんでしょう？　メイドならエッチなことをされないといけないわ。それがお約束というものなのよ」

「な、なにやらエッチなゲームでありそうな展開ですが……ひゃん……いけません……やぁん……本当に……うぅん……やめてください……」

「う～ん、薫ちゃんが胸のサイズを教えてくれたら、やめてあげてもいいわよ？」

「──バスト95です」

「へえ……どれどれ、ふんふん、なるほどなるほど、上から85・57・84のＤカップといったところかしら？　なかなか理想的な体型ね」

「ど、どうして触っただけでそんなことまでわかるのです!?　忍様といい巴様といい、あなたたちは一体何者なんですか!?　といいますか、どうしてこんなことになってしまったのでしょう……？」

　嘆くような言葉のあと、母さんが再びセクハラをはじめたのか、悩ましい声をあげるかおるん。一方、オレはといえばその艶あでやかな声を聞いているうちにどうにも頬ほおが熱くなり、かおるんに申し訳なく思いつつも、こそこそとその場から離れた……。

　ちなみにその後、計画が失敗したためだろう。かおるんは拗すねた様子で「忍しのぶ様のいけず！」と、オレの胸をぽかぽかと軽く叩たたき、涙目で五ご行ぎよう家へと帰って行った。
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　楽しかった休日も終わり、月曜日の放課後。進路の個人面談を終え、進路指導室を出たのち、オレはふと足を止め、廊下の窓から外のグラウンドに目を向けた。

　視界に映るのは部活に勤いそしむ運動部の生徒たち。そしてきたる体育祭に向け、いまから練習に励んでいるクラスメイトたちの姿。

　ここ最近、自由参加ではあるが、我がクラスでは放課後に集まってみんなでトレーニングを行っており、大いに熱が入っている。

　もちろん、たとえ体育祭といえど、クラスによっては温度差もある。冷めているところもあれば盛り上がっているところもあり、我がクラスは完全に後者だ。

　多分、その理由はクラスメイトたちの仲がいいからなのだろう。正直、オレ自身はなずなのように体育祭を心待ちにするタイプではない。しかしマキナは楽しみにしているみたいなので、下手に水は差さず、出来る限りクラスの連中に協力することにしている。

　と、そこで、不意に進路指導室の扉が開き、ひょこっと童顔の女性が顔を出した。

　ついさっきまでオレの進路の相談に乗ってくれていた担任教師の柊ひいらぎ茜あかね先生。彼女はこちらを認めると、控え目に口を開いた。

「南なん条じようくん、もう時間なのに、南みなみさんがまだ面談に来ないんです。悪いんですけど、南さんを呼んで来てくれませんか？」

「……柊先生が色っぽいポーズを取ってくれたら、そのときは考えなくもないです」

「うっふん！」

　オレの冗談を受け、柊先生はウインクと共に投げキスをひとつ。

「うわー、心臓ドキドキー」

　棒読みにならないように注意しつつ、オレは柊先生の頼みを引き受け、クラスメイトの姿を捜すため、早足で廊下を歩きはじめた。

　すると部活の途中だったのか、ちょうど廊下の曲がり角で、剣道着を身につけた聖ひじりとばったり出くわした。途端、聖は瞬く間に頬ほおを赤く染め、「う、うわぁあああ！」と慌てふためき、そのまま背中を向けて走り去って行く。

　……一緒に風ふ呂ろに入ったあとから、聖はずっとあんな調子である。

　オレと顔を合わせるなり、すぐに真っ赤になって逃げてしまうのだ。

　しかしまあ、授業中に彼女が時折こちらの様子をチラチラと盗み見していることから察するに、おそらく嫌われているというわけでもないだろう。

　ただ、聖ひじりに避けられるのも辛つらい。一度きちんと話しておこうと考え、早速聖の背中を追いかけたのだが、彼女は耳を赤くしてこちらから逃げようとする。

　……微妙に傷つく反応だ。オレは苦笑いを浮かべながらも諦あきらめずに走り続け、ようやく聖を廊下の突き当たりまで追い詰めると、怪しく両手をわきわきとさせ、場を和ませるためにジョークを飛ばしてみた。

「へっへっへっ、手間ぁ掛けさせやがって。もうどこにも逃げられないぞ？」

「あっ、うん、ごめん」

　……あの、そんな普通のリアクションを返されるとボケたこっちが切なくなるんだよ？

　軽く肩をすくめつつ、オレは咳せき払ばらいをひとつ挟んで本題に入る。

「──で？　なんでオレを避けるんだ？　ひょっとして、お前なにか怒ってるのか？」

「ち、違うんだ。そういうわけじゃなくて、その……忍しのぶくんこそ怒ってないかな？」

「ん？　どうしてオレが怒っているだなんて思ったんだ？」

「だって私、お風ふ呂ろ場ばで忍くんの……触っちゃって……見ちゃっただろう？　それで忍くんに申し訳なくて、ちゃんと謝ろうと思っても、忍くんの顔を見たら、変なことばかり考えちゃって……」

　頬ほおを赤らめながらわずかに瞳ひとみを潤ませ、聖は弱々しくオレの服の袖そでを掴つかむ。

「ごめん忍くん。逃げたりして。謝るから……私のこと、嫌いにならないで欲しい」

「いやいや、こんなことでお前を嫌いになったりしないし、それに謝る必要もない。変なことを考えたのはお互い様だ。綺き麗れいな身体だったからオレもつい聖の──コホン」

　言葉の途中で失言に気づき、オレは慌てて咳払いをして誤ご魔ま化かした。

　が、あまり効果はなかったようだ。聖はさらに赤くなって俯うつむいてしまい、なにやらオレまで恥ずかしくなってきた。これは早いところ話題を変えた方がいいな。

　頭をかきつつそう判断し、気分が落ち着いたのち、オレは「そういえば」と口を開く。

「聖はもう進路は決めているのか？　オレは一応大学に進むつもりだけど、お前はどうするんだ？　やっぱり家の仕事に専念するのか？」

「いや、私も忍くんと同じだ。大学に行こうかと思っている」

「……そうなのか？」

　聖は退魔士としての実績を積み、かおるんのような半人半魔の悪魔を道具として扱う退魔の組織を変えたいと考えている。実際、子供の頃ころかおるんと交わした約束を果たすために努力もしている。

　オレはそういった事情を知っていたので、てっきり卒業後、聖は本格的に退魔の仕事に就くものだと思っていた。

　だから意外に感じて聞き返すと、聖は微苦笑を浮かべて「もっとも」と続ける。

「大学に進もうと決めたのは、つい最近のことなんだ。本当は卒業したら家業を継ぐつもりだった。だけど、この前電話でルナさんと話をした時に、少し思うことがあったんだ」

「思うこと？」

「うん、忍しのぶくんはもう知っていると思うけど、ルナさんも大学に行こうと考えているだろ？　ルナさんの話を聞いて、私も色々と考えたんだ。それで大事な目的ができた」

　口調を真剣なものに変え、ふと聖ひじりは廊下の窓に視線を移す。

「その目的を叶かなえるためには、父さんの力が必要なんだ。まだうまく行くかどうかわからないから、結果が出るまで薫かおるさんには内緒なんだけどな」

「かおるんに内緒？　珍しいな。なにかかおるんと関係してることなのか？」

　オレの質問に、聖は柔らかく微笑ほほえんで「そうだよ」としっかり頷うなずき、

「薫さん、喜んでくれるといいな……」

　と、わずかに声を弾ませ、子供のように目を輝かせた。

　正直、聖の言う目的には興味があった。だが、かおるんにもまだ秘密にしているのなら、彼女よりも先に事情を聞くのも悪い気がする。それに少し話し込んでしまった。

　名残惜しさを覚えながらもオレはそこで話を切り上げ、聖と別れて再び南みなみの姿を捜す。

　と、クラスの教室の前で、委員長の片かた霧ぎりさんとこそこそと話している南の姿を認めた。

　途端、ふたりもこちらに気づいたのか、片霧さんはオレを見るなり妖あやしく笑って立ち去って行き、南の方は人懐っこい笑みを浮かべて小さく手を振ってくる。

　吸い込まれそうな大きな瞳ひとみにすっと通った鼻び梁りよう。そしてボリュームたっぷりの大きな両の胸。それらに心惹ひかれつつ、オレはゆっくりと南に近づいていく。

　彼女──南桜おう花かはオレの幼おさな馴な染じみだ。

　まあもっとも、最初のうちはそれに気づけなかった。彼女がいい意味で変わったからだ。

　子供の頃ころ、彼女は泣き虫で気弱でなにもできない女の子だった。

　けれどいまはそんな素振りは全く見せない。昔は腰まで伸ばしていた長い髪も切っていたため、臨海学校の際、ちょっとした事件が起きるまで、オレは南が幼馴染のサクラちゃんだったとはわからなかった。

　その事実に、いまでも後悔で胸が痛む。

　しかしオレはそれを隠し、軽い口調で南に声をかけた。

「南、ちょっといいか？」

「ん？　なに？　もしかして、あたしに会いに来てくれたの？」

　南は大きな瞳をきらきらと輝かせており、飼い主を見つけて尻尾しつぽを振る仔こ犬いぬを彷ほう彿ふつとさせる。オレは頬ほおが緩みそうになるのを抑えつつ、南に頷いて返した。

「まあ、会いに来たといえば、その通りだな」

「ほんと？　嬉うれしいなあ。ぎゅってしてあげるね」

　南は大きな胸を上下に弾ませ、両手を伸ばしてきた。が、抱きつかれる前にオレは彼女の頭を片手で押さえ、その動きを制した。

　途端、南みなみは拗すねたように頬ほおを膨らませる。

「……もう、忍しのぶちゃんったら、つれないんだから」

「悪いな。オレは安い餌えさでは釣れないんだよ」

「や、安い!?　あたしは安い女なんかじゃないよ！」

　いや、そういうつもりではなかったのだが、怒ってしまったのか、南は頬を赤く染める。

「そんなことを言うのなら、試しに忍ちゃんがあたしを誘惑してみてよ！　こう見えても簡単にはなびかないなんだからね！」

　頬を赤らめたまま、なにやら妙なことを口走る南。

　正直こちらとしてはあまり乗り気にはなれなかったのだが、南に強い口調で「ほら！」と促され、仕方なしに両手を広げ、オレは優しく告げる。

「おいで」

「わーい、忍ちゃん好きー！」

　……一秒さえももたないのか、お前は。

　南が安いか否かはわからない。しかし愛らしい笑顔を向けられ、逆にこっちが釣られそうになり、オレはさっと身を引いて南の抱擁を避けた。

　──実はいまでもまだ、南はオレのことが好きらしいのだ。

　もちろんその気持ちは嬉うれしい。しかしオレは南に応こたえることはできない。

　そのことは南にもきちんと伝えたのだが、彼女はまだ諦あきらめるつもりがないようだ。こんな風によくアプローチを仕掛けてくるし、呼び方もいつの間にか『南なん条じようくん』から昔の『忍ちゃん』に戻っていた。

　まあそれはさて置き、オレは南に当初の用件を伝える。

「南、変なことばかりやってないで、早く進路指導室に行ってくれ。次の面談はお前だ。柊ひいらぎ先生が待ってるぞ」

「……色々と言いたいことはあるけど、今日はいいや。進路指導室にはすぐに行くよ。でもその前に、忍ちゃんにひとつお願いがあるんだ」

　と、切り出し、南は口調を真面目まじめなものに変える。

「体育祭の競技なんだけどね、借り物仮装リレーの参加者がひとり足りなくて困ってるの。よかったら、忍ちゃんがこれに出てくれないかな？」

「そうだな、南がセクシーなポーズを取ってくれたら、そのときは考えなくも──って、ちょっと待て！　服を脱ごうとするな！　引き受けるからやめろ！」

　素早く南を止めつつ、オレはため息をこぼして考える。

　いまのところオレが出場する競技は全員参加の綱引きとリレー、そして二人三脚だけだ。あまりみんなに協力していない分、これぐらいは別にいいかも知れない。

　ちなみに借り物仮装リレーとは、そのなんとも長ったらしい名前の通り、参加者は全員仮装し、その上で借り物競争をリレー方式で行う、全クラス参加型のお遊び競技だ。

　去年は巫み女こさんやバニーガールやミニスカナースがグラウンドを闊かつ歩ぽし、多くの男子生徒たちの目の保養となった。

　が、仮装どころか、これではもう完全にコスプレである。

　しかしもっとも、男子たちは執事服や和服、新撰組の衣装などといった比較的まともな服装だった。オレがそのことを思い出している中、

「ふふ」

　何な故ぜか先ほどの片かた霧ぎりさんのように妖あやしく笑う南みなみ。

「……おい、お前オレになにか隠してないか？」

　怪け訝げんに感じて訊たずねると、なにを思ったのか、南は自身の量感たっぷりの乳房を両手で持ち上げてそれを色っぽく揺らし、どこかわざとらしく言う。

「ああん、やっぱりバレちゃうのね。隠しても隠し切れず、あたしの胸の内から溢あふれ出る忍しのぶちゃんへの気持ちが……！」

「胸の内から溢れ出る？　なんだ、母乳でも出るのか、お前」

「えっと、そういう意味じゃないんだけど……せっかくだから、試してみる？」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、南はさらに胸を揺する。

「ほら、忍ちゃんだったらいいよ。触ってみて。きっと気持ちいいよ。赤ちゃんみたいにちゅうちゅうする？」

　南が両手を動かすたび、大きな乳房がたわみ、ぷるんと暴れるように揺れ動き、そしていやらしく身み悶もだえる。そのなんとも悩ましい動きに心奪われそうになりつつも、オレは誘惑には屈せず、少しばかり声を低くして警告した。

「南、本当のことを言え。なにを企たくらんでいる？　変な衣装を持ってきたら怒るぞ？」

「それじゃあこれで許してね」

　ウインクと共に、スカートの裾すそをチラリとたくし上げる南。

　目に飛び込んでくるのは眩まぶしい美脚のライン、柔らかそうな白い太ふと股もも、見えそうで見えないスカートの奥に隠された神秘。

　……揺れる胸を見ていたせいで理性にヒビが入っていたのか、ついついオレがそのチラリズムに翻ほん弄ろうされていたところ、

「ふふ、競技の参加者は忍ちゃんということで申請しておくからね」

　笑顔と共に身を翻し、南は逃げるように走り去って行った。

　……ひょっとしたら、オレはとんでもないことを引き受けてしまったのかも知れない。

　どうにもイヤな予感を覚えていると、不意に教室の扉が開き、きょろきょろしながらマキナが顔を出した。彼女はオレのことを待っていたのか、こちらに気づくと小さく微笑む。

「忍しのぶ、もう進路指導は終わったの？」

「ああ、問題なくな。それと嬉うれしいことに、帰り際に柊ひいらぎ先生が投げキスをしてくれたんだ。ちょっと可愛かわいかったから、マキナもやってみてくれ。もちろん頬ほおにキスでも構わないぞ」

　いつもの乗り突っ込みを期待し、オレはからかい半分で振ってみた。

　だが、マキナはこちらの肩にたおやかな手を載せ、予想に反して投げキスではなく、

「ん……ちゅ……」

　と、薄紅色の艶つややかな唇を、そっとオレの頬に押しつけてくる。

「……は？　え？　お前なにやってるの？」

「し、忍がやれって言ったんでしょう！　それにお姉さまだってたまにしているんだからいいじゃない！　そ、それよりも、ほら、そろそろ練習に行きましょうよ！」

　オレが呆ぼう然ぜんとする中、マキナは誤ご魔ま化かすように早口で話題を変え、こちらの手を取った。

　……ちなみにマキナの言う練習とは、おそらく二人三脚のことなんだと思う。

　体育祭でオレは二人三脚に出場する予定なのだが、そのペアの相手がマキナなのだ。

　彼女はクラスの連中に触発されたのか、大変にやる気満々であり、そんなマキナに引きずられるようにして、オレはグラウンドへと向かった……。



　更衣室で体操着に着替えたのち、グラウンドでマキナと一緒に二人三脚の練習をはじめたのだけど……いまオレはマキナに覆おおい被さり、彼女の胸に顔を突っ込んでいた。完全に身体が密着しており、マキナの体温がダイレクトに伝わってくる中、

「んんっ、やぁあ……」

　妙に悩ましい声をもらし、マキナは吐息混じりに言う。

「忍……まだ、動いちゃだめぇ……ちょっと、い、痛いから……んぁっ……！」

　瞬間、オレは謝罪と共にすぐさま動きを止める。きっと焦ってしまったのが悪かったのだろう。起き上がろうとしたときに、彼女の髪の毛を引っ張ってしまったようだ。

　……しかし、息が合わないにも程があるな。

　互いの足首をハチマキで結び、二人三脚の練習をはじめたものの、まったくタイミングが合わず、転倒を繰り返し、挙げ句の果てにである。転びそうになった際、受け身を取ったマキナに引っ張られてバランスを崩し、こちらは彼女の胸にダイブしてしまったわけだ。

　温かでまろやかな胸の感触にドキドキしつつ、オレはマキナと一緒になんとか立ちあがる。そして自分のことは棚上げし、彼女にアドバイスをひとつ。

「いいかマキナ、二人三脚でははじめの一歩が重要となる。まず左だ。左から行くぞ。左を制する者は世界を制する。肘ひじを脇わきから離さない心構えでやや内角を狙ねらい、抉えぐり込むようにして？」

「打つべし！　打つべし──って、これはボクシングじゃない！」

　鋭い左ジャブを放ったあとにいつもの突っ込みを添え、マキナは不満そうに言う。

「……あたしが思うに、忍しのぶがたまに変な動きをするのがいけないんじゃないの？　なんであたしから距離を取ろうとするのよ？　もっとくっついてよ」

　いや、そんなことをしたら、お前の豊かな双胸が当たってしまうではないか。そいつはこちらの身体で柔らかく形を変える上に、走るたびにたぷんたぷんと暴れ回るんだ。高鳴る鼓動の音がバレたら恥ずかしいだろ。

　と、胸中で乙女のように渋っていたところ、何な故ぜかマキナは目に涙を溜ためた。

「な、なんでいやがるのよぉ！　ほら、もう肩じゃなくて腰！　腰に手を回して！　しっかり掴つかんで！」

「りょ、了解」

　涙声でお願いされ、こちらは条件反射で動いた。ぐるんと勢いよく腕を回し、やや力を込めて腰を掴む──つもりだったのだけど、

「ぁあんっ！」

　慌てていたせいか、オレはマキナのお尻しりを片手で思いっ切り鷲わし掴づかみにしていた。

　むっちりとしたお尻は弾力感に溢あふれ、手触りは抜群である。思わずその感触に我を忘れそうになっていたところ、マキナは頬ほおを赤く染め、弱々しく抗議してきた。

「……なんでお尻を掴むの？　気持ちよくて、集中できないじゃない……」

「き、気持ちいいのか、そうか。胸とお尻とだったら、マキナはどっちの方が気持ちいいんだろう？」

「え？　それは胸の方だけど──じゃないわよ！　なんてことを言わせるの!?　忍のエッチ！　バカ！　言っておくけど、すごく恥ずかしかったんだからね！」

「す、すまん！　いまのはオレが悪かった！　どうかしてたんだよ！」

　洒落しやれにならんことに、うっかりモノローグが口を衝ついて出ていた。

　真っ赤になって詰め寄ってくるマキナに、オレは後ずさりながら謝っていたものの、動揺激しく、なにかに足を取られてそのまま仰あお向むけに転倒。間髪を容いれずこちらに引っ張られるようにしてマキナもバランスを崩し、今度は彼女がオレに覆おおい被さってきた。

　……どこか気まずい沈黙の中、マキナは眉まゆを寄せてオレを見下ろし、なにをするつもりなのか、整った顔立ちをゆっくりと近づけてくる。

　その際、オレの胸板に触れるか触れないかの位置で、彼女の豊満な乳房がたゆんと揺れ動き、深い胸の谷間がさらされる。ついついその胸元に視線が行きそうになるが、オレは自身の頬が引き攣つるのを感じながら、マキナの琥こ珀はく色の瞳ひとみを見つめ返す。

「あの、優しくしてね──なんてここで言ったら、やっぱり怒る？」

　冗談混じりのその問いに、マキナはこちらの身体に自身の豊かな両胸を惜しげもなく載せ……オレの首筋を軽く噛かんで応じた。

　柔らかな唇の感触。たっぷりとした弾力ある両の胸。噛かまれても特に痛みはなく、マキナ自身の甘い匂においもあり、かなりときめきつつも、オレは冗談で悲鳴をあげる。

「うわぁああ！　ＢＡＤマキにゃんが現れた！　ＢＡＤなずにゃんの進化系だ！」

「ＳＯ・ＢＡＤ──って、誰だれがＢＡＤマキにゃんよ！　そうやっていつもいつもあたしをからかっていじって遊んで楽しんでいるんでしょう！　少しは反省しなさい！」

　日ひ頃ごろの恨みのためか、それともじゃれているだけなのか、どこか嬉うれしそうにマキナは再び噛みつき攻撃。さらにそれだけではなく、甘あま噛がみやキスも繰り出してくる。

「はむ……ちゅっ……ふふ、忍しのぶ、いじめられる気分はどう？　ちゃんと反省した？」

「いや、全然まったくこれっぽっちも」

「もう、だめじゃない。そんなことを言うのなら、まだやめないからね」

　オレの強がりに気づいているのかいないのか、マキナは頬ほおを緩めて甘噛みを再開させ、あろうことか、

「ん……ちゅる……ちゅく……」

　ピンクの舌先でこちらの首を舐なめはじめた。

　滑らかな舌はソフトクリームでも舐めるように何度も首筋を行き来し、マキナが動くたびに、柔らかな彼女の胸がたぷたぷと身体に当たる。さすがにこの甘い攻撃には耐え切れず、もちろんオレは逃げようとした。

　けれどそのとき、こちらの胸板でマキナの乳房の先端を擦こするような形になってしまい、

「やぁん……はぁん……こらぁ……忍は動いたら……だめ……うぅん……いまは、あたしがするの……じっとしてて……」

　結局、とろけるようなその声によって、オレは完全に身動きを封じられ、なすがままとなり、理性が限界を迎えはじめた頃……ようやく満足してくれたのだろう。マキナはオレを解放し、足首に結び付けていたハチマキを解く。

「忍、ちょっと休憩しましょう」

「……それは賛成だけど、オレ、お前をからかうのもうやめるよ」

「ええ!?　な、なんで？　そんなの……いやよ……」

　少しは反省しなさいとか言っていたのに、どうしてか涙目になるマキナ。

　……なんとも難しい年とし頃ごろだな。しかしまあ、いくら人ひと気けがないとはいえ、マキナがここまでやるとは思わなかった。ＢＡＤマキにゃん恐るべしだ。

　なんてことを考えている中、ふと、グラウンドにいたクラスの女子たちがオレたちに近づいてくるのが目に入った。みんなは一様にいい笑顔であり……なにやら胸騒ぎがする。

　少し警戒しながら連中の動向を窺うかがっていると、みんなを代表するように片かた霧ぎりさんと南みなみが一歩前に出た。そして片霧さんは心なしか弾んだ声で話しかけてくる。

「南なん条じよう君、さっき生徒会室に行って、体育祭でうちのクラスの誰がどの競技に参加するのかをまとめた書類を提出して、ソッコーで受理させてきたわ」

「……ずいぶんと硬い言い回しな上に、これまたずいぶんと仕事の早いことだな」

　しかしその真意はなんだ？　警戒を強めつつ片かた霧ぎりさんの目を見つめ返していたところ、彼女の言葉を引き継ぐように、南みなみが悪戯いたずらっぽく笑って続けた。

「これで忍しのぶちゃんが借り物仮装リレーに出ることが完全に決まったわけだよ」

「まあ、それは別に構わないが、お前らはオレになにを着せるつもりなんだ？」

　念のため確認してみると、女子たちは眩まぶしい笑みを浮かべ、仲良く声を揃そろえた。



『──メイド服！』



　……いまの言葉が聞き間違いではないのなら、オレがするべきことはただひとつだ。

「ぐうぐう」

「はい、そこの南なん条じよう君、立ったまま寝たふりなんかしない」

　相変わらずのクールさで、現実逃避さえ許してくれない片霧さん。

　オレは遺憾の意を込め、マキナの肩に手を載せてお願いをひとつ。

「マキナ、メイド服を着て女装するぐらいなら、タイツを穿はいて白鳥の湖を踊った方がマシだ。みんなを傷つけないように、お前からみんなに『いや』と伝えてくれ」

「いや」

「……うん、オレにじゃなくてね、みんなに伝えて欲しかったんだけどな」

　愛らしい笑顔でなんて憎らしいことをするんでしょうか、この娘こは。

　嘆息しつつも咳せき払ばらいを挟んで視線を戻し、オレは強い口調でみんなに告げる。

「この際だからお前らにもはっきりと言っておく。女装は二度としないと、オレは心に決めているんだ。すまんが諦あきらめてくれ」

　と、オレがきっぱりとそう告げた途端、

「えー、南条君、文化祭のときすごく綺き麗れいだったじゃない。勿もつ体たい無ないよ」「もう一度南条くんの女装姿が見たいのに！」「……南条君の女装が見られるのなら、ボクはもう死んでもいいよ」「あ、あれ？　いまなんか男子が交ざっていたような……」

　といった具合に、みんなは口々に不満の声をあげる。

　実を言うと少しばかり心苦しかったのだが、以前文化祭で南を筆頭にクラスの女子たちに無む理り矢や理り女装を施され、とても切ない気分を味わった。あれはある意味トラウマだ。

　そんなわけで、オレは素知らぬ振りで両耳を塞ふさいでそっぽを向く。

　すると、片霧さんが咎とがめるような目で軽くオレを睨にらんできた。

「ちょっとは空気を読んでよ南条君。そういうのＫＹって言うんじゃないかしら？」

「……空気は吸うもんだよ？」

　動じずにオレがそう返したところ、南みなみがため息混じりに肩を落とした。

「忍しのぶちゃんの決意は固いんだね」

「鋼のようにな」

「う～ん、でも忍ちゃん、もし可愛かわいい女の子たちにもみくちゃにされながら『お願い』って甘えられたら……どうする？」

「そのときは考えてみてもいい」

　もっとも、そんな状況に陥ることは有り得ないだろう。そう思ってオレが高を括くくっていると、片かた霧ぎりさんが女子たちに視線を移して顎あごをしゃくり、

「ショータイム」

　パチンと指を鳴らし命令をひとつ。

　瞬間、クラスの女子たちはオレの隣にいたマキナをあっという間に押しのけ、南も含め我先にとこちらに抱きつき、口々に『お願い』と甘い声をもらしはじめた。

　前後左右、四方八方、三百六十度から迫る柔らかで温かな肢体、とろけるような甘美な香り、色っぽいおねだりの声。

　……一体いくつの胸や太ふと股ももが身体に押しつけられているのだろう？　内心かなり緊張しながらも、オレは敢あえて余裕の笑みを浮かべてみせた。

「ふふ、やめなよレディー。ヘアースタイルが乱れてしまうよ。こら、耳も触らない。ん？　誰だれだいお尻しりを触るのは？　んん？　どこを触るつもりなのかな──って、ちょっと待て！　服はやめろ！　あ、いや！　やめて！　誰か警察を呼んでちょうだい！」

　これは笑っている場合ではない。このままでは瞬く間に身ぐるみを剥はがれそうだ。女子たちに押し倒され、オレが必死で抵抗する中、

「ストップ」

　片霧さんは再び指を鳴らしてみんなの動きを制した。続いて彼女はＳっぽく輝く瞳ひとみをオレに向け、どこか楽しそうに言う。

「南なん条じよう君、ちょっと可哀かわい想そうだから、衣装の選択肢を増やしてあげるわ。一、メイド服。二、女子の制服。三、チャイナドレス。どれを選ぶ？」

「……メイド服は無理だ。制服も勘弁してくれ。チャイナドレスは死んでもお断り。要するに、全部イヤってこと」

　あくまでもオレが拒絶を貫くと、片霧さんはやれやれと肩をすくめた。

「みんな、南条君はまだ懲りていないみたいよ。私も交ざるから、たっぷりその身体に教えてあげましょう。逆らうとどうなるのかをね」

　片霧さんの提案を受け、何な故ぜか女子たちは一様に口元を緩め、再びオレをもみくちゃにする。そこでオレは助けを求めるようとマキナに目を向けたのだが、どうやらあいつはみんなの輪の中に入れなかったらしく、半泣きで「忍のところに行けないじゃない！」とか言っていた。

　つまり、助けは来ないわけだ。

　……この様子だと、みんなの前で生まれたままの姿にさせられるやも知れん。女の子って案外怖い。おそらく本気で抵抗すれば逃げられるのだろうが、こんな風にクラスメイトたちから頼み事をされることは滅めつ多たにない。

　まあ、頼りにされているというよりは、玩具おもちやにされているといった感じではある。

　けれどお願いされ続けているうちに、みんなの期待を裏切ることもできなくなり……結局、オレは渋々ながらも女装を了承した。

　が、やはり後悔が大きい。不運にも程がある。嬉うれしそうに談笑する女子たちを尻しり目めに、ひとりでぽつんと膝ひざを抱えていたところ、不意に優しく肩を叩たたかれた。

　……いつから見ていたのだろう。振り返ると、そこには目元涼しげな無駄に整った顔立ちの男の姿があった。我がクラスの変態であり、オレの友人の浅あさ田だ耕こう太たである。

　その浅田はオレの肩に手を載せたまま、やんわりと慰めるように言う。

「南なん条じよう、辛つらいとは思うが、もう諦あきらめろ。女子たちは数週間も前からずっとお前に女装をさせる腹積もりだったんだよ。なんせ衣装さえできている。これ以上はなにをやっても無駄だ。この際だから、女装を楽しんだらどうだ？」

　笑顔でそう助言し、浅田は「それに」と親指を立てる。

「お前の女装写真は高く売れるんだ。また稼がせてくれ」

「な、なんだと!?　そうか、オレの女装写真を流出させたのはお前だったんだな！」

「ええ！　そうよ！　アタイよ！　なにか文句でもあるの！　あるのなら好きにしなさいよ！　アタイ脱ぐわよ！　本気なんだからね！」

　……うわぁ、気持ち悪い。すっかり怒りも萎なえてしまった。

　まあ変態もそれが狙ねらいだったのだろう。「すまん。クラスの女子たちに脅されて仕方なかったんだ」と頭を下げたのち、浅田は明るく話を戻す。

「南条、仮装リレーには俺おれも出るからさあ、一緒に頑張ろうぜ」

「ああ、そうだな。当日オレは風邪を引いて休むかも知れんがな」

「なに情けないことを言ってんだよ南条。俺なんて風邪引いたことが殆ほとんど無いんだぜ？　なんせウイルスのやつも俺を一目見て諦めるからな。こりゃあ時間の無駄だわ──って」

「……お前、女の子にも似たようなことを言われてないか？」

「よくご存じで……」

　なんて会話を楽しんでいる中、片かた霧ぎりさんが浅田に目を向け、思い出したように言った。

「あ、そうだ浅田君。南条君といちゃいちゃしているところ悪いけど、浅田君も仮装リレーには女装で出てもらうから」

「……え？　ええ!?　寝耳にカレー!?」

「そいつはまたずいぶんと新しい拷問のスタイルだな」

　半ば呆あきれて突っ込みを入れ、オレは皮肉混じりに浅あさ田だの肩に手を載せる。

「この際だから浅田、お前も女装を楽しんだらどうだ？」

「クッ！　悔しいが南なん条じようの言う通りだな。ああわかったよ！　みんなのために俺おれは一肌脱ぐぜ！　ほかのも脱いじゃうぜ！　でも靴下だけは、脱がないぜ」

　……こんな風にオレも開き直れたらいいんだろうが、さすがに無理だな。オレはオレだ。決して変態ピエロにはならない。

　というわけでオレは人知れずため息をこぼし、携帯電話を取りに更衣室まで戻り、それから電話でルナに慰めてもらうことにした……。



　●　　●　　●



　日中は学校の授業と体育祭の練習に精を出し、夜は霊符の稽けい古こに励み、空いた時間に身体を鍛え──と、忙しい日々の中で迎えたとある休日。オレは自室のベッドに仰あお向むけに寝転がり、ぼんやりと天井を眺めていた。

　昨夜はルナと一緒に求人雑誌やインターネットを駆使。夜中まで彼女のアルバイトを探していたため、今日は寝不足なのだ。

　もっとも、まるで娘を心配する父親の如ごとく、オレがアルバイト選びに慎重となっていたせいで、結局バイトはまだ決まっていない。

　……こうなったら、浅田あたりにでもバイトを紹介してもらおう。顔の広いあいつのことだ。きっといいバイトを知っているに違いない。

　欠伸あくび混じりに変態の顔を思い出し、このまま寝ようと考えている中、軽く扉がノックされ、ひょこっとルナが顔を出した。

　彼女はベッドに寝転がるオレを認めると、小さく微笑ほほえんで訊たずねてくる。

「もしかして、お昼寝ですか？」

「おう、ご覧の通りだ。お前も昨夜は遅かっただろ。たまには昼寝でもしたらどうだ？」

　そう柔らかく勧めてみたところ、何な故ぜかルナは頬ほおを上気させて近づいて来た。

「あの、忍しのぶさん、ちょっとわがままを言ってもいいでしょうか？」

「……そのボディ以上にわがままを言おうというのか？」

「そ、そうです！　愛のままにわがままにです！」

　……なんか、オレの悪い影響がルナに出てしまっているような気がする。

　オレは数瞬だけ反省。そのあと視線を戻すと、ルナがおずおずと口を開いた。

「それでその、私も忍さんと一緒にお昼寝してもいいですか？」

「ああ、もちろんだ。おいで」

　──って、格かつ好こつけてなに言ってんだオレは。

　今更ながら失言に気づいたものの、さすがに手遅れだ。ルナは笑顔を弾ませ、控え目にベッドに上がってくる。こいつはまずい。オレはさり気なく上体を起こした。

「ん？　忍しのぶさんどこに行くんですか？」

「……ちょっとお花を摘みに行って来ます。ルナはいい子で待っていてください」

「はい、わかりました」

　にこやかに頷うなずき、ふとなにかを思いついたのか、ルナは「そうです」と手を叩たたいた。

「一緒にお昼寝するとき、エルニちゃんはよく私の胸を枕まくらにするんですけど、よかったら忍さんもどうですか？」

「やったね──もとい。ルナの胸は大きいから、その中で溺おぼれて窒息しそうだからいい」

　というか、おっぱい枕なんてされたら、オレの理性が見事に吹き飛びそうだ。なにやらルナは頬ほおを赤らめ、

「し、忍さん！　私はそんな強く挟みませんよ！　ちゃんと優しくします！」

　などと妙な妄想をかきたてるようなことを言って抗議していたが、オレはひらひらと片手を振って応じ、いそいそと自室を出ながら頭を悩ませる。

　これはどうやって誤ご魔ま化かそう。いま家には母さんがいるだけだし、一緒に寝たりなんかしたら、オレがルナに変なことをしそうで不安だ。都合よく客でも来ないかな……。

　なんて甘いことを考えている中、ピンポーンと玄関のインターホンが鳴った。

　おお、誰だれかは知らんがありがたい。まさに天の助けだ。オレはすぐさま玄関に向かい、笑顔で扉を開けた……そのとき、

「──手を上げろ！」

　と、突然拳けん銃じゆうを突きつけられた。

　瞬間、背筋を凍らせつつも、オレは条件反射でそれを蹴けり飛ばし、間髪を容いれず追撃を放とうとしたが……見知った顔々を視界に捉とらえ、慌てて動きを止める。

　玄関の前には珍しくラフな私服姿のかおるん。同じく私服姿の聖ひじりと、手に大きめのバッグを持った南みなみの姿があった。聖とかおるんはともかく、この組み合わせは珍しい。

　少し意外に感じていると、先ほどオレに拳銃を突きつけた張本人、かおるんが戸惑った様子で目を瞬かせた。

「あの、拳銃を突きつけられたら、大概の人は硬直しますよ？　なんだか、忍様は微妙に手慣れていませんか？」

「実はオレの父さん、スティーヴン・セガ○ルなんだ。父さんに巻き込まれているうちに、自然とこんなことにも慣れてしまったわけさ」

「……忍様、わかりやすいホラを吹いているところ申し訳ないのですが、拳銃はもう一丁ありますよ？」

　妖あやしく笑って背中に手を回し、かおるんは再びオレに拳けん銃じゆうを突きつけてくる。

「手を上げろ！　命いのち乞ごいをしろ！　そして服を脱げ！」

「……むしろお前が脱いだらどうだ？」

　そう返すと、何な故ぜかそれに南みなみが反応。彼女は頬ほおを赤らめて自身の服に手を伸ばした。

「もう、忍しのぶちゃんったら、エッチなんだから」

「いやいや、間違いなくお前の方がエロいだろ」

　わりとマジに突っ込みを入れつつ、頬を膨らませる南、そして拳銃を構えたままのかおるんはこの際スルー。ふたりから視線を移し、オレは聖ひじりに用件を訊たずねる。

「で？　三人揃そろってどうした？　マキナとなずななら、エルニの散歩──じゃなくて。エルニと仲良く散歩に行ったぞ？」

「……そうなのか。それは残念だけど、今日は忍くんに会いに来たんだ」

　聖が笑顔で答えると、南も同調するように頷うなずいてみせた。

「実は五ご行ぎようさんと一緒に忍ちゃんで──コホン。忍ちゃんと遊ぼうと思って来たんだよ」

　なにやら妙な言い回しをする南。少し気になったが、とりあえずオレは聖と南を家の中へと促す。そして、未いまだに拳銃を手に持っているかおるんに苦笑を浮かべて声をかけた。

「なあ、お前いつまでそうしているつもりなんだ？　なんかバカみたいだぞ？」

「……いま、忍様はわたくしを怒らせました」

　腹を立てたのか、かおるんは唇を尖らせ、止める間もなく引き金を引いてしまった。

　途端、さすがにオレは肝を潰つぶしたものの、銃口から飛び出たのはブルーの炎。

　どうやら拳銃型のライターだったようだ。オレがほっと胸を撫なで下ろす中、かおるんは悪戯いたずらっぽく笑い、人の顎あご先を軽く撫でる。

「もしかしたら、忍様のハートにも火をつけてしまったかも知れませんね。せっかくですから、そのお詫わびにエッチなご奉仕をしてあげましょうか？」

「おい、変なことを言うな。早く中に入ってくれ。檻おりに──いや、リビングに案内する」

　……しかしこの変態メイド、おかしなことはしないだろうな？

　ちょっと心配になりつつも、オレは聖と南と変態メイドと一緒にリビングに移動。楽しそうに談笑する聖と南の様子を横目で眺め、そっと口元を緩めた。

　少し前の話になるが、臨海学校の際、ちょっとした事件があり、南は聖が退魔士であることを知ってしまい、一時期彼女は聖のことを怖がっていた。

　……けれど、いまはもう大丈夫みたいだな。

　と、心を和ませている中、かおるんがきょろきょろとあたりを見渡して首を傾かしげた。

「忍様、ひょっとして、ルナ様もマキナたちと一緒にお出掛けになられたのですか？　お姿が見えませんが……」

「ああ、ルナならオレの部屋にいるよ。今いま頃ごろ昼寝でもしているんじゃないか？」

　そう返すとなにを思ったのか、かおるんはムッと眉まゆを寄せる。

「……ルナ様のことです。きっと忍しのぶ様のベッドの匂においを嗅かぎながらいけないことをしているに違いありません。ちょっと注意をしてきます」

「そんなこと言って、ほんとはルナに会いたいだけなんだろう？」

「ちちち違います！　そうではありません！　変な勘違いはしないでください！」

　きっと図星だったに違いない。かおるんは頬ほおを真っ赤に染め、慌ててリビングを出て行く。おそらくルナに会いに行くつもりなのだろう。

　……ふむ、どうせなら、ルナにも聖ひじりたちが来ていることを伝えておくかな。

　そんなわけで、聖と南みなみに断わったのち、オレはかおるんの後を追って自室に向かう。

　と、かおるんがオレの部屋の前に立ち、どこか神妙な顔をして口を開いた。

「──かおるん、介入を開始する。俺おれがガ○ダムだ」

「いやいや、どう見てもただの変態だ」

「……忍様、後ろに『メイド』を付けるのを忘れていますよ？」

「お前いまメイド服着てないじゃないか」

「脳内補完でお願いします」

　無む茶ちやを言いやがる。オレは肩をすくめて無理だと応こたえたのだが、かおるんはあまり気にした様子もなく部屋の扉を開け、そっと足音を忍ばせて中に入る。

　オレもそれに続き、何気なく視線を向けると、ベッド付近の床には綺き麗れいに折り畳まれたルナのブラウスとスカート。その間に白のブラジャーが挟まっているのがチラリと見え、オレは慌てて目を逸そらした。

　ちなみに肝心のルナはというと、オレを待っている間に着替えたのだろう。オレのＴシャツを身につけ、ベッドの上で穏やかな寝息を立てて眠っている。

　……別にＴシャツぐらいだったらいくらでも貸すけど、なんて格かつ好こうをしているんだよ。

　スカートを脱いでしまっているため、長く伸びた美脚が惜しげもなくさらされており、白い太ふと股ももが非常に色っぽい。寝顔自体は無邪気なものだが、その身体からは溢あふれんばかりの色香が漂っていた。

　……一緒に寝ていたらやばかったな。

　と、多少の危機感を覚えていたところ、かおるんがルナに近づき小声で話しかけた。

「ルナ様、ご近所でも評判のエンジェルメイドかおるんです。一緒に遊びませんか？」

「……うぅん……忍さぁん……」

　どんな夢を見ているのか、かおるんを無視して甘い吐息をもらすルナ。一方、かおるんは小さく頬を膨らませて声をあげた。

「むぅ！　せっかく遊びに来ましたのに！　このわたくしを冷めた仕草で熱く見るなんてあんまりです！」

「うん、寝ている人にそんな目はできないと思うよ？」

　そう指摘してはみたものの、相変わらずかおるんは気にしていないのか、頬ほおを膨らませたままルナと同じように横向けに寝転がり、後ろから彼女の両りよう脇わきに手を差し込んだ。

　……あいつはなにがしたいんだ？

　オレが首を傾かしげて様子を窺うかがっている中、かおるんはルナの肩に顎あごを載せ、妖よう艶えんな微笑ほほえみと共に、ルナの大きな乳房を鷲わし掴づかみにした。途端、

「んんぅ」

　かおるんの手により、ボリュームたっぷりの両胸が心持ち形を変え、薄く開かれたルナの唇から熱い吐息がもれ出る。

　さらにかおるんが指に力を込めると、その指先はルナの柔肉にゆっくりと沈み込んでいく。そんな中、かおるんは大きく円を描くように胸を揉もみしだきはじめ、その動きに合わせ、乳房が自在に形を変えた。

「や……あ、ぁああん……んぅ……」

　意外に寝起きが悪いルナはまだ起きないようだ。かおるんにされるがままに胸を揉まれ続け、しばらくするとその両胸の中心部がツンと尖とがりはじめる。

「ふふ、ルナ様はブラジャーを着けていないみたいですね。まったく、男性だけでは飽き足らず、同性まで惑わすいけない胸です」

　くすりと笑い、かおるんが指を使って胸の先端を優しくぐりぐりと回すと、ルナは声のボリュームを上げ、そのまま悩ましく身み悶もだえた。

「んぁあっ……ああ……はぁああぁん……」

　白く細い首をのけぞらせ、ルナが眉まゆを切なく八の字にする中、かおるんは微笑みながら胸の頂をつんつんと突っつき、再びこねくり、親指と人差し指でつまみあげる。

「あぁ、やぁあ、はぁん、ぅんっ」

　ルナの反応を受け、かおるんは心なしか頬を上気させ、胸の先端をつまんだ指に軽く力を入れた。そして彼女が胸の頂を左右にくにくにといじり、軽く捻ひねりあげた瞬間、

「っあぁああっ……んぅっ！」

　ルナは艶あでやかな声をあげて身体を硬直させた後、背筋を大きく反らして微かすかに痙けい攣れんする。

　と、そこで、かおるんは満足そうに頷うなずいてみせた。

「どうやらルナ様は胸が敏感みたいですね。触り心地もすごくいいです。起きるまでずっと触っていましょう」

　こらこら、さすがにそれはまずいだろう。というか、うっかりオレも凝視してしまい、完全に止めるのを忘れていた。だからそろそろ注意をしようと思ったところで、

「あぁ……忍しのぶさん……嬉うれしいです……」

　こちらよりも早くルナが動いた。彼女は身体を起こしてかおるんに覆おおい被さり、寝ね惚ぼけているのか、そのまま彼女の首筋や耳や頬ほおにキス。かおるんが戸惑う中、ルナは彼女の形の良い唇に、そっと自身の薄桃色の唇を押しつけた。

「んんっ!?　んん！　んぅん……あぁん……って、ルナ様！　やめてください！　相手を間違えていませんか！　わたくしですよ！」

「……忍しのぶさんが、エッチなことをするのがいけないんですよ？　あんなことをされたら、私だって……もう我慢できないです……」

「聞いていらっしゃらない!?」

　オレは後ろにいるというのに、ルナは見事な桃もも尻じりをこちらに向け、白のパンツを見せ、その豊かなお尻を蟲こ惑わく的に揺すり、再びかおるんにキスの嵐あらし。

「ダ、ダメです！　困ります！　忍様、見ていないで助けてください！　お願いします！」

「──あばよ。あの世で後悔するんだな」

「血も涙もない!?」

　いや、自業自得だ。少しは反省した方がいいと思う。

　というわけでオレはかおるんを放置。回れ右をして自室を出ると、天然エロスお姉さんになにをされているのか、今度はかおるんの甘い嬌きよう声せいが背中に聞こえてきた。

　……すまん、かおるん。お前のことは忘れるまで忘れない。少なくとも晩飯前までは覚えておく。オレは一度振り返ってビシッと敬礼。そのあと聖ひじりと南みなみの待つリビングへと戻る。

　と、オレを認めて南は小さく微笑ほほえみ、聖の方は柔らかく訊たずねてきた。

「忍くん、薫かおるさんとルナさんはどうしたんだ？」

「あのふたりなら寝てる。色んな意味で。下手に関わらない方が身のためだ」

「よ、よくわからないけど、なんだか怖いから、忍くんの言う通りにする……」

　曖あい昧まいな笑顔で聖は頷うなずき、オレはソファーに腰を下ろして明るく口を開いた。

「さて、せっかく家に来てもらったんだし、なにかして遊ぶか？」

　そう切り出すと、やりたいことでもあるのか、南はすっと手をあげ、持参してきたバッグからなにかを取り出す。

　なんだろう？　気になって視線をやったところ、バッグの中から顔を出したのは、フリルのついた可愛かわいらしいメイド服。

　……こいつは一体どんな遊びをするつもりだ？

　半ばイヤな予感を確信しつつも、オレは敢あえてすっとぼけてみる。

「なんだ南、メイドさんごっこでもするのか？　そういえば子供の頃ころ、お前となずなにはよくママゴトに付き合わされたな。よし、オレがご主人様役をやるから、お前か聖かのどちらかがメイドさん役になってくれ」

「あっ、その役あたしがやりたいな！　忍ちゃんの専属メイドさんとして、南なん条じよう家に永久就職したいよ」

　早口で誤ご魔ま化かそうとしたオレに、眩まぶしい笑顔で応じる南みなみ。対して聖ひじりは苦笑を浮かべ、控え目に南をたしなめた。

「あの、南さん？　そのメイド服は忍しのぶくんの衣装だぞ？　さすがにサイズが合わないと思うんだけど……」

「そ、そっか。そういえばそうだったね。オママゴトが懐かしくて、つい乗せられそうになっちゃった」

　照れたように笑い、南はぐいっとメイド服をオレに突きつけてくる。

「それじゃあ忍ちゃん、いまからお着替えをしましょうね」

「はあ？　なに考えてんの、お前？」

「……エ、エッチなことは、全然考えてないよ？」

　いやいや、少しはこっちの皮肉も理解してくれ。ほんのりと頬ほおを赤く染める南。彼女から視線を移し、オレは聖に助けを求めてみた。

「ひじりん、自宅でまで女装をするなんていやだ。あの巨乳のエロい娘こを止めてくれ」

「えっと、私のあだ名はちょっと可愛かわいいけど、南さんに失礼なことを言ったらダメだ」

　聖なら助けてくれるかと思ったのだが、逆に優しく諭されてしまうオレ。

「本当ならあのメイド服、サイズ合わせのために、学校で忍くんに着せるはずだったんだぞ？　でもそうなったら忍くん、またみんなに玩具おもちやにされちゃうだろう？　そうさせないようにと、南さんは忍くんの家まで来てくれたんだからな？」

「……なんだ、そうだったのか」

　つまり、オレは南の心遣いにも気づかず、さっきは『巨乳のエロい娘』だなんて口走ったわけだ。これは申し訳ないことをしてしまった。オレは深々と頭を下げる。

「南、変なことを言ってすまなかった。それとありがとう。女装はいやだが、そういうことなら我慢するよ」

「うん、わかってくれて嬉うれしいよ忍ちゃん。あと五ご行ぎようさんもありがとう。なんだかんだ言ってもオランジェロさんは忍ちゃんに甘いから、きっと五行さんがいなかったら上う手まくいかなかったと思うよ。誘ってほんとに良かった……」

　やんわりと微笑ほほえむ南。その表情に心惹ひかれつつも、さすがにオレは覚悟を決めた。

　──つもりだったのだが、再び南がバッグに手を伸ばし、そこから取り出した物を見た瞬間、絶句と共に早くも前言を撤回したくなった。

　両目にしっかりと映るのは……黒のブラジャー。

「忍ちゃん、前回の女装の反省点は、ずばり胸の大きさだよ。今回は大きめのパットを入れて、素敵なナイスバディになろうね」

　おお、もしかしたら、これをきっかけにブラのホック外しが上手くなっちゃうかも知れないぞ。これでいざというときにも大丈夫だな。

　──などとプラス思考になれるはずもない。

　逃げるために一瞬で脳のう味み噌そをフル稼働させ、オレは携帯電話を取り出す。続いて間髪を容いれずにエア電話を繰り出した。

「──私だ。なに？　エルニが食い逃げをして捕まった!?　わかった！　すぐに行く！」

　と、オレは携帯電話を片手に直ちに退散を試みたものの、

「……忍しのぶくん、さすがにエルニも食い逃げなんてしないと思う。エルニに失礼だ」

　逃走は敢あえなく失敗。聖ひじりはオレの腕を掴つかみ、「それに」と柔らかく注意を続ける。

「ここで逃げても、いずれは学校で玩具おもちやにされた上に、ブラまでつける羽目になるんだぞ？　南みなみさんの気持ちを無駄にしたらダメだ」

「そうだよ！　これはあくまで善意だよ！　断わっておくけど、五ご行ぎようさんと一緒に忍ちゃんを独占できて嬉うれしいだなんて、ちっとも考えていないんだからね！」

「……え？　私と一緒に忍くんを独占できて嬉しい？　まさか、南さんの本当の目的は、それだったのか？」

「あ……えっと、その……」

　焦った様子で目を泳がせ、返答に窮していた南だったが、残念ながらすぐに開き直った。

「五行さん、あたし──昔のことはもう忘れたぜ！」

「じゃあ南、そのままついでに女装のことも忘れてくれ」

「それは無理だよ忍ちゃん」

　笑顔で却下。素早くこちらに近づき、南は止める間もなく人の服に手を掛けてきた。

「こ、こら、やめろ！　なにをするつもりだ！　人を呼ぶぞ！」

「フフ、呼んでも誰だれもこないと思うわよ。さあお着替えしようね。五行さんも手伝って」

「う、うん。忍くん、頑張って耐えて欲しい。ちゃんと痛くしないようにする」

「そうそう、天井のシミでも数えている間に終わるからね、忍ちゃん」

　南と聖はタッグを組み、一方はエロく、もう一方は優しくオレの服を脱がそうとする。

「やめて！　お願いだから離して！　もう自分で着替えるから……！」

「でも、忍ちゃんブラはつけられないでしょう？　だから大人しくそのセクシーな身体をあたしたちに委ゆだねてね。これ以上抵抗すると、エッチなことをしちゃうわよ？」

「恥ずかしいとは思うけど、お願いだから我慢してくれ忍くん。心配しなくても、痛かったらすぐにやめるぞ？」

「──ウソだ！　たとえ聖がやめても、やめないエロい巨乳の女の子がいるじゃないか！　もう誰でもいいから早く助けてくれ！」

　思いっ切り悲鳴をあげ、オレが聖たちと共に騒いでいたところ、突然リビングの扉が勢いよく開き、母さんが声を荒らげて中に入って来た。

「うるさいわよ！　なにをやっているの！　仕事中なんだから少しは静かにしなさ……」

　叱しかるような口調の母さんだったが、オレたちの姿を見た途端、言葉を止めて絶句する。

　まあそれも無理もない。傍はたから見たら、実の息子が美少女ふたりに襲われているようにしか見えないだろう。母さんは目をまん丸にして完全に硬直していた。

　が、それも数瞬。無言で携帯電話を取り出し、「旦だん那なに送ろう」と写メを撮り、

「ごゆっくり……」

　などと曖あい昧まいな笑顔を残して立ち去って行く母さん。一言も言葉を発さないオレたち。痛いほどの静寂の中、はじめに沈黙を破ったのは聖ひじりだった。

「う、うわぁあああ！　忍しのぶくんのお母さんに誤解された！　絶対エッチな女の子だって思われている！」

「ええ!?　いまの綺き麗れいな人、忍ちゃんのお姉さんじゃなくてお母さんだったの？　ど、どうしよう？　あたしもエッチな女の子だって思われちゃってるよ！」

　頬ほおを真っ赤に染め、目に涙を溜ためる聖と南みなみ。

　そんなふたりに、オレは優しく告げた。

「ふたりとも心配するな。大丈夫だ。誤解もなにもない。お前らはとてもエロい。隠していても、いずれ誰だれもがそれに気づくさ」

　オレとしては精一杯の仕返しのつもりだったんだけど、やっぱりやめときゃよかった。聖と南に涙目でキッと睨にらまれ、その後オレは地獄を見ることになる……。
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　太陽が妙に眩まぶしい。スカートのせいか、なんだかスースーする。ああ、夜ならまだ人通りも少なかったのに……。

　──あれから、聖と南にばっちりメイクを施され、メイド服の衣装合わせをさせられた上にだ。ついでにということで、南のバッグに入っていた予備の衣装、女子の制服に着替えさせられてしまった。

　結果、いつものタフガイは女子高校生へと華麗に大変身。さらに聖と南は、度胸をつけるためとか、羞しゆう恥ち心しんを消すためとか言い出し、オレを外に連れ出したのだ。

　もちろんオレはイヤだった。絶対に変な目で見られる。変態だと勘違いされる。

　と、そう思っていたものの、先ほどからすれ違う人々は、男も女も含め、こちらを認めるなり見惚れたように頬を赤らめていた。

　……きっと聖と南が綺麗だからだな。

　なんて現実逃避をしている中、南がオレに目を向け、そのまま声を弾ませる。

「こうしていると、なんだかデートみたいだね。五ご行ぎようさんとあたしとで両手に花だよ？　忍ちゃんも嬉うれしいでしょう？」

「ああ、嬉うれしくて涙が出ちゃいそう……」

　半ば皮肉混じりにそう返したところで、不意に聖ひじりが笑顔で動いた。なにを思ったのか、彼女は南みなみが持参してきたバッグの中から犬耳カチューシャを取り出し、迷わずそれをオレに装着。ほわんと頬ほおを緩める。

「……なにやってんだ、お前？」

「忍しのぶくんすごく可愛かわいい。わんわん」

　質問には応こたえず、夢見心地な様子でひとの頭を撫なではじめる聖。

　まあ、あどけない笑顔でなんて残酷なことをするんでしょうこの娘こは。

　悲しいことに注意もできなくなってしまったではないか。

　オレは小さく嘆息してハンカチを取り出し、額から滲にじみそうになるイヤな汗をそれで拭ぬぐいつつ、おずおずと南と聖に声をかける。

「なあ、そろそろ戻らないか？　もういいだろう？　こう見えてもオレ、意外と緊張してるんだよ。わからないとは思うけど……」

「えっと、忍ちゃん？　案外丸分かりだよ？」

「わんわん」

「……おい、ひとり人語を忘れているやつがいるぞ？　早いところ家で介抱してやった方がいいんじゃないか？」

　聖はうっとりと瞳ひとみをとろけさせており、未いまだに夢見心地な様子である。失礼だとは思いながらも彼女を指差し、オレは再度家に戻ることを提案した。

　しかし南は気にした様子もなく、笑顔でオレの腕に抱きついてくる。

「忍ちゃん、五ご行ぎようさんなら大丈夫だよ。せっかくなんだから、デートを楽しもう」

「わんわん──じゃなかった！　南さん！　腕を組むなんて、その、ずるいぞ。ちょっとくっつきすぎだと思う……」

「えー、ぎゅっとすると楽しいよ？　それにこれぐらいなら、お友達同士のスキンシップのうちだもん。忍ちゃんも怒らないでしょう？」

「……スキンシップ。そうか、友達ならあんなことをしてもいいのか……」

　南の影響を受けてしまったのか、聖は頬を赤く染める。それから南とは逆の腕を控え目に取り、こちらに弾力感ある豊かな膨らみを押しつけてきた。

　……女装さえしていなかったら、きっと嬉しかったんだろうな。

　だけどもうおうちに帰りたい。ある意味ホームシックだ。家で帰りを待ってくれているであろう、もしくはまだ寝ているかも知れないルナの笑顔を思い浮かべ、再び現実逃避をするオレ。

　そんな中、近くのコンビニに差し掛かった際、聖と南は飲み物を買うと店内へ。一方オレは外に残ると主張。ふたりの姿が完全に視界から消えたのち、この隙すきに逃走──しようと思ったところで、不意に幼い女の子の声があがった。

「お母さん、あのお姉ちゃん、わんわんだよ」

「ええ、そうね。わんわんね」

「わんわん。わんわん」

　なにを考えているのか、オレに向かって無邪気にも大きく手を振る女の子。

　無視するのも可哀かわい想そうな話だ。とりあえず逃走は一いつ旦たん中断。女の子に手を振り返して応こたえ、そのまま親子連れを見送っていると……最悪なことに、前方から知り合いがやって来た。

　ほんわかとした雰囲気を身に纏まとい、人形のように整った顔立ちの少女は桜さくら井い瑞みず希きちゃん。なずなの一番の友達で、あだ名はみーちゃんだ。

　そしてみーちゃんの隣に立つ女の子は瀬せ川がわ環たまき。みーちゃんの学校の先輩兼友達であり、女の子が大好きなファザコンだ。さらにオレに『性的な友達でいてくれ』と迫ってきた変な娘こでもある。

　ふたりはオレと視線がぶつかった途端、揃そろって小首を傾かしげた。続いてひとの顔を凝視しながらオレの周囲をぐるぐると回ったのち、みーちゃんが笑顔で手を叩たたく。

「もしかして、忍しのぶお兄さんですか？」

「いいえ、違います。あたしは南なん条じよう巴ともえ。忍の母です。見た目が若いから通用するんじゃないかと思って、今日は試しに制服を着てみたの。忍がいつもお世話になっています」

「あの、忍お兄さん？　どうして誤ご魔ま化かしたりするんですか？　確かに見た目は巴さんと似ていますけど、すごく綺き麗れいですけど、やっぱり雰囲気と声が違います」

「き、気のせいよ。忍にこんな立派な胸はないでしょう？　勘違いしないでちょうだい」

　オレを慕ってくれているみーちゃんに、もし女装が趣味だと誤解された上に軽けい蔑べつまでされたら、その時はもうルナの胸で泣く他ない。オレは必死で裏声を出してとぼけてみた。

　けれどみーちゃんは困ったように笑い、それまで黙っていた環も中学三年生にしては発育の良い胸を自信満々に張り、ビシッとオレを指差す。

「そんな素敵な女装姿でも、ちょっと涎よだれが出そうになっちゃったけど、ボクにはちゃんとわかるぞ。間違いなくあなたは忍さんだ。──匂においでわかる！」

「……はあ？　匂い？　お前アホなの？」

「ア、アホじゃない！　こう見えても鼻はいいんだ！　その女の子殺しの匂いは忍さんのものに違いない！　それに胸だって偽物だろう！」

　言うが早いか、環は止める間もなくこちらの胸を掴つかんできた。

「ほら、やっぱり偽物じゃないか。でも、忍さんがそんな格かつ好こうだから、えへへ……」

　作り物の胸でも嬉うれしそうに口元を緩める環。そんな嗅きゆう覚かくの鋭い環に、オレは自分の頭に載った犬耳カチューシャをプレゼントしてみた。

「おっ、格好いい。こんなものをつけていたら、きっとモテすぎて困っちゃうな」

「……ボクは女の子にはあまりモテないんだ。寄って来るのは男ばっかり……」

　かなり切ない表情でそう応じたのち、環たまきは犬耳カチューシャをみーちゃんに譲り、「ひょっとして」と笑顔を輝かせた。

「この前ボクが、女装した忍しのぶさんとデートがしたいって言ったから、それで忍さんはデートのために、わざわざ女装をしてくれたのかな？」

「違います」

　オレは真顔で首を横に振る。

「こんな格かつ好こうになったのは、ムッツリスケベとエロい娘の怒りを買ったからだ。遊びに来たとか言うから歓迎していたのに、目的はオレに女装をさせることだったんだよ」

　誤ご魔ま化かすのは諦あきらめて説明すると、なんとなく状況を察してくれたようだ。みーちゃんは苦笑を浮かべた。

「忍お兄さん、騙だまされちゃったんですね」

「いいや、騙されてやったんだ。裏切りは女のアクセサリーみたいなもんだろう？　いちいち気にしていちゃあ、女は愛せないぜ」

「格好かつこいい！　ボクもいつかそんなセリフでクールに決めてみたい！」

　オレの精一杯の見み栄えに気づいていないのか、尊敬の眼まな差ざしみたいなものを向けてくる環。

　ちょっと可愛かわいい。とりあえず環の頭を優しく撫なでてやっていると、そこで、コンビニ袋を手に持った南みなみ、そして聖ひじりが店から出て来た。ふたりはオレたちの様子を見るなり互いの顔を見合わせ、南は不思議そうに首を傾かしげる。

「えっと、その娘こたち、忍ちゃんの知り合いなの？」

「おう、こっちの可愛い娘はみーちゃん、なずなの友達だ。それでこっちの美少女はタマキング、みーちゃんの先輩で友達だ」

「……あの、ボクは『タマキング』じゃなくて、一応環なんだけど……まあ、忍さんがそう言うのならいいや」

　いやよくないだろう。ちゃんと突っ込んでくれ。環の予想外の反応にオレが戸惑っている中、聖が頬ほおに人差し指を添え、思い出したように呟つぶやいた。

「そういえば、そっちの娘、みーちゃんはこの前忍くんとデートをしていたような……」

　……うん、確かにそんなこともあったね。

　以前、環はみーちゃんに交際を迫ったことがある。それで環を諦めさせるため、オレはみーちゃんに頼まれて彼女の偽恋人を演じたのだ。

　そのときは間が悪いことに聖と出くわし、彼女はオレとみーちゃんが付き合っていると信じてしまい……まあ色々とあったけど、いまはもうその誤解は解けている。

　が、南は先ほどの『デート』という単語を聞き、若干表情を硬くした。

「……それでこの娘たちは、忍ちゃんとはどういう関係なのかな？」

　その問いにオレが『友達だ』と答えるよりも早く、みーちゃんが応じ、

「わたしは忍しのぶお兄さんの恋人候補です！」

「ボクは忍さんとは性的なフレンドでいたいと思っているけど、この際もう恋人候補でもいいぞ！　お姉さんたちの方こそ、忍さんとはどういった関係なんだ？」

　と、環たまきがわずかばかり瞳ひとみに敵意を宿らせたところ、南みなみは大きな胸を張り、聖ひじりは頬ほおを上気させ、口々にそれに応こたえてみせる。

「あたしは忍ちゃんとは幼おさな馴な染じみでクラスメイトで友達以上恋人未満の関係よ！　あなたたちと同じで恋人候補でもあるわ！」

「わ、私も、こい、恋人こう──忍くんの許嫁いいなずけだ！」

　声を大にする南に、途中で言葉を変える聖。そんなふたりの反応を受け、みーちゃんと環は一様に目を見張った。

　……しかしそれにしても、聖と南の様子から察するに、あのふたりはオレと聖が許嫁であること、またオレと南が幼馴染であることをそれぞれ知っているみたいだな。

　もしかしたら、互いに話し合ったのかも知れない。臨海学校のあとから、なんだか聖と南は一層仲が良くなったような気がする。

　などとオレがいまの状況から目を背けている中、なにやら四人の間に見えない火花が走り、今度こそ環は瞳に敵意を宿らせる。

「言っておくけど、忍さんはいい女としか付き合わないんだぞ？　だからボクは料理とかを学んで頑張っているんだ。きっとボクはいい奥さんにもなる！」

「ふふん、料理なら子供の頃ころからやってるから、あたしはもう完かん璧ぺきだもん。それに男の人を喜ばせる方法も勉強中よ。きっとあたしはいい人妻にもなるわ！」

　対抗するように南が色っぽい笑みを浮かべると、聖も小さな声で「わ、私も勉強している……」とか呟つぶやいていたが、相手にしてもらえなかったようだ。みーちゃんはジャッジでもするように環と南の腕を取り、

「──人妻って、なんかエッチです」

　と、妙なコメントと共に南の手を上げ、彼女を勝者とする。

　途端、環は頬を膨らませて負けじと叫ぶ。

「勉強だったらボクだってしている！　この前、とうとうサクランボの枝を舌で結ぶことができた！　きっとボクはキスが上手だ！」

「甘いわね！　サクランボの枝ならあたしは二重に結べるわ！　どうやらキスはあたしの方が上う手まいみたいね！」

　再び南が環と張り合う中、聖は落ち込んだ様子で、「……私は結ぶことさえできない……」なんて言っていたが、やはりスルーされていた。一方みーちゃんは笑顔でオレに近づき、なにを思ったのか、こちらの手を取り、ちゅっとその甲に軽くキスをする。

「どうですか忍しのぶお兄さん、わたし、キスは上手ですか？」

「……案外上う手まいじゃないか」

　正直、色っぽさよりも愛らしさの方が勝っている。胸がときめくというよりは、心が和むといった感じだが、まあいいだろう。オレはみーちゃんの腕をとり、彼女を勝者とした。

　すると環たまきが顔を真っ赤にして声をあげる。

「この前ボクは友達から、胸で男の人に奉仕する方法を教えてもらった！　ボクならそんなこともできる！　忍さんも喜んでくれるはずだ！」

「む、胸ならあなたよりもあたしの方が大きいよ！　きっとあたしの胸の方が忍ちゃんは満足できるわ！　そうだよね、忍ちゃん！」

　と、そこで、環と南みなみはオレに視線を移し、

『──どっちの胸がいい!?』

　なんて声を揃そろえ、とんでもないことを訊きいてきた。

　対してオレは受け流そうと思い、いい加減に答える。

「感度の良い胸の方がいい」

『──それじゃあ触って確かめてみて！』

「お前らに羞しゆう恥ち心しんはないのか！」

　頬ほおを赤くして、再び声をハモらせる環と南。そんなふたりに激しく突っ込みを入れていたところ、そっと控え目に聖ひじりがオレの服の袖そでを引いてきた。

「し、忍くん、けっこう前の話なんだけど、カラオケボックスでルナさんたちと一緒に王様ゲームをしたことがあっただろう？　そのとき、薫かおるさんと一緒に忍くんに胸を触られて、その、すごく気持ちよかったから、きっと私は感度がいいんだと思う……」

　耳まで真っ赤にしながらも、聖は頑張ってアピールをした。

　瞬間、先ほどまでの不仲はどこへやら。環と南はタッグを組んで聖を攻撃しはじめる。

「この人ムッツリスケベだ！　実はちょっと親密になりたいって考えていたけど、綺き麗れいでクールな顔をしてすごくずるいことをする！」

「そうだよ五ご行ぎようさん！　おいしいところをひとりで全部持っていくなんて反則だわ！　ちょっとは遠慮してよ！」

「な、なんで私ばっかりに怒るんだ！　ふたりだって色んなアプローチをしていたじゃないか！　私だって負けたくない！」

　といった具合に、コンビニの前であるにも拘かかわらず、声をあげて騒ぎ出す美少女三人。そこでオレは比較的冷静だったみーちゃんと一緒に、そっと連中から距離を取った。

「……なんだか、すごいことになっちゃってますね」

「まあ、そのうち聖たちも落ち着くさ。それはそうとみーちゃん、今日はどうしたんだ？　環とデート中か？」

「いえ、そういうわけではありません。忍しのぶお兄さんならもう知っているとは思いますけど、なずなちゃんが空手部の部長さんに選ばれたんです。それでお祝いになにか贈ろうと思って、先輩にはプレゼント選びに付き合ってもらっているんですよ」

「へえ、なずなも喜ぶだろうな……」

　ふとなずなの笑顔を想像し、ほんわかとした気分になっていたものの、

「わ、私は忍くんと一緒にお風ふ呂ろに入ったことだってあるんだ！　忍くん私のこと、その、綺き麗れいだって言ってくれた！」

「あああ！　やっぱりこのお姉さんずるい！　ボクだって忍さんと一緒にお風呂に入りたいのに！　まったく、綺麗なのにエッチな人だ！」

「そうだよ！　五ご行ぎようさんのエッチ！　一緒にお風呂に入ったってどういうこと！　忍ちゃんの色んなところを見たのっ!?　見たんだよねえ！」

　こちらの穏やかな雰囲気を、見事にぶち壊してしまう聖ひじりと環たまきに南みなみ。さすがにオレも呆あきれていると、南と環は揃そろって聖に詰め寄り、何な故ぜかそれぞれ声のボリュームを落とす。

「……ねえ、五行さん、忍ちゃんの裸って、どんな感じだったの？」

「な、なんだかドキドキするな。男なんかには興味ないけど、忍さんのことなら知りたい。ここで言えないことだったら、詳細はメールでお願いできないかな？」

「それはその、あぅ……」

　真っ赤になってもごもごと口ごもる聖。彼女の様子は素直に可愛かわいいとは思えたが、このまま放置するのはよくないな。三人の会話を聞いていたみーちゃんも、聖に負けず劣らず赤くなっている。オレは小さくため息をこぼし、聖たちのもとへと足を運んだ……。



　それからなんとか聖たちを止めたあと、分かれ道に差し掛かったところで、環とみーちゃんはオレに向かって小さく手を振った。

「ボクたちはこっちだから、またな忍さん。今度女装するときはボクも呼んでくれよ」

「さようならです、忍お兄さん」

　ふたりは微笑ほほえみながら、ふと聖と南に視線を移して心持ち眉まゆを寄せ、

「ボクは、年上のお姉さんにも負けないからな」

「右に同じです。年下には年下の魅力があるんだと思います。多分ですけど……」

　なんて言葉を口々に残し、仲良く立ち去って行く環とみーちゃん。

　一方、聖と南はこちらに目を向け、ちょっと拗すねた口振りで言った。

「……年下の女の子たちからも人気があるんだな、忍くんは」

「全然知らなかったよ。忍ちゃんは女たらしなんだね」

「ふふ、罪作りなことだぜ」

　軽いジョークでお茶を濁そうとしたのだが、ふたりには頬ほおを引っ張られてしまった。

　まあそんなこともありつつ、そのまましばらく街を歩き続けたのだけど、どうやら南みなみはこのあと用事があるようだ。途中で名残惜しそうに「またね」と手を振った。

　そんなわけで、オレは聖ひじりとふたりで自宅に戻り、玄関の扉を開けた瞬間、

「お、おかえりなさいませ……」

　目を覚ましたのか、メイド服を着たルナがどこか緊張した面持ちでお出迎え。彼女は何な故ぜか頬ほおを赤らめ、おずおずと続ける。

「ご主人様、おっぱいにしますか？　お尻しりにしますか？　それとも、お口にしますか？」

「おっぱいでお願いします」

　うっかり条件反射で第一希望を口走るオレに、ルナはますます赤くなって応じる。

「……おっぱいだけで、いいんですか？」

　そ、それ以上にもまだなにかあるというのか？　思わずオレもドキマギし、聖が「だ、大胆すぎる！」と真っ赤になる中、ルナはくるりと振り返って背後に目を向けた。

「えっと、薫かおるさん、こんな感じでいいでしょうか？」

「……軽い冗談のつもりだったのですが、まさか本当にやるとは思いませんでした。そしてこの破壊力です。ルナ様には迂う闊かつなことは言えませんね」

　ルナの視線の先を追うと、そこにはかおるんの姿があり、ふたりの会話の内容から察するに、どうやらかおるんがルナに余計なことを吹き込んだようだ。ちなみに当のかおるんは悪戯いたずらっぽく笑ってこちらに近づき、わざとらしく訊たずねてくる。

「それで、聖ちゃんはともかく、こちらの美人はどなたですか？」

「……おい、今更わかりきった質問をするな。オレだよ。稀き代だいのロックンローラーと呼ばれた忍しのぶさんだ」

「え……ウソでしょう!?　忍様ですって!?　信じられません！　本当はマドンナなんでしょう？　すごく疑わしいです！　わたくしの知っている忍様ならここで格好かつこいいことが言えるはずです！　というわけで、なにか一言お願いします」

　あからさまに驚き、なにを考えているのか、不可視のマイクを向けてくるかおるん。一方オレは女装用のウィッグをかきあげ、やけくそ気味に女になって応じてみせた。

「──いい女は二種類しかいないわ。全すべてを知り尽くした女と、なにも知らない女。アタシがどちらか……ふふ、試してみる？」

「……あなたなに言ってるんですか？」

「ぶっ飛ばすぞお前！」

　ひどく冷めた目を向けてくるかおるんに、オレは冗談だとはわかっていながらも声を荒らげて突っ込んだ。が、かおるんはあまり気にもせず、オレからルナに視線を移す。

「それにしても、よくルナ様は忍様だとすぐに気づきましたね。正直わたくしも最初のうちは誰だれかわかりませんでした。どうしてルナ様はすぐにわかったのですか？」

「忍しのぶさんの匂においがしたからです」

「……すごいな、お前」

　満面の笑みを浮かべるルナに、オレも頬ほおを緩めて返した。なにやらちょっと前にも似たようなことを言った女の子がいた気もするが、まあそれはいいだろう。軽くルナの頭を撫なでたのち、早いところ着替えようと思い、オレはリビングへと移動する。

　と、散歩から戻って来ていたのか、そこにはマキナとエルニとなずなの姿があり、三人はオレを見るなり不思議そうに首を傾かしげ、マキナが怪け訝げんそうに口を開く。

「……ひょっとして、どこかで会ったことがあるかしら？」

「いいや、昔のことはもう忘れた」

「んん？　その声とそのロックな目は……お兄ちゃん？　ということはお兄ちゃん、女の子になっちゃったの!?」

「ううん、なずにゃん、それは違うぞ。女の子じゃない。忍は女になったんだ」

「わたしよりもセクシーだ！」

　エルニの言葉を受け、目を見開くなずな。ふたりに変に誤解されてもいやだな……。

　小さくため息をもらし、オレはマキナたちに説明することにした。

「オレがこんな格かつ好こうになったのは、聖ひじりと南みなみ……学校の友達のせいだ。体育祭で女装をする羽目になったから、その衣装合わせをしていたんだよ」

「……え？　お兄ちゃん、体育祭で女装なんてするの？　どうして？」

「詳しい事情はマキナから聞いてくれ」

　そう話を切り上げ、着替えの服を手に自室へと戻った途端──思わずオレは絶句する。

　何気なく視線を向けた先、ベッドの上にあろうことか、黒のパンツが転がっていた。

　……た、確か、ルナは今日、白のパンツを穿はいていたはずだ。それは少し前に彼女が寝ね惚ぼけてかおるんにキスをしていたときに確認した。

　だとすると、まさかこの黒のセクシーパンツは、かおるんのもの？

　自然と鼓動が高鳴っていく中、不意に勢いよく扉が開き、かおるんが部屋に入って来たと思ったら、彼女は瞬く間にベッドへと移動。心なしか頬を赤くしてパンツを掠かすめ取り……オレはおずおずと口を開いた。

「あ、あの、念のために訊きいておくけど、お前、一体ルナになにをされたんだ？」

「……口ではとても言えないことをされてしまいました。ですが、わたくしはルナ女王様のことがすごく好きになりましたね」

「それはわりと前から──んん？　ちょっと待て、女王様？」

　なにやらかおるんの口からとんでもない単語が飛び出したような気もするけど……怖かったので、オレはそれ以上の追及をやめる。

　と、そこで、かおるんが赤い頬のままベッドの上で小さく手招きをしてきた。

　なんだろう？　首を傾かしげて近づいた瞬間、かおるんはぐいっとこちらの腕を強く掴つかみ、強引にオレをベッドに引きずりこんだ。さらに間髪を容いれずオレを押し倒し、こちらが抵抗する間もなく、何な故ぜかマウントポジションを取る。

　……ん？　なに？　どういうこと？

　かおるんは両りよう膝ひざでしっかりとこちらの身体を挟み込んで固定している。これでは上体を起こせそうにない。当然エスケープも無理だ。

　見事にオレが困惑する中、かおるんは妖よう艶えんな笑みと共に告げる。

「忍しのぶ様、先ほどの質問に、いまからちゃんと応こたえてあげますからね」

「……質問？　なんのことだ？」

「忘れてしまったのですか？　わたくしがルナ様になにをされたのか、忍様からお訊たずねになられたではありませんか。ルナ様にされた口ではとても言えないことを、忍様の身体を使ってたっぷりと教えてあげますね」

　吐息混じりにそう言い、かおるんはオレが身につけている女子の制服に手を伸ばし、ゆっくりと胸のボタンを外していく。

　……もしかして、オレはいま、襲われているのか？

「あの、薫かおるさん？　こんな格かつ好こうをしているけど、オレは女の子じゃないですよ？」

「うふふ、すっかり混乱しちゃっているみたいですね。一応言っておきますけど、わたくしは女性よりも、忍様のような男性の方が好きなんですよ？」

　しなやかな指先をオレの胸に這はわせ、再びこちらの服を脱がそうとするかおるん。対して、オレは声を大にして叫んだ。

「だ、誰だれか！　変態メイドだ！　いやもうむしろ痴ち女じよメイドだ！　助けてくれ！」

「……忍様、そんな風に騒ぎますと、その口をわたくしの唇で塞ふさぎますよ？　唇でお口チャックです。サービスで舌も入れますからね」

「やめて！　許して！　オレが一体なにをしたっていうんだ！　恥ずかしいからイヤ！」

「な、なんだか、可愛かわいいですね。胸がキュンとしてしまいました。それに恥ずかしがっていながらも、ここはもうこんなにもわんぱくになっているではありませんか」

「いやいや！　まだなってないから！」

「……まだ？　ふふ、それではこれからわんぱくになっちゃうんですか？　期待しちゃいますよ。いっぱいご奉仕してあげます」

　こ、こいつはマジでやばいかも知れん。下手をすればこの状況に流されかねない。かつてないほどの危機である。オレが懸命に理性を振り絞っていたところ、今度こそ天の助けか、自室の扉が開き、怪け訝げんそうに聖ひじりが顔を覗のぞかせた。

「なんか、忍くんの悲鳴が聞こえてきたような気がするんだけど、一体どうしたん……」

　言葉の途中でこちらの窮状に気づいたようだ。聖は目を見開き、裏返った声をあげる。

「な、なななな、なにをやっているんだ、薫かおるさん！」

「……見てわかりませんか？　忍しのぶ様を誘惑しているのです。どうぞお気になさらずに」

「いや！　気にするから！　それにそれは誘惑じゃないと思う！　薫さんが忍くんを襲っているだけだ！　お願いだからやめてくれ！　それはもう完全に犯罪じゃないか！」

　目に見えて慌てふためき、オレからかおるんを引き剥はがそうとする聖ひじり。

　一方かおるんは何な故ぜか小さく頬ほおを膨らませ、こちらに抱きついて離れない。

　するとしばしの悶もん着ちやくのあと、聖は戸惑いがちにかおるんから手を離した。

「最近薫さん、どこか変だぞ？　この前は忍くんのベッドに忍び込んで悪戯いたずらをしたし、いまも忍くんを困らせている。いつもの薫さんなら、こんなことはしないだろう？　なんでそんなに変になっちゃったんだ？」

「……変なのは、聖ちゃんの方じゃないですか」

　不意にかおるんは硬い声をもらし……わずかに空気が重くなる。

「わたくしに隠れて旦だん那な様とお話をして、奥様やお坊ちゃまにも口止めして……大学に行くことも、新しいメイドをうちに呼ぶことも、わたくしにだけ教えてくれませんでした」

　きゅっと唇を噛かみ、オレを抱き締しめる腕に小さな力を込めるかおるん。

「いつもの聖ちゃんなら、すぐにわたくしに話してくれます。それなのに、どうして教えてくれなかったんですか？」

「それは……」

　弱ったように眉まゆ尻じりを下げ、聖が言葉を詰まらせると、

「やっぱり、わたくしには言えないことなんですね」

　かおるんは声を震わせ、しかし一瞬だけ優しい微笑ほほえみを浮かべ、

「……それでいいんです……」と、微かすかな言葉をもらした。

　おそらくその小さすぎる声は、聖までは届かなかったのだろう。彼女はかおるんに掛ける言葉を探しており、そんな中、かおるんはそっとオレから離れてどこか無理をしたように……いつもの冗談を飛ばした。

「わたくしはもう怒りました！　いまから旦那様とお坊ちゃまに八つ当たりをしてきます！　さようならです！」

「あっ、待ってくれ、薫さん！」

　かおるんが勢いよく部屋を飛び出して行くと、すぐさま聖が彼女のあとを追い、やや後れてオレもそれに続いた。が、かおるんと聖が玄関から走り去って行く中、オレは不意に誰だれかに襟首を掴つかまれ、否いや応おう無しに動きを止められてしまう。

　こんなときに誰だ？　舌打ちを挟んで振り返ると、目に飛び込んでくるのは、何故か顔をしかめた母さんの姿。

「……おい、なにをするんだよ？　いまちょっと急いでいるんだ。さっさと放してくれ」

「それは別に構わないけど、その前に鏡を見たらどう？　半裸でブラを覗のぞかせて、アンタは一体どこに行くのよ？　通報されたいの？」

　ため息混じりにそう指摘されて視線を落とすと、先ほどかおるんに服を脱がされていたせいか、なかなかに淫みだらな格かつ好こうをした自分の姿が見えた。

　女装の上に露出狂。洒落しやれにならん。堪たまらずオレは叫んだ。

「だから女装なんてイヤだったんだよ！」

　肝心なときに足止めをされてしまったではないか。オレは頭を抱えながらも素早く身だしなみを整え、急いで外に出て聖ひじりたちの姿を捜す。

　しかし結局ふたりを見つけることができず、携帯電話で連絡を取ろうとしても、どちらとも繋つながらず、オレは肩を落として家に戻った。

　……仕方がないから、またあとで電話してみよう。

　少し心配になりつつ夕食を済ませ、早めに風ふ呂ろに入り、オレが携帯電話片手に自室に戻ったところ、ふと見慣れぬ大きな旅行バッグが目に留とまり、

「すうすう」

　のん気にもオレのベッドで寝息を立てているかおるんの姿が見えた。

「……お前は一体なにをやってるんだ？」

　呆あきれて近づき、頬ほおをぺちぺちと軽く叩たたいてやると、寝たふりをしていただけなのか、かおるんはすっと目を開け、笑顔でオレの質問に答えた。

「突然ですが、お泊りにきました。旦だん那な様を脅し──いえ。説得して少しの間お休みをいただきましたので、これからしばらく南なん条じよう宅でお世話になります。忍しのぶ様がお風呂に入っている間に、巴ともえ様からもきちんと許可をもらいましたので、特に問題はないかと……」

「……まあ、うちに泊まるのは別にいいけど、聖とはちゃんと話したのか？　まさか、喧けん嘩かしたからうちに来たわけじゃないよな？」

「喧嘩なんて……していませんよ。これがきっと、聖ちゃんのためなんです……」

　ぽつりと小さくこぼしたのち、かおるんは表情を笑顔に戻し、色っぽく話題を逸そらす。

「お世話になる間、忍様のメイドとして、いっぱいご奉仕しますね」

「……変なことをされそうなので、悪いけどやめてください」

「はむ……んちゅ……ちゅる……」

「おいこら話を聞け。言ってる傍そばから耳を甘あま噛がみするな舐なめるな吸うなやめろ！　うちにいる間はおかしなことはするなよ！」

「善処します」

「いや、お前も善処じゃなくて対処してくれ、変態メイドさん」

　勢いよく突っ込んだのち、オレは小さくため息をついた……。



    

  
    
      


第三章　不器用な愛情表現



　……まどろみの中、軽く身体を揺すられ、ぼんやりと意識が覚かく醒せいしていく。

「そろそろ起きてください。ほら、気持ちのいい朝ですよ」

　確かに頬ほおに感じる穏やかな朝の光は心地良い。

　しかし昨日は女装をさせられたり、かおるんがうちに来たり、それをみんなに説明したりと、色々あって疲れているんだ。それに日曜の朝くらい、もっとのんびりとしていたい。

　そんなわけで、オレは目を閉じたまま掛け布団を頭から被る。

　するとすぐに、ちょっとだけ困ったような声が聞こえてきた。

「もう、ダメですよ。そんなことをするのなら、もっとゆさゆさしちゃいますよ？　それでもいいんですか？」

　そのやんわりとした呼びかけにオレが沈黙をもって応じると、「……しちゃいますからね？」という念押しのあと、言葉通り再び柔らかく身体を揺すられた。

　こんな風に優しく起こしてくれるのは、きっとルナに違いない。

　朝からすごく癒いやされる。が、いい加減に起きないといけないだろう。

　名残惜しさを覚えていたところ、ふと、寂しそうな呟つぶやきがぽつりと耳に響いた。

「……このままだと、おはようのキスができません」

　途端、オレは掛け布団から勢いよく顔を出す。

「ま、まったく、甘えん坊な金髪お姉さんだな。断わっておくが、いまの言葉につられて起きたわけじゃないから──って、どわぁああああ！」

　思わず自分の口から裏返った声があがり、オレは跳ね起きながら後ずさる。

　目の前にいたのはルナではなく……なんとメイド服姿のかおるんだった。

　おそらくルナの声音を真ま似ねていたのだろう。かなり似ていたため全然気づかず、オレが見事に驚く中、かおるんは少し不満そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「むぅ、せっかく優しく起こしてあげましたのに、その反応はなんですか？」

「いやいや、お前こそ、朝っぱらからなにをルナの物もの真ま似ねなんてしてるんだよ？」

　戸惑いを隠せず慌てるオレに、かおるんはいつもの無表情でしれっと返す。

「わたくしはただ、忍しのぶ様が爽さわやかに目覚められるようにと頑張ってみただけです。なにも間違ったことはしていないでしょう？」

「……まあ、起こし方は間違ってないとは思うけど、お前キャラを間違えてないか？」

「なにを言うのです。こう見えてもわたくしはルナ様と同じ癒し系なんですよ？　やや変化球気味ではあることは認めますが……」

「うん、もう変化しすぎて癒し系というよりは、いやらしい系だよな。痴ち女じよメイドなお前にぴったりだ」

「し、失礼な人ですね。そんなことを言うのなら、今度から本当にエッチな方法で起こしますよ？　忍しのぶ様ならあまり怒らないと思いますので、いっぱい気持ちよくしてあげます」

「……オレが悪かった。恥ずかしいから勘弁してくれ」

　下手な冗談で自分の首を絞しめかねない。オレはかおるんにきちんと謝り、欠伸あくびを噛かみ殺して訊たずねる。

「それはそうと、どうしたんだ？　なにか用なのか？」

「はい。実は、その……」

　言葉の途中で何な故ぜか頬ほおを赤く染め、かおるんはそっと自身の腹部を撫なでながら続ける。

「……できちゃったんです」

「ああ、朝飯ができたのか。わかった。すぐに行く」

　オレがさらりと流すと、かおるんは小さく頬を膨らませた。しかしすぐに気を取り直したのか、再び頬を赤らめ、今度は控え目にオレの服の袖そでを引いてくる。

「それと忍様、今日はわたくし……穿はいてないんです」

「おお、そういえば靴下を穿いていないな。くるぶしとか綺き麗れいだぞ」

「……なんとも適当なご感想をありがとうございます。ですが年とし頃ごろの男性として、そのスルー技術の高さはどうかと思いますよ」

　いや、これは聖ひじりの誘惑を受け続けているうちに自然と身についたものだ。

　と、胸中でそう返しつつ、オレは笑顔と共に話題を変える。

「起こしてくれてありがとうな。悪いけど先に行っててくれ。いまから着替える」

「それではお手伝いをしましょう」

「要りません。結構ですメイドさん」

「そんな、どうか遠慮なさらずに。ご主人様の身だしなみを整えるのもメイドの務めです。やましい気持ちしかありませんが、気にせずその身をわたくしに委ゆだねてください」

「……おい、本音がダダ漏れだぞ？　大体、オレは残念ながらお前の主人ではない。冗談ばかり言ってないで、いいから先に行っててくれ」

「つれない人です……」

　どこか寂しそうに呟つぶやき、素直に部屋を出て行くかおるん。ちなみに、さっきのやり取りがわりと楽しかったということは、かおるんには秘密である……。



　着替えたあとダイニングキッチンに顔を出すと、そこにはマキナとエルニとなずな。そしてかおるんと母さんの姿。

　みんなは揃そろってテーブルについており、マキナはちょっと眠そうに、エルニとなずなは笑顔で、母さんは新聞を片手にそれぞれオレに朝の挨あい拶さつをしてくれた。

　が、珍しいことに、今朝はルナの姿がない。

　みんなに挨あい拶さつを返しつつ、オレは不思議に思って口を開く。

「なあ、ルナはどうしたんだ？　ひょっとしてまだ寝てるのか？」

　オレがそう訊たずねると、かおるんが小さく微笑ほほえみながら答えてくれた。

「ルナ様なら、そろそろ起きて来られると思いますよ。実は今朝、ルナ様の部屋に忍び込み、目覚まし時計のタイマーを遅らせておいたんです。それからルナ様に悪戯いたずらを──ではなく、ルナ様の代わりにわたくしが朝食を作りました。褒めてください」

「……なんか、微妙に聞き捨てならない単語が飛び出したような気もするが、まあいいか。日曜ぐらいルナにものんびりして欲しいしな……」

　言いながらオレもテーブルにつき、かおるんが作ってくれた朝食に目を向ける。

　ほのかに湯気がたちのぼる真っ白なご飯に、貝の味み噌そ汁しる。彩り鮮やかなサラダとあらびきウインナー。メインの魚から漂う香ばしい匂においが実に食欲をそそる。

　そんな中、廊下から慌てたような足音が響いたと思ったら、ルナが勢いよくダイニングに飛び込んで来た。

　途端、かおるんをのぞき、ルナを見たみんなは一様に目を丸くする。

　何な故ぜかルナは白と黒の牛柄模様の水着姿だった。さらに頭には牛耳のヘアバンド、首には黄色のカウベルをつけており、えも言われぬ色気を醸し出している。

　しかも水着は胸だけサイズが合っていないようで、ボリュームたっぷりの乳房が三角形のビキニブラを目一杯に広げていて、柔らかそうな下乳がこぼれ出てしまっている。

　そんな状態であるのにも拘かかわらず、ルナは自分の姿には気づいていないのか、焦った様子で頭を下げる。

「ごめんなさい！　寝坊しちゃいました！　すぐに朝ご飯を作りますから……って、あら？　ご飯、もうできていますね……」

「お、おう。かおるんが作ってくれたみたいだぞ」

「あっ、そうだったんですか。ありがとうございます薫かおるさん」

　柔らかくルナが微笑む一方、オレたちがじっとかおるんを見つめると、彼女は「えっと、あの……」と、目を泳がせ、誤ご魔ま化かすようにぽんと手を叩たたく。

「そ、そうです忍しのぶ様！　せっかくですから、ルナ様の胸を使って乳搾り体験などをしてみてはいかがでしょうか？」

「よし腕が鳴るぜ──じゃねえよ！　どうせお前がルナにあんな格かつ好こうをさせたんだろう！　さっき悪戯とか口走っていたもんな！　まったくなんてことをしやがる！」

　一度言葉を止め、オレは声を大にして叫ぶ。

「ありがとうかおるん──ではなく！　誰だれか早くビデオカメラを──でもなく！　なんと言ったらいいのか……」

　本当はきちんと注意をするつもりだった。しかし内心かなり嬉うれしく、自分の口から本音ばかりがこぼれ出る中、ルナがちょこんと小首を傾かしげる。

「あの、忍しのぶさんも薫かおるさんも、なんの話をしているんですか？」

「そ、そうだな。お前はまだ寝ね惚ぼけているみたいだから、ちょっと鏡を見てくるといいよ。間違いなく目も覚める」

「はあ……」

　やはり起き抜けでぼんやりとしているのか、ルナは気のない返事をしてダイニングを出て行く。そしておそらくオレの言葉に従って鏡を見たのだろう。すぐに「な、なんですかこの格かつ好こう!?」という恥ずかしそうな悲鳴が聞こえてきた。

　途端、マキナが少し怒った様子でかおるんを軽く睨にらむ。

「ちょっと薫、なんでお姉さまにあんなことをしたのよ？」

「それはその、ルナ様が下着姿で眠っていまして、意外にルナ様は寝起きが悪いようでしたので、忍様も喜んでくださると思い……魔が差してしまいました」

　申し訳なさそうにかおるんが縮こまると、エルニがフォローをするように口を挟んだ。

「マキナ、ルナもあんなことでは怒らないだろうし、もういいじゃないか。それにほら、構って欲しくて好きな人に悪戯いたずらとかしちゃう人もいるだろう？　きっとあれはかおるんなりの甘え方なんだと思うぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      

「……そういえば、薫かおるはよく聖ひじりと忍しのぶには悪戯いたずらをするわね。つまり、薫はお姉さまのことも好きなの？」

　マキナが意外そうに目を瞬かせると、かおるんは見る見るうちに真っ赤になって立ちあがり、あからさまに話を逸そらす。

「わ、わたくしはルナ様に謝ってきますので失礼します。あとエルニ様、わたくしの魚をじっと見つめているところ悪いのですが、勝手に食べたりはしないでくださいね」

「うん、半分は残しておく」

「いえいえ、ですから、食べないで欲しいのですが……」

「冗談だ。お腹なかがすいているから、早く戻って来てくれ。それとなかおるん、わたしにも悪戯をしていいんだぞ？　かおるんのことは好きだからな」

「……なんだか、わたくしはエルニ様には勝てないような気がします」

　ぽつりとそんな言葉をもらし、かおるんは赤い頬ほおのままダイニングを後にする。

　と、その背中を見送ったのち、マキナがおずおずとエルニの服の袖そでを引いた。

「ねえエルニ、忍もよくあたしのことをからかっていじめるけど、あれも薫と同じような意味なのかしら？」

「ん？　忍の場合はマキナのことを可愛かわいいと思っているから、それでいじっているだけなんじゃないのか？」

　……どうやらマキナをのぞき、オレの心情はみんなにバレバレだったようだ。エルニの言葉に、なずなも母さんも同意するように大きく頷うなずいていた。

　一方、マキナは頬を緩めつつもそっぽを向き、耳を赤くして言う。

「……忍、あたしのこと、これからもっといじめてもいいわよ」

「そ、そうか、それじゃあ早速、お前のおかずでも奪ってみるかな」

「ほんと？　なにが欲しいの？　なんでも好きな物をあげるわ。どんどん持っていって」

　あの、こちらとしては照れ隠しのつもりだったんだから、そんな風に眩まぶしい笑顔を向けられても、少し反応に困るんだけど……。

　正直かなり戸惑い、胸中で悩んだ末に、オレはレタスを一枚だけもらうことにした。



　それから数分と経たたないうちにルナとかおるんが戻ってきたので、オレたちはそれぞれ朝食を楽しむことにした。

　ちなみに、残念ながらルナは普段着に着替えてしまっており、いまはかおるんが作った料理に舌鼓を打っている。

　オレはその様子を眺めながら、微苦笑を浮かべてルナに声をかけた。

「にしてもお前、かおるんにあんなことをされたのに、全然怒ってないんだな」

「はい。あれぐらい別にいいですよ。それに忍さんも嬉うれしそうでしたし……」

　……バ、バレていたのか。もしかしたら、自分でも思っていた以上に鼻の下が伸びていたのかも知れない。どうにも気恥ずかしくなり、ぽりぽりと頬ほおをかいていると、ルナが小さく笑い、そっと耳打ちをしてきた。

「忍しのぶさん、お乳は出ませんけど、薫かおるさんの言う通り、私の胸で乳搾りをしてみますか？」

「ぶふっ！」

　さすがに噴き出し、オレは思いっ切り動揺する。

「お、お前は、突然なにを言い出すんだ！　エロスにも程があるぞ！　大体、そんなことは言うものじゃありません！」

　慌てふためいて注意を飛ばすものの、ルナはわずかに頬を赤くして微笑ほほえむだけ。

　えっと、この反応はまさか、ルナにからかわれている？

　そう理解したとき、頬に熱を覚えながらも、嬉うれしさが胸にじんと広がった。

　……やはりルナは少し変わったんだと思う。

　再会した当初よりもどこか余裕が出てきたように見えるし、最近では冗談も言うようになった。それはきっと心を許してくれているからなのだろう。

　しかしなんだか照れくさく、オレはそっとルナから目を逸そらす。

　と、視線の先で、なにやらマキナが眠そうに目を擦こすっていた。

「どうしたマキナ。昨日は夜更かしでもしたのか？」

　オレが何気なくそう訊たずねると、かおるんが思い出したように口を挟んできた。

「そういえば、昨日は夜中にちょっとエッチなテレビがやっていましたね」

「ええ、それが楽しみで遅くまで起きていたの──じゃないわよ！　この前忍が貸してくれた小説を読んでいたの！　面白かったから、夢中になっちゃっただけよ……」

「なんだ、そうだったのか。それは良かった。勧めた甲か斐いがあったな」

　マキナも気に入ってくれたのなら嬉しい。読書の秋というし、せっかくだから、またマキナに小説を勧めてみるかな。

　と、そこで、かおるんがくいくいとオレの服の袖そでを引いてきた。

「忍様、よろしければわたくしにも小説を貸してくれませんか？」

「ん？　それは別に構わないが……オレは官能小説なんて持ってないぞ？」

「……あの、わたくしはエッチな本が欲しいわけではありませんよ？　といいますか、忍様はわたくしを一体なんだと思っているのですか？」

「さて、なんだと思っているのでしょう？　次の三択から選んでください。一、変態メイド。二、痴ち女じよメイド。三、意外と照れ屋。さあ答えはどれだ？」

　冗談で三択問題を出すと、かおるんはキリッとした表情で応じた。

「正解は四番──『俺おれの天使』ですね」

「こらこら、勝手に選択肢を増やすな。まあ小説ぐらいだったらいくらでも貸すけど、お前はどんな本を読むんだ？」

「専門書でも指南書でも娯楽小説でも、本であればどんなものでも読みます」

　……う～ん、聞き方が悪かったかな？

　オレとしては好きな小説のジャンルを訊たずねたつもりだったのだが……まあいいか。口振りから察するに、かおるんはかなりの読書家のようだ。言葉通りどんなものでも読むのなら、マキナと同じようにお勧めの本でも貸そう。

　なんて考えつつ、オレは少し意外に感じて口を開く。

「しかしお前、けっこう本とか好きなんだな」

「はい。知識を得るのは楽しいですし、それにいまは……」

　ふと視線を落とし、かおるんは小さくこぼす。

「……少しでも、気を紛らわせたいので……」

　その独り言のような響きをもった言葉は、注意しなければ聞き取れなかったとは思う。

　けれどオレも含め、ルナたちの耳にも確かに届いたに違いない。

　昨夜の内に、かおるんがうちに来た事情はみんなに話している。だからだろう。一同は一瞬だけ食事の手を止め、エルニは無言でおかずのウインナーをかおるんの皿に載せた。

　するとかおるんは表情を変え、柔らかく微笑ほほえむ。

「ありがとうございます、エルニ様」

「いや、お礼はいいんだ。その代わりに抱き締しめさせてくれ」

「……え？　あの、それは困ると言いますか──って、エルニ様!?　話を聞いてください！　だめですから！」

　エルニが笑顔で抱きついた途端、動揺した様子で頬ほおを赤く染めるかおるん。それを見たなずなはエルニを真ま似ねて、そっとウインナーをかおるんの皿に載せた。

「えっと、なずな様、いい子ですから、エルニ様みたいなことをしないでくださいね？」

「フーズ・バッド！」

「わ、悪い子もしてはいけません！　な、なんでふたりして抱きつくのですか!?　恥ずかしいからやめてください！」

　エルニとなずなが頬を緩める中、こういったスキンシップには慣れていないのか、かおるんは瞬く間に真っ赤になった。

　さらに、スキンシップが好きなルナもエルニたちに続き、何な故ぜか母さんまでかおるんに抱きつきはじめ……いつも以上に賑にぎやかに、そして優しく、ゆっくりと朝の時間はすぎていった。



　朝食のあと自室でかおるんに貸す小説を見繕い、それを片手にリビングに向かうと、難しい顔をしてなずなが勉強をしていた。その隣にはかおるんの姿があり、どうやらなずなの勉強を見てくれているようだ。

　その様子を眺めつつ、オレは少し驚いてなずなに声をかける。

「珍しいな。お前が朝から勉強しているなんて……」

「だって、宿題がいっぱい出ちゃったんだもん」

　そう言って小さく肩を落とすなずなだったが、すぐに笑顔で「でも」と続ける。

「メイドさんのおかげですぐ終わりそうだよ。メイドさん、教えるのがすごく上う手まいの」

「へえ、そうなのか……」

　と、相あい槌づちを打って視線を移したところ、かおるんが自慢げに形の良い胸を張った。

「ご覧の通り、わたくしは頭脳明めい晰せき、眉び目もく秀しゆう麗れい、完全無欠のパーフェクトメイドですからね。どんな問題にも答えてみせますよ」

「……ほう、自信満々だな。それじゃあ、次の問題に答えてみてくれ」

　なずなの数学の教科書を手に取り、試しにオレは適当な問題を出してみる。

「asinA=bsinB+csinC──この等式が成り立つとき、この△ＡＢＣはどんな形の三角形か？」

「恋のバミューダ・トライアングルです。こうしてＡとＢとＣの恋の歯車は回りはじめました。そう、まるでコーヒーカップのように……」

「なかなか詩的な答えだな。ちなみにお前、クラーク先生の有名な台詞せりふとか知ってる？」

「もちろんです。ボーイズ・ビー・淫いん靡びシャスでしょう？」

「おいこら、クラーク先生はそんないやらしいことは言ってねえよ。少年よ大志を抱けボーイズ・ビー・アンビシヤスだろうが。というかお前、さっきからわざとふざけていないか？」

「いいえ、そんなことはありませんよ。さあ、どんどん問題を出してください」

　何な故ぜかかおるんは乗り気だったので、もう少しだけ付き合ってやることにした。

「余の辞書に不可能の文字はない──この言葉は誰だれが言ったものでしょう？」

「──ナポリタンです」

「おお、美お味いしそうな名前の人だな。まあ正解はナポレオンなんだが……」

　苦笑を浮かべつつ、オレは問題のレベルを下げて続ける。

「リトマス試験紙に酸性の液体を染み込ませるとどうなる？」

「そ、そんなことをしたら、濡ぬれちゃいますよぉ、ご主人様ぁ……」

「……ま、まあ確かに濡れはするけど、赤くもなるんだぞ？　あと妙にエロい声を出すな。それで最後に訊きくが、紳士の対義語はなんだ？」

「──変態です」

「うん、オレも昔テストでそう書いたんだけど、正解は淑女みたいだよ？」

　曖あい昧まいな笑みを浮かべて視線を移し、オレはなずなの肩にぽんと手を載せる。

「なあなずな、かおるんの代わりにお兄ちゃんが宿題を見てやろうか？」

「う～ん、気持ちは嬉うれしいけど、今日はメイドさんに教えてもらうからいいや。いまはちょっとふざけているだけで、メイドさん本当はすごく頭がいいんだよ。だって、学校の先生よりもずっと教え方がうまいもん」

　なずなが目を輝かせてそう褒めちぎると、かおるんは気恥ずかしくなったのか、そっとオレたちから目を逸そらした。

「べ、別に大したことではありませんよ。わたくしが得た知識のほとんどは、独学で得たものですし……」

「独学？　それじゃあメイドさん、いっぱい勉強したの？」

「ええ、そうですよ。勉強は好きですからね」

　軽く頷うなずいて返すかおるんに、なずなは目を丸くして応じる。

「メイドさんはすごいね。わたしも音楽とか美術は好きだけど、やっぱり勉強はあまり好きじゃないよ。なんの役に立つのかよくわからないもん」

「そうですね。確かに知識を得ても、日常生活ではあまり役に立たないかも知れません。けれど色んなことを知るうちに、心の中が豊かになるんだと思います」

　いつになく真面目まじめな表情で、かおるんは「ですから」と続ける。

「学ぶ環境があるというのは、とてもいいことなのですよ。もっとも、人によっては学校が辛つらくてイヤな場所になることもあるそうですが、学校では様々なことが学べ、色々な人たちと出会えると聞きます」

　どこか羨うらやむような響きをもった口調をゆっくりと変え、かおるんは柔らかく言う。

「勝手かも知れませんが、学べる環境と場所と機会があるのなら、わたくしはそれを大切にして欲しいです」

　……その言葉は、一体誰だれに向けられたものなのだろうか？

　かおるんの瞳ひとみはとても優しい色をしていて、だけど少し寂しそうで、抑え切れずにオレは彼女の頭をそっと撫なでる。

　と、かおるんはわずかに驚き、ほのかに頬ほおを赤く染めた。

「あの、忍しのぶ様？　急になんですか？」

「いや、なずなの勉強を見てくれているだろう？　感謝の気持ちを伝えたくなったんだ」

「……それは、どうも、ありがとうございます。お礼にわたくしも忍様の頭を撫でてあげましょうか？」

「今はいいよ。どうしても撫でたいのなら、オレの代わりになずなを撫でてやってくれ」

　オレが話を振ると、なずなは口元を綻ほころばせ、かおるんに期待の眼まな差ざしを送った。

　一方、かおるんは戸惑った様子でおずおずと口を開く。

「……本当に、わたくしなんかが撫でてもいいんですか？」

「もちろんだよ。むしろ撫でてくれないと、また抱きついちゃうよ？　いいの？」

　なずなが悪戯いたずらっぽく笑うと、かおるんは微苦笑を浮かべて返した。

「抱きつかれても困りますから、仕方がないですね……」

　言いながら割れ物でも扱うように丁寧に、優しくかおるんが頭を撫なでたところ、なずなは気持ち良さそうに目を細め、我慢ができなくなったのか、笑顔で彼女に抱きついた。

　途端、かおるんは再び頬ほおを赤く染める。

「な、なずな様？　頭を撫でたら、抱きつくのは無しでしょう？　それは反則です」

「反則は美徳です。ルールは壊すものです」

「いえいえ！　壊すのは貯金箱だけにしてください！　大体、そんな言葉どこで覚えたんです？　まったく、誰だれの影響ですか！」

「……お前じゃねえ？」

　間髪を容いれずに突っ込みつつ、オレは静かに頬を緩めた。

　これで少しはかおるんも気が紛れるだろう。実際なずなに抱きつかれ、恥ずかしそうにしながらも、かおるんは心なしか嬉うれしそうだった……。
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　午後から身体を鍛えることに没頭し続け、夕食と風ふ呂ろを済ませたあとは授業の予習復習に励み、休憩のつもりで小説を楽しんでいたら、いつの間にか夜中になっていた。

　……そろそろ寝た方がいいな。

　欠伸あくびをこぼしながら手洗いに行き、自室に戻る途中、ふとリビングの電気がまだ点ついていることに気づき、オレは何気なく扉を開く。

　と、かおるんがリビングのソファーにちょこんと座り、ぼんやりとテレビを眺めていた。

　しかし彼女はテレビに目を向けてはいるものの、心ここにあらずといった様子で、どこか元気がないように見えた。

　……もしかしたら、聖ひじりのことを考えているのかも知れない。

　どうにも黙って見ていることができず、オレは柔らかくかおるんに声をかけた。

「よお、どうしたんだ？　寝付けないのか？」

「……はい。愛いとしの忍しのぶ様のことを想おもっていたら、眠れなくなってしまいました」

　こちらの顔を見るなり、さっといつもの無表情を取り繕うかおるん。そんな彼女のいつもの冗談も、残念ながらいまはあまり楽しめない。しかしオレはそれを隠し、敢あえて明るい口調で「それなら」と提案をする。

「いまからその愛しの忍さんとデートなんてどうだ？　金はないから公園に行くぐらいだが、その代わりに溢あふれんばかりのロマンチックをプレゼントしてやるぞ？」

「ふふ、真夜中のお散歩ですか。それは楽しそうですけど、忍様も明日は学校でしょう？　体育祭の練習で忙しいのではありませんか？」

「いやなに、オレも身体が火照って眠れないんだよ。よかったら付き合ってくれ」

「……優しいウソですね」

　微かすかな呟つぶやきをもらし、かおるんは頬ほおを緩めて立ちあがる。

「それでは、ふたりで海まで行きましょうか。浜辺で追いかけっこをしていちゃいちゃしたいです。わたくしを掴つかまえてくれたら、そのときはキスをしてあげますよ」

「いやいや、海まで行ってたら夜が明けちまうよ。悪いけど公園で我慢してくれ」

　やんわりとたしなめ、オレはかおるんと一緒に家を出る。そして静かな夜の街を、彼女と肩を並べて歩いた。

　頬を撫なでるゆるやかな風が心地良く、虫の音が涼やかに響き、鮮やかな満月が優しくオレたちを照らす。公園に辿たどりつくまで特にかおるんと会話はなかったけど、気まずさはなく、むしろ穏やかな空気に安らぎみたいなものを感じていた。

　そんな中、オレとかおるんは揃そろって公園のベンチに座り、なにをするでもなく、ふたりで夜空に浮かぶ月を眺める。

「……なんだか、風流ですね」

「ああ、そうだな」

「ふふ、お月様も綺き麗れいです」

「お前の方が綺麗だよ」

「忍しのぶ様、そこはウソでも『お前の方が綺麗だよ』と……あ、あら？　なにやら、予想外のことを言われてしまったような……」

　柔らかな空気の中、かおるんは戸惑った様子で頬を赤らめ、わずかな間のあと……再び小さく口を開いた。

「忍様、寒くはないですか？」

「大丈夫だ」

「喉のどが渇いたりはしていませんか？」

「問題ない」

「わたくしは……迷惑ではありませんか？」

「迷惑だなんて、思うわけがないだろう」

　月を眺めながら手を伸ばし、オレはかおるんの頭を撫でて強い口調で続ける。

「お前がいると賑にぎやかで楽しい。気が済むまで、うちにいていいからな」

「……ありがとう……ございます……」

　わずかに声を掠かすれさせ、かおるんはオレの肩にそっと頬を預ける。それからオレが頭を撫で続ける中、長い沈黙ののち、彼女はぽつりぽつりと言葉を紡ぐ。

「こんな穏やかな夜でも、退魔士の方々は働かなければいけません。多くの人たちが眠っている間に悪魔と対たい峙じして、大おお怪け我がをすることもあれば、時には命を落とすことだってあります……」

「危険な仕事だな」

「はい。ですから、聖ひじりちゃんが退魔士を辞めるのなら、それはとても望ましいことなんだと思います」

「……聖は、退魔士を辞めるつもりなのか？」

　こちらのその質問に答えず、かおるんはオレから目を逸そらし、「……最近、よく考えることがあります」と切り出した。

「いままで聖ちゃんは家の職業のこともあり、自宅にご友人を招くことができませんでした。奥様がアレルギーのため、大好きな犬を飼うこともできません。けれどもし、聖ちゃんが退魔士を辞めて大学に行き、五ご行ぎよう家から離れてアパート暮らしをはじめたら、ご友人を呼ぶこともできますし、犬だって飼えます」

　弾んだ声音とは裏腹に、寂しさを表情に残したまま、彼女は静かに続ける。

「聖ちゃんのことですから、きっとわたくしもアパートに連れていってくれると思います。そしたらわたくしの代わりに、新しいメイドが五行家で働くようになるでしょう。おそらく旦だん那な様も反対はしません。元々家のことは、お坊ちゃまに任せるつもりでしたからね」

「……そうなのか？」

「ええ、忍しのぶ様はもうご存じかとは思いますが、聖ちゃんが子供の頃ころ、ご友人に家のことがバレ、学校中にひどい噂うわさが流れました。そのとき聖ちゃんは塞ふさぎ込んでしまいましたが、お坊ちゃまは違います」

　聖の弟さんのことを思い出しているのか、かおるんはどこか誇らしそうに言う。

「お坊ちゃまは聖ちゃんと同じ学校に通っていて、まだ小学一年生でしたのに、ご友人たちが離れていっても、学校で仲間外れにされても、本当は悲しいはずなのに、聖ちゃんの前では平然と振る舞っていました」

「それはまたずいぶんと、強いな……」

「お坊ちゃまはただ、大好きなお姉さんを守りたかったんですよ。それで旦那様はお坊ちゃまを後継者にすると決めました。ですから聖ちゃんはもう、危険な仕事からは解放されたはずだったんですが……」

　わずかに言葉を詰まらせ、彼女は小さな拳こぶしを握り締しめる。

「……いまなら、子供の頃お坊ちゃまがわたくしのことを嫌っていた理由がよくわかります。わたくしのせいで、聖ちゃんは退魔士を目指してしまいました。退魔の組織を変えると約束してくれました。わたくしを家族と認めさせると、言ってくれました」

　愛いとおしそうに言葉を紡ぎ、しかしかおるんは声音に後悔を滲にじませる。

「その誓いは、わたくしにとってなによりも大切なものです。けれど、それが聖ちゃんを縛っているような気がします。聖ひじりちゃんが退魔士を辞めるのかどうか、確信はまだ持てません。ですが、最近はよく考えるのです」

　形のいい唇を噛かみ、かおるんは声を震わせながらも……不器用に笑ってみせた。

「もし、わたくしがこのまま聖ちゃんと距離を取り続ければ、いっそ嫌われてしまえば、聖ちゃんが退魔士に拘こだわる理由は消えます。そうしたら、こんな穏やかな夜に危険な目に遭うこともなく、普通の女の子として──」

「お前は、それでいいのか？」

　抑え切れず、オレはかおるんの言葉を遮った。

　気持ちを隠したままで、自分の望みに背を向けて、自分から大切な人のもとを離れて、自分だけが傷つく。そんな生き方で……。

「本当に、いいのか？」

「……いいんですよ」

　泣き顔のような笑みを貼はりつけたまま、かおるんは微かすかに頷うなずく。

「わたくしが強く望めば、聖ちゃんは全部くれるでしょう。わたくしを人間扱いすることで、退魔の組織から中傷を受けても決して揺るがず、自分の人生さえ歪ゆがめても、わたくしとの約束を果たしてくれるのかも知れません。けれどわたくしは、それが怖いのです」

　小さなその声は、不思議と夜の公園に大きく響いた。

「たとえ聖ちゃんが約束を守ってくれても、こんなわたくしでは、聖ちゃんに何も返してあげられません。聖ちゃんのことは大好きです。大好きですから、誰だれよりも幸せになって欲しいんです。そう思うのは、姉として当然でしょう？」

　無理に作った笑顔で、かおるんは、また笑う。

「聖ちゃんが大学に行くことを考えているのなら、いい機会です。わたくしが距離を取れば、嫌われれば、聖ちゃんも退魔の道から身を引くと思います。本音を言えば、聖ちゃんが大学に行ってアパートで暮らすのなら、是非ご一緒したいのですが、わたくしはもう、聖ちゃんから色々なものをもらいました。これ以上は望めません」

　拳こぶしを握り締しめたまま、唇さえ震わせても、彼女は笑みを崩さない。

「わたくしは昔のように道具ではありません。聖ちゃんが幸せになれるのなら、嫌われても、いいんです。新しいメイドも呼ぶことですし、頃ころ合あいを見てわたくしは、退魔の組織に戻ろうと思います」

　──それはダメだ。

　月に照らされたかおるんの表情があまりにも悲しくて、思わずそんな言葉が口を衝ついて出そうになった。

　かおるんは甘えるのが下手だ──。

　物心がついた頃から退魔の組織の中で道具として扱われ、甘え方もわからないと、本人がこぼしていたこともある。

　だから今朝ルナにしたことも、エルニの言う通りかおるんなりの不器用な甘え方だったのだろう。そしてこの前の悪戯いたずらも、オレへの誘惑も、ただ構って欲しくて、甘えたい一心でやったことなのかも知れない。

　その理由は、聖ひじりと距離を取ろうと考えていても、辛つらかったからなんだと思う。

　けれどかおるんはそれに耐えて、聖の姉として行動しようとしている。

　それはかおるんの変化であり、その選択が正しいのか間違っているのか、オレにはわからない。わからないから……なにも言えなかった。

　だけどそれがいやで、感情が止まらず、オレは強くかおるんを抱き締しめる。

　かおるんは特に抵抗はしない。そっとオレの背中に腕を回すだけ。

「忍しのぶ様、震えていますよ」

「……寒いからだよ。温めさせてくれ」

「また、そんな風に、優しいウソをつくんですね。そんなことをされたら……我慢が、できなくなって……しまうじゃないですか……」

　とうとうかおるんはしゃくり泣き、オレの胸を涙で濡らす。

「……忍様やルナ様たちに甘えてばかりいて、申し訳ありません。けれどもうしばらくだけ、忍様のうちに置いてください。気持ちの整理を、ちゃんとつけますから……」

　もし気持ちの整理がついたら、かおるんは聖から離れていくのだろうか。

　自分の望みとは逆へ逆へと、ひとりで歩き続けて、その先になにがある？

　誰だれかの幸せを願うだけで、いいのか？

　納得はできない。だけど自分がなにをしたらいいのかわからず、オレは泣いているかおるんに、なにも言えないままだった……。
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　かおるんが我が家で暮らすようになって、もう一週間が経たとうとしていた。

　この一週間の間、彼女は客間で寝泊りをしており、時折寂しそうな表情を浮かべるものの、普段はルナたちと仲良くやってくれているようだ。

　そしてかおるんと一緒に生活する中で、彼女の色んな一面も見ることができた。

　たとえば、意外に真面目まじめで家事全般は完かん璧ぺきにこなすこと。やはり照れ屋なのか、なずなやエルニからスキンシップを受けると、面白いぐらい真っ赤になること。思った以上に読書家で、オレや母さんが貸した小説をすぐに読み切ってしまうこと。

　あとは……オレのベッドが好きだということだろうか？

　──休日の午後。昼食を済ませ、リビングでテレビを見たのち、オレが自室に戻ろうしたとき、部屋の扉が小さく開いていることに気がついた。

　……誰だれか入ったのか？

　首を傾かしげて静かに扉を開けると、かおるんがオレのベッドで横向けに寝転がっており、彼女はいたく幸せそうな顔をしてひとの枕まくらを胸に抱いていた。

「あぁ……忍しのぶ様の匂においです……」

　人の気配に敏感なかおるんにしては珍しく、まだこちらに気づかない。彼女はうっとりした様子で枕に頬ほおずりをはじめ、

「ん……ちゅ……はぁ……」

　軽く枕にキスをして、色っぽいため息をつく。さらに頬を上気させながら、もじもじと太ふと股もも同士を擦り合わせ、

「うぅん……こんなことをしたら……いけませんのに……」

　かおるんはゆっくりと……自身の下腹部に指を這はわせる。

　と、そこで、ふと彼女はこちらに視線を向け、見事にオレと目が合った。

　途端、かおるんは耳まで真っ赤になり、素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「にゃ、にゃああああ！」

「おお、またかおるんのにゃあが聞けたな。ふふ、好きなんだよな、その言葉」

　かなり可愛かわいい。自然と頬が緩む中、かおるんは焦ったように両手を振る。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ち、違うんです！　まだなにもしていません──ではなく！　これはその、そう匂におい付けです！　猫もよくお気に入りの物や飼い主なんかにするでしょう！　だから猫の鳴き声をあげてみたんです！　本当にそれだけですから！」

「……まあ、うちで飼ってる猫もよくやってるけど、お前、布団を干しに来てくれたんじゃなかったのか？」

「ぐうぐう」

「こらこら、あからさまなタヌキ寝入りはやめろ。ほら、起きなさい」

「……いやです。無理です。恥ずかしくて泣きそうです。今日は一日中ここで不ふ貞て寝ねをすることにします」

　そ、そんなことをされたら、本当にかおるんの匂いが布団についてしまうかも知れないじゃないか。ドキドキして眠れなくなったらどうしてくれる。

　少しだけ弱ってため息をつくと、かおるんがくすりと笑みをこぼした。

「忍しのぶ様、そんな困った顔をしなくても大丈夫ですよ。不貞寝は冗談です」

「……それはあんまり笑えない冗談だな」

「ふふ、申し訳ありません。お詫わびに妹プレイをしてあげますから、許してください」

「は？　何な故ぜに妹プレイ？」

「いえ、ここ数日で忍様が予想以上になずな様に甘いということがわかりましたので、わたくしも忍様に優しくしてもらおうと思いまして……」

　言葉の途中でかおるんはコホンと咳せき払ばらい。口調を変えて笑顔で両手を広げる。

「お兄様、一緒にお昼寝しましょう。にゃあ」

「……ちょっと出掛けてくるわ」

「やはりクールにも程がある!?」

　かおるんは切ない顔をしていたが、恥ずかしかったのでオレはいそいそと部屋を出た。

　……なんだか、この前の夜の散歩のあとぐらいから、妙にかおるんがオレに構ってくるようになった気がする。まあそれは別にいいんだが、妹プレイは勘弁していただきたい。こんな風に素っ気ない態度を取っておけば、さすがにかおるんも諦あきらめるだろう。

　と、そう思っていたものの、彼女はまだ妹プレイを続けるようだ。

　リビングに降りたのち、なずなに誘われるまま、母さんが見守る中、オレが本物の妹とふたりでゲームを楽しんでいたところ、

「あっ、ここにいたんですね、お兄様」

　かおるんが笑顔でこちらに近づき、オレの隣に腰を下ろした。そして甘えるように「にゃあ」と鳴き、ぎゅっと抱きついてくる。その柔らかな身体の感触に動揺しつつも、ふと違和感を覚え、オレはかおるんに目を向けた。

「……気のせいかな？　なんか、お前少し熱っぽくないか？」

「はい、お兄様のことを考えていたら、自然と身体が火照ってしまったんです」

　妙にエロく返し、かおるんは「それよりも」と、笑顔のままおねだりをしてくる。

「お兄様、わたくしとも遊んでください。いいでしょう？」

「……ああ、わかった。お前の熱意に負けたよ、妹さん」

　かおるんも楽しそうだし、少しだけ妹プレイに付き合ってやろう。

　オレが頷うなずいて返すと、それまで静観を保っていた母さんがなずなに目を向け、からかうようにくすりと笑った。

「大変よなずな。このままだと、薫かおるちゃんに妹の座を奪われちゃうかも知れないわね」

「ええ!?」

　母さんの言葉を受け、なずなは目に涙を溜ためてかおるんに抗議する。

「メイドさん！　そんなのだめだよ！　妹はわたしなんだからね！」

「えっと、ご安心くださいなずな様。わたくしのはただの妹プレイですよ。そして義理の妹設定なのです。本物のなずな様には敵かないませんから……」

　かおるんは柔らかくそう返したものの、母さんは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、「本当にそうかしら？」と口を挟む。

「義理の妹と本物の妹だと、なずなの方が不利なんじゃない？」

「そ、そんなことないもん！　お兄ちゃんはわたしに優しいんだよ！　わたしが風邪を引いたとき、一緒に熱を出してくれたんだからね！」

　……いや、それはただ単にお前の風邪がうつってしまっただけだ。

　かおるんに対抗するように声をあげるなずなに、オレは胸中でそう突っ込んだ。

　そんな中、母さんは再びからかうように笑う。

「でも、薫ちゃんはなずなよりもセクシーな年上よ？」

「わ、わたしは年下だもん！」

「薫ちゃんは背も高いわよ」

「わたしは低いよ！」

「薫ちゃんは頭もいいわね」

「わたしはわる……その手には乗らないからね！」

　小さく頬ほおを膨らませて視線を移し、なずなは宣戦布告でもするかのように、ビシッとかおるんを指差した。

「メイドさん！　こうなったら妹の座をかけて勝負だよ！　絶対に負けないからね！」

「は、はあ……」

　突然勝負と言われ、かおるんも戸惑ってしまったのだろう。彼女は気の抜けた返事をしたのち、気を取り直したのか、「それでは」と手を叩たたいた。

「なずな様、せっかくですから、ルナ様たちも交えて勝負をしませんか？　それで見事妹の座を勝ち取った勝者は、敗者になんでも命令できる──というのはどうでしょう？」

「うん！　それでいいよ！　なんだか急にライバルが増えちゃったような気もするけど、楽しそうだから望むところだ！」

　かおるんの出した条件を、あっさり呑のんでしまうなずなだった。

　しかしなにやら……この騒動に巻き込まれたらひどい目に遭いそうな気がする。

　きっと母さんもこちらと同じ感想を抱いたのだろう。オレと母さんは互いに顔を見合わせ、素早くリビングから抜け出した。そして母さんは自分の部屋へ、オレは家を出て図書館へと向かう……。
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　図書館で古い小説を読んだのち、夕日に照らされながらオレが家に戻ると、マキナとエルニが玄関まで出迎えに来てくれた。

　が、ふたりの姿を見た途端、思わずオレは目を見張る。

　ふたりの格かつ好こうが明らかにおかしかったからだ。

　マキナの方はサキュバスといった感じだろうか。きわどい黒のハイレグレオタードに、背中には漆黒の翼。彼女の胸元は大きくはだけており、豊満な乳房が半分ほど顔を覗のぞかせている。

　一方、エルニはまるでおとぎ話のお姫様といったイメージだ。両肩がはだけた純白のドレス姿。たおやかな指先と腕は白の手袋に覆おおわれており、その神秘的で美しい姿は、まるで壁に飾られた一枚の絵画のように思えた。

　……だけど、ここはコスプレ会場じゃなくて、オレのうちだよな？

　さすがに当惑する中、マキナはまろやかな乳房を大きく揺らしながらこちらに近づき、艶あでやかに微笑ほほえんだ。

「ふふ、ようやく帰って来たわね、あたしの可愛かわいい奴隷さん」

　マキナは細い指先でオレの顎あごを撫なであげ、吐息混じりに続ける。

「ねえ忍しのぶ、あたしいま、とっても気分がいいの。だから特別に、あたしの脚を舐なめさせてあげるわ。太ふと股ももでもつま先でも足首でも、どこでも好きなだけ堪たん能のうしていいわよ」

「……お前、なんか変なものでも食ったのか？」

　マキナの仕草と言葉にはドキドキしたものの、どうにも戸惑いの方が大きい。

　オレが首を傾かしげると、マキナは見る見るうちに真っ赤になって叫んだ。

「あ、あたしだって、こんな恥ずかしいことはしたくなかったわよ！　でも、ゲームで薫かおるに負けちゃったんだから仕方がないじゃない！　ほら！　次はエルニの番よ！」

　マキナが涙目で促すと、エルニはオレから目を逸そらして小声で言う。

「……わたしのガラスの靴を知りませんか？　昨夜パーティで落としてしまったんです。見つけたらどうかご連絡ください……」

「ちょっとエルニ！　打ち合わせのときとセリフが違うわよ！　あたしもやったんだから、ボケてないで薫かおるの命令に従いなさいよ！」

「うぅ……」

　マキナの注意を受け、エルニは珍しく真っ赤になりながらこちらに近寄る。そして爪つま先さき立だちになってすっと両目を閉じ、サクランボのような唇を軽く突き出してきた。

「キ、キスしてくれないと、起きませんからね、王子様──って、うわぁあああ！　恥ずかしい！　なんでわたしがこんな目に遭わないといけないんだ！」

「──その原因は全部あんたにあるでしょう！」

　耳まで赤くして叫ぶエルニに、マキナは間髪を容いれずに声を荒らげて返す。

「何度薫に負けても、エルニが格かつ好こうつけて『倍プッシュだ』とか繰り返すから、こんな格好までさせられた上に、変なセリフまで言うことになったんじゃない！　なにがマッドドッグよ！　これからは負け犬に改名したらどう！」

「そ、そこまで言うことはないじゃないか！　勝てると思ったんだ！　それに確かにわたしは負けたが、大事なのは勝ち負けじゃなくてプレイスタイルだぞ！」

「プレイスタイル？　そっちも負けてたじゃない！　エルニがイカサマしようとか言うから乗ったのに！　あっさり薫かおるに見破られて惨敗よ！　大体、なんであんたはこんな衣装なんて持ってるのよ！　エルニのバカ！　アホ！　アンポンタン！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「むう！　バカとアホは許すが、アンポンタンは聞き過ごせないぞ！　あと、かなり前にも言ったけど、衣装は知り合いがくれたものだ！　わたしのセンスじゃないからな！」

　互いに真っ赤になりながら騒ぎ出すマキナとエルニ。

　ふたりの会話を聞いているうちに、大方の事情を察することができた。

　おそらくオレが家を出たあと、みんなは妹の座をかけてなんらかの勝負をはじめ、その勝負はかおるんの勝利で幕を閉じたのだろう。それで敗者のマキナとエルニは勝者の命令に従い、コスプレ姿で妙なことを言い出したんだと思う。

　まあ、一種の罰ゲームみたいなもんかもな。

　と、そこで、ふと視線を感じ、オレはわずかに開いたリビングのドアに目を向ける。

「ん？　そこにいるのは誰だれだ？」

「我輩は猫である。名前は一応ある」

「……その名前は？」

「なずにゃんである」

　オレの問いに変てこな口調で応じ、なずながリビングから顔を出した。

　多分、あいつも罰ゲームの最中なのだろう。なずなは猫耳と尻尾しつぽを装備しており、服装はチューブトップに、ローライズのホットパンツ。小さなおへそが丸見えである。

　……こいつはキャットなずにゃんといったところだな。

　オレは微苦笑を浮かべてなずなに声をかける。

「ひょっとして、お前もオレになにか言うようにかおるんに命令されたのか？」

「ううん。わたしはお兄ちゃんにじゃなくて、メイドさんのことを『薫さん』って呼ぶようにお願いされたの。それでわたしがお願いを聞くとね、薫さんが頭を撫なでてくれて嬉うれしかったんだ。だからこれからはずっと、薫さんって呼ぶことにするよ」

「へえ、かおるんも喜ぶと思うぞ。んで、そのかおるんはどこにいるんだ？」

　ちょっと気になって訊たずねたところ、エルニがマキナとの言い争いを中断し、オレの質問に答えてくれた。

「かおるんなら、さっきまでわたしたちの肩を抱きながら『ハーレムを作りたいとか、そういえば昔、思っていましたね～♪』なんて歌っていたけど、なんだか疲れちゃったみたいだ。部屋に戻って行ったぞ」

　そう説明しつつ、エルニはオレの肩に手を載せる。

「ところで忍しのぶ、いまの気分はどうだ？」

「お前らには悪いが、正直最高だな」

「そうか。だが問題はここからだ。我が家のアルティメットウェポンが待っている。リビングに向かってくれ」

　意味深なことを言い、オレの背中を押すエルニ。そこで促されるまま、みんなと一緒にオレがリビングに入ると、そこにはルナの姿があった。

　が、再びオレは大きく目を見張る。

　ルナは露出度の高い、黒のボンデージ衣装を身に纏まとっていたのだ。

　ＳＭである。女王様である。そしてマニアックである。

　胸元は大胆に開いており、ボリュームたっぷりの乳房の形がはっきりとわかる。また引き締まったウエストや、見事な脚線美も眺めることができた。

　おそらく例にもれずルナも罰ゲームの最中なのだろう。彼女はオレを認めると、こちらに柔らかな笑顔を向けてくる。

「おかえりなさい忍しのぶさん。お風ふ呂ろにしますか？　お食事ですか？　そ・れ・と・も……」

　言葉の途中でにこやかな表情から一転。ルナは軽く顎あごをあげてギラリと瞳ひとみをＳの色に染め、妖よう艶えんな微笑と共に告げる。

「──折せつ檻かんがいいですか？」

　じょ、女王様だ。なんだか背筋がゾクゾクする。こんな体験は生まれてはじめてだ。怖いながらもどうしてか胸がときめいてしまうから不思議である。

　若干ドキドキして戸惑う中、みんなは小さく震えて口々に嘆声をこぼす。

「ル、ルナお姉ちゃんが、女王様になっちゃった！」

「しっ！　なずにゃん、名前の後ろに女王様をつけないと、ルナ女王様に失礼だぞ」

「エ、エルニの言う通りよなずな。あたしもこれからお姉さまのこと、女王様って呼ぶことにするわ」

　なずなとエルニとマキナの言葉を受け、瞬く間に真っ赤になるルナ。きっと頑張って演技をしていただけなんだろう。彼女は涙目で抗議した。

「私は女王様じゃないです！　薫かおるさんからお願いされただけですよ！　忍さんからもみんなに何か……って、忍さん？　どうして部屋の片隅で揉もみ手てなんかしているんですか？」

「いえいえ、あっしのような三さん下したに、ルナ女王様がお声をかけてくださるなんて、ああ、そんな滅相もないです、はい」

「な、なんでそんなに卑屈になっちゃうんですか!?」

　いや、慌てふためくルナが可愛かわいいから、ついいじってしまっただけである。しかしみんなの方は冗談なのか本気なのか、震えたままマキナとなずなとエルニが、

「ま、まあ、落ち着いてお姉さま──じゃなくて。落ち着いてください女王様」

「うん、あれはお兄ちゃんの冗談だよ、ルナお姉ちゃ……ルナ女王様」

「……怖い。わたしはもう、ルナ女王様に変な悪戯いたずらはしない」

　などと口走ったところ、ルナは涙目のまま悲しそうに叫んだ。

「みんなひどいです！　そんなこと言うのなら本当に女王様になっちゃいますからね！」

　言葉と共に俯うつむき……わずかな間のあとルナが顔をあげると、その表情はすっかり妖よう艶えんな女王様のものになっており、彼女は低い声で命令を飛ばした。

「──全員、すぐさま正座してください。お仕置きをしてあげます」

　瞬間、オレは条件反射で、みんなは顔を真っ青にしてルナの足元付近に正座。オレをのぞきみんなが俯いて再び震える中、ルナはショックを受けた様子で、

「……私って、そんなに怖いんでしょうか……」

　と呟つぶやいており、やはり可愛かわいい。オレが忍び笑いをもらすと、ルナは小さく唇を尖とがらせた。

「むぅ、忍しのぶさん、なんで笑っているんですか？」

「いやなに、是非ルナ女王様のお仕置きを受けてみたいと思ってな。ほら、やれるものならやってみてくれ」

「──わかりました」

「うんうん、そうだよな。やっぱり無理……わかりました？」

　……あれ？　予想していたセリフと違うぞ？

　も、もしかしたら、からかいすぎてさすがに怒ってしまったのかも知れない。ルナはオレの前まで移動し、両手を腰に当て、前まえ屈かがみになってこちらをじっと見つめてくる。

　その際、量感たっぷりの乳房がたゆんと揺れ動き、彼女は瞳ひとみにＳを宿し、艶えん然ぜんと微笑ほほえんで告げた。

「お望み通り、忍さんにお仕置きをしてあげます。さあ、仰あお向むけに寝転がってください」

「あの、ごめんなさい。冗談がすぎました。怖いので許してください」

「だめです。許してあげません。早く寝てください」

「……は、はい、仰せのままに……」

　これはもう自業自得だから仕方がない。オレが言われるままに仰向けになると、ルナはこちらを見下ろし、「ふふ」と自身の唇をペロリとピンクの舌先で舐なめあげる。

「たっぷりといじめてあげますからね忍さん。まずはその可愛いお顔を踏んじゃいます」

　その言葉通り、ルナはゆっくりと足の裏をオレの顔へと近づけたが……ふと、彼女は表情をいつもの柔らかなものに戻し、悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「──なんて、ウソですよ。私が忍さんにそんなことをするわけないじゃないですか。どうです？　びっくりしましたか？　全部冗談ですよ？」

「……そ、そうだったのか」

　オレは大きく胸を撫なで下ろす。

「いやあ、マジで驚いたぞ。もうすっかり女王様だったからな。あれは完かん璧ぺきな女王様だ。間違いなく女王様だ。きっとルナならいつでもすぐ女王様になれるぞ。あははは」

　と、うっかりオレが本音をこぼしたところ、ルナは涙ぐみながら声をあげた。

「うぅ！　忍しのぶさんひどいです！　女王様女王様って言いすぎです！　もう怒りましたからね！　本当に踏んじゃいますよ！　覚悟してください！」

　……えっと、ルナは怒っているつもりなのかも知れないが、そんな風に頬ほおを優しくぐりぐりされても全然痛くない。それにこの位置からだとルナの胸の動きがよくわかる。

　圧倒的な量感を誇るふたつの乳房はぷるんと上下に弾み、ついついその動きを目で追っていたところ、不意にリビングのドアが開いた。

　途端、顔を出した母さんはこちらの様子を見るなり、すぐさま真っ青になって叫ぶ。

「ル、ルナちゃんが……いえ、ルナ女王様がとうとうドＳに覚かく醒せいしてしまったわ！　やめて！　忍をアブノーマルな道に引っ張り込まないで！」

「と、巴ともえさん！　私は女王様なんかじゃないですよお！　そもそも、とうとうドＳってどういう意味ですか──って、なんでみんな私から目を逸そらすんです!?」

　……意外にルナにＳっ気があることを、みんなも否定できなかったからじゃないかな？

　オレは心の中で、そう突っ込んだ……。



　それからみんなと一緒にルナに謝ったのち、オレは自室に戻ったのだけど、

「う、う～ん……忍様……いけません……」

　またまたかおるんがひとのベッドで寝ていた。

　彼女はうなされているのか、眉まゆを寄せながら妙な寝言をもらす。

「ＳＭプレイは……もうおやめください……ドン引きです……」

「おいこら、お前は触手とかＳＭプレイとか、どうして変な夢ばかり見るんだ？」

　ベッドに近づき軽く頬を叩たたいてやると、目を覚ましたかおるんは、きょろきょろと部屋を見渡し、小さくため息をついた。

「……夢でしたか。なにやら夢の中で忍様がルナ様とマキナに鞭むちで打たれながら恍こう惚こつの表情を浮かべ、『俺おれは卑しい豚だ。もっとくれ。豚はとっても欲しがり屋さん』と──」

「いちいち夢の内容を話さなくていい」

　かおるんの言葉を遮り、オレは呆あきれながら「それにしても」と続ける。

「お前は本当にオレのベッドが好きだな。また匂においでも嗅かいでいたのか？　この匂いフェチの変態メイドめ」

「……好きなのは、忍様の匂いだけですよ？」

　こ、こいつはまだ寝ね惚ぼけているのか？　なんとも男殺しな台詞せりふを口走りやがる。

　というか、かおるんの頬が妙に赤い。瞳ひとみがとろんとしていて、どこか息遣いも苦しそうで……ん？　待てよ。

「悪い、ちょっとおでこを貸せ」

　そっとかおるんの額に触れると予想以上に熱かった。これは間違いなく風邪だろう。そういえば昼に抱きつかれたときも、少し熱っぽかった気がする。もしかしたらルナたちと遊んでいるうちに熱があがったのかも知れない。昼の間に気づいていればよかった。

「……熱があるのなら、どうして言ってくれなかったんだ？」

「女の子の日だからです。忍しのぶ様にも時折男の子の日が来るでしょう？　それと同じなので、あまり気にしないください」

　そうやって煙に巻いて、本当はずっと隠すつもりだったんじゃないだろうか？　かおるんはいつもの無表情に戻り、素早く上体を起こそうとした。

　が、オレは彼女の両肩を掴つかみ、その動きを止める。

「体調が悪いのなら休んでいろ。無理はするな」

「……平気です。風邪なんて引いていません。ここに置いてもらっている以上は、家のことをしないといけません。夕食のお手伝いをしますので、失礼しま……あぅ」

　かおるんは逃げようとしたが、オレは掴んだ両肩に少し力を込め、彼女をベッドに寝かしつけてやる。かおるんは抵抗しようとしたものの、どうにも弱々しく、オレは彼女の動きを押しとどめながら、やんわりとたしなめた。

「お前がそんな風だと、オレの方まで辛つらくなる。頼むから、寝ててくれ」

「ですが……」

「いいから、寝ていろ。そして観念するがいい。オレが見張っているからには、お前はここから逃げられないぞ？」

　そう冗談めかすと、諦あきらめてくれたのか、かおるんはゆっくりと身体の力を抜き、こちらのジョークに応じてみせた。

「忍様、わたくしの寝顔を見て……興奮しないでくださいね」

「それは無理な注文だ。写真を撮りまくってやる」

「ふふ、それでは、可愛かわいく撮ってもらうことにしましょうか」

「任せろ。被写体がいいから問題ない。かおるんは美人だからな」

「……忍様はずるいです」

「え？　なんでそうなるんだ？」

　戸惑うオレからさっと目を逸そらし、かおるんは微かすかに頬ほおを赤らめ、

「冗談だとわかっていますのに……こんなにも嬉うれしいだなんて……悔しいです……」

　小声でごにょごにょと不ふ明めい瞭りような言葉をもらし、彼女は掛け布団でそっと口元を隠す。

　……これはもしかして、照れている？

　そう理解したとき、思わず笑みがこぼれた。そこでかおるんが寝付くまで傍そばにいようと考え、オレは優しく彼女の頭を撫なでた……。



　その後みんなにもかおるんが風邪を引いたことを伝え、オレはベッドをかおるんに譲り、リビングのソファーで寝ることにした。そして寝る前に母さんと一緒にぼんやりとテレビを眺めていると……母さんがぽつりとそうこぼした。

「……なんか、アンタと薫かおるちゃんって、けっこう似てるわよね」

「オレとかおるんが似てる？　どの辺が？」

「普段は飄ひよう々ひようとしているのに、意外に照れ屋なところ。妹に甘くて、いつも譲っちゃうところ。それと……自分に自信がないところかしらね」

　こちらの虚きよを衝つき、母さんは真剣な面持ちで「この際だから訊きくけど」と続ける。

「アンタ、もうお義と父うさんの道場を継ぐつもりはないんでしょう？」

「……気づいていたのか？」

「これでも母親だからね。アンタがほかに目的を持っていることもわかっているつもりだけど、なにを目指しているのかまではわからないわ。アンタが誰だれにも話さないからね」

　じっとオレの目を覗のぞき込み、母さんは柔らかくたしなめる。

「自分に自信がないから、否定されるのが怖いんでしょう？　まあ、アンタは子供の頃ころから『出来損ない』とか『弱い』とか散々言われてきたから、仕方がないのかも知れないけど、なずなには、そろそろ道場のことを話してあげてもいいんじゃない？」

　一度言葉を止め、母さんはオレの目を見つめたまま言う。

「アンタも道場のみんなも、なずなが旦だん那なから道場に通うのを止められていると信じているようだけど、本当は、なずなから辞めたいって言い出したのよ」

「……そうなのか？」

「あの娘こはみんなに期待されていたから、旦那が止めたっていうのはただの方便。大好きなお兄ちゃんが道場でいじめられて、自分と比較されて苦しんで、お兄ちゃんの居場所を奪っちゃうって、そう思ったみたいね。実際あのままだと、道場の後継者はなずなになったでしょうし……」

「つまり、なずなは道場のことを、オレに譲ったのか？」

「そういうこと。アンタが道場を継げるようにと、自分から辞めたのよ。アンタがちゃんと話さないから、こんなことになったわけ。自分に自信がなくて怖くても、時には自分の気持ちをちゃんと伝えることも、大切なんじゃないかしら？」

　ふと視線を移し、母さんは優しく告げる。

「薫ちゃんにも同じことが言えるわね。どんな事情があるのかはわからないけど、あの娘は聖ひじりちゃんになにも伝えないままうちに来たんでしょう？　もしあの娘がなにか大きな決断をするつもりなら、大事な人にまで自分の気持ちを隠すのは、間違っていると思うわ」

「……それが聖を想おもってのことでも？」

「アンタが聖ちゃんと同じ立場だったらどんな気持ちになるのか、よく考えてみなさい」

　やんわりとオレの肩に手を載せたのち、母さんは部屋を出て行った。そして残されたオレはリビングの天井を見上げ、母さんの言葉を反はん芻すうする。

「……オレが聖ひじりと同じ立場だったら、か」

　仮にルナやマキナやエルニ、なずなや母さんや父さんたちがなにも言わず離れていったら、きっとオレは耐えられないだろう。そのあとの日々がたとえ穏やかなものでも、悲しみは癒いえないように思う。

　ただ、かおるんの出した答えを否定することもできなかった。聖ではなく、かおるんと同じ立場だったら、オレも彼女と同じ道を選ぶかも知れない。

　だから、オレはあのときなにも言えなかった。

　けれどかおるんだけではなく、聖の気持ちも確かめることができたら、自分がなにをすればいいのかわかるような気がする。

　そんな予感を抱きながら、いつしかオレは眠りにつき──翌朝。かおるんの様子を見に行ったら、彼女は夢の中でも聖のことを想おもっているのか、

「……聖ちゃん」

　と呟つぶやきをこぼし、長い睫まつ毛げを濡らしていた……。



    

  
    
      


第四章　ひとつになった夢



　──大きなお屋敷の門の前に立つ、小さな女の子の姿が見えました。

　おそらく、退魔の組織からわたくしをここに連れて来てくれた、宗そう悟ご様の娘さんなのでしょう。女の子がわざわざ家の前で帰りを待っていたという事は、なにか宗悟様にお話があるのかも知れません。わたくしはそう考え、挨あい拶さつはあとにしようかと思ったのですが、

「おかえりなさい、お父さん」

　女の子は宗悟様に短くそう言い、すぐにこちらへと駆け寄り、幼い声を弾ませます。

「こんにちは。私の名前は五ご行ぎよう聖です。お父さんから聞きました。今日からお姉さんもうちで一緒に暮らすんですよね？　お姉さんの名前を教えてくれませんか？」

　女の子の行動に戸惑いながらもわたくしが自分の名前を告げると、女の子は嬉うれしそうに笑い、そっとわたくしの手を取ります。

「私がうちの中を案内しますね。行きましょう──薫かおるさん」

　幼くても、女の子は退魔の人間です。わたくしが半人半魔の悪魔であり、退魔士にとっては道具にすぎないことを、女の子も知っているはずなのに、

「それであの、薫さん……」

　長い廊下を歩きながら、ほんのりと頬ほおを赤く染め、

「実は私、ずっとお姉ちゃんが欲しかったんだ」

　きっとまだ使い慣れていなかった敬語を忘れて、

「だから薫かおるさん、もしよかったら、私のお姉ちゃんになってくれないかな？」

　と、わたくしの心を揺さぶるようなことを言うんです。

　女の子の笑顔はとても優しくて、繋つないだ手があまりにも温かくて、自分のことを人間扱いしてくれたことが、そんな些さ細さいなことが……嬉うれしくてたまりませんでした。

　けれどわたくしはただの道具です。きっと女の子にも迷惑が掛かってしまうでしょうから、つまらない冗談を飛ばして煙に巻いて、ずっと距離を取ろうと努力していたんです。

　それでも女の子はわたくしに構ってくれます。遊びにも誘ってくれます。いつでもわたくしの傍そばにいようとするので……気がつくと、わたくしは女の子、聖ひじりちゃんのことが大好きになっていました。

　ですから、家のことがご友人に知れ、聖ちゃんが落ち込んでしまったとき、元気になって欲しくて、はじめてわたくしから遊びに誘ったんです。

　ただ、結局わたくしにはなにもできませんでした。遊び方もわからず、全然ダメでした。それなのに、聖ちゃんは「ありがとう」と笑ってくれたんです。

　それがきっかけで、わたくしは距離の取り方をよく誤るようになったんでしょう。

　お母さんに捨てられたと思ったときから、ずっと染まらなかった世界が、聖ちゃんと一緒にいるうちに、色鮮やかなものに変わっていきました。なにも感じなかった春の桜も、夏の花火も、秋の夕日も、冬の初雪も……素直に綺き麗れいだと思えました。

　わたくしは少しでも聖ちゃんに好かれたくて、自分の中のいいところを探しました。でもなにも見つからなくて、弱さを見せたら、ほんとは弱い自分を知られたら、また捨てられるんじゃないかと考えて……結局、自分のことばかりでした。

　本当は、あのとき気づけばよかったんです。

「──ごめん。ごめんな薫さん。私、偉くなって、絶対に薫さんのこと、家族だって、みんなに認めさせるから……」

　聖ちゃんが泣きながら約束してくれたとき、生き方を変えようとしたとき、なにも返せない自分は、あの温かな手を取るべきではなかったと、もっと早く気づいていれば……。
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　体育祭を前日に控えた放課後。マキナはクラスの連中に誘われて寄り道をするそうなので、オレはひとりで家路を辿たどっていた。

　あれから聖と話をしようと思ったのだが、肝心の聖はここのところずっと学校を休んでいる。一度ひとりで五ご行ぎよう宅に足を運ぶと、聖ひじりによく似た彼女の弟が、『姉さんはしばらく帰ってこない』と教えてくれた。

　もちろん携帯電話で連絡を取ることもできる。

　ただ、電話で済ませることではないような気がするし、弟さんの話によると、どうやら聖も体育祭には参加するみたいなので、その日まで待つことにしたのだが、

「……薫かおるさんのこと、よろしくお願いします、か」

　住宅街を歩きながら、オレはふと、別れ際に聖の弟さんが見せた心配そうな表情を思い出す。きっと彼もかおるんのことを想おもっているのだろう。

　そのことが少し嬉うれしく、せっかくだからかおるんになにかお土産でも買って帰ろうと思い、オレは駅前に足を伸ばした。

　が、途中で予報外れの雨が降り出し、オレは舌打ちをひとつして駆け出す。そして目についた古本屋の前で雨宿りをしようと思ったのだが……そこにはすでに先客がいた。

　雨に打たれたのだろう。彼女、聖は艶つややかな長い黒髪を濡らしており、こちらに気づくと柔らかく微笑ほほえんだ。

「忍しのぶくんも、雨宿りかな？」

「ああ、そうだけど……帰ってきてたんだな。いままでどこに行ってたんだ？」

「退魔の組織だよ」

　……ということは、もしかしたら仕事をしていたのかも知れない。

　と、そんなことを考えていたところ、聖が少し心配そうに訊たずねてきた。

「それでえっと、薫さんの様子はどうかな？　ルナさんたちとうまくやっているか？」

「おう、問題なく仲良くやってるよ。まあ、ちょっと風邪を引いたりもしたけどな……」

「風邪のこと……薫さんは黙っていただろう？」

　その問いにオレが首肯して返すと、聖は寂しそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「少しずつ薫さんも変わってきてはいるけど、そういうところは昔と同じだ。誰だれにも気づかれないように気を張って、辛つらくても何事もないように振る舞う。弱いところを見せようとしない」

「……それは、怖いからじゃないのか？」

　静かに、オレは告げる。

「弱いと、離れていく人たちもいるからな」

　オレが子供の頃ころもそうだった。爺じいちゃんの道場に通いはじめたとき、父さんの息子ということで期待されていたけど、オレに才能なんて欠片かけらもなく、弱いとわかると……みんなはオレから離れていってしまった。

　もちろん、傍そばにいてくれた人たちもいる。だけどもし、その人たちまで離れてしまったらと思うと、怖くて仕方がない。

　だからかおるんも、虚きよ勢せいでも強くあろうとしているんじゃないだろうか。

　握り締しめていた拳こぶしをそっと解き、オレは真剣な声音で話題を変える。

「なあ、ひとつ訊ききたいんだが、どうして聖ひじりは大学に行こうと思ったんだ？　もしかして、退魔士はもう辞めるつもりなのか？」

「それはないよ」

　一切の躊ちゆう躇ちよもなく、聖は断言する。

「それじゃあ、どうして大学に？」

「……ごめん。その理由は、まだ忍しのぶくんには話せない。まず一番はじめに薫かおるさんに伝えたいんだ。本当は私が大学を目指していることがバレたときに、薫さんにも理由を話せたら良かったんだけど、薫さんが逃げちゃって、結局話せなかった」

　軽く肩をすくめ、聖は強い口調で続ける。

「それにうまくいくかどうかわからなかったから、がっかりさせたくなくて、なかなか言い出せなかった。でも父さん達から許可を貰もらったから、今ならきちんと薫さんに話せる」

「……そうか」

　まず一番はじめにかおるんに伝えたい。うまくいくかどうかわからなかった。宗そう悟ごさんたちからの許可。そして聖も退魔士をやめるつもりはない。

　それらのことから察するに、聖はかおるんのために行動しているように思えた。

　しかしそのかおるんが……。

　ふと、オレはこの前の母さんの言葉を思い出し、何気ない口調を装って訊たずねる。

「聖、もし仮にかおるんがお前から離れて、退魔の組織にいったら──」

「いかせない」

「え？　いや、だから仮に──」

「絶対にいかせない」

　笑顔のまま、だけどどこか有無を言わせない口調で、オレの言葉を遮る聖。

　そんな彼女の反応を受け、思わずオレは苦笑してしまった。

「お前は本当にかおるんのことが好きなんだな」

「うん、もちろんだ」

　間髪を容いれず、聖はしっかりと頷うなずく。

「薫さんがいてくれたから、私は自分のことを好きでいられた」

「ん？　聖は自分のことが嫌いだったのか？」

「子供の頃ころ……そう思っていたことがあるんだ」

　意外な言葉をもらし、聖は雨空に視線を移す。

「忍くんには一度話したことがあるけど、私が小学生のとき、友達に家のことがバレた。でもそれはバレて当然なんだ。私が友達の前で、退魔の力を見せたんだから……」

「……どうしてそんなことを？」

「自慢したいという気持ちも、どこかであったのかも知れない。それに褒めてもらいたかった。その友達のことが好きだったから、私のことをもっと好きになってもらいたかった。そしてそれ以上に、友達の力にもなりたかった」

　柔らかな雨音の中、聖ひじりは穏やかに続ける。

「友達の飼い猫に悪魔が憑ついていたんだ。忍しのぶくんが臨海学校のとき見た、犬に憑いた悪魔と同じようなタイプだった。もっとも、あの悪魔よりもずっと力がなかったから、子供の私でもなんとか追い払うことができた。それで幼い私は、自分がまるでアニメなんかのヒーローみたいに思えて、友達も喜んでくれると思ったんだけど……」

　言葉の途中で、聖は困ったように笑った。

「化け物だって、友達に言われちゃったんだ。はじめは自分のことだと思えなくて、思いたくなくて、手を伸ばしたら……小さな悲鳴があがった」

　期待していた笑顔を向けられることはなく、代わりに聖が見たものは、おそらく、恐怖に引き攣つった友人の泣き顔だったのだろう。

「それからみんな私から離れていって、自分が間違ったことをしたんだと思った。ひとりでいるうちに、家のことも、友達のことさえも嫌いになりそうになって、そんな自分がいやで、泣いてばかりいたんだ。そしたら、薫かおるさんが遊びに誘ってくれた」

　雨空を見上げたまま、ふと、聖は優しく微笑ほほえむ。

「あのとき、はじめて薫さんが泣いたんだ」

「……かおるんが？」

「うん。私を遊びに誘っても、薫さんはいままで遊んだことがなかったから、どんな遊びも下手で、きっと私のことを元気付けられないと思ったんだろうな。そんなことはないのに……なにもできなくてごめんなさいって、泣き出したんだ……」

　当時のことを思い出しているのか、聖は愛いとおしそうに言葉を紡ぐ。

「それまでいつも無表情で笑わなくて、感情なんて見せてくれなかったのに、薫さんは私のことを想おもって……泣いてくれた。その瞬間に、私は間違ったことなんてしていなかったと、そう思えたんだ」

　かおるんの涙は、きっと聖にとって救いのように見えたのだろう。

「父さんも母さんもなにも言わなかったけど、私が友達の前で力を見せたことを知ったら、多くの人たちがバカなことをしたと陰で囁ささやいた。薫さんのことを道具扱いしないことも批難していた。だから私は自分のしたことは全部間違いだったと思った」

　いつしか雨は止やみ、

「だけど、やっぱり私は間違っていなかった。確かにやり方はよくなかったとは思うけど、友達の力にはなれたはずだ。それに薫さんは道具なんかじゃない。薫さんは私のお姉さんだ。大切な……家族だ」

　雨空の隙すき間まから光が差し込み、それが聖ひじりを凛りんと照らす。

「たとえみんなから嫌われても、自分の行動はもう悔やまない。みんなが離れていったとき、薫かおるさんが傍そばにいてくれた。遊んでくれた。私のことを好きでいてくれた。だから、私は私のままでいられたんだ」

　言葉と共に視線を移し、聖は綺き麗れいな笑みを見せてくれる。

　……いまの話を聞いて、聖がかおるんのことをどう思っているのか、改めてわかった気がした。

　ただ、オレはもうひとつ、聖に訊きいておきたいことがある。

「聖はさあ、普通の生活に憧あこがれたことはあるか？」

「ん？　それはもちろんあるけど、それ以上に欲しいものがあるんだ。きっと私の幸せはそこにはないと思うから……私は迷わないよ」

「……ありがとう」

　不思議とお礼の言葉が口からこぼれ、聖は首を傾かしげたが──もう答えは出た。

　かおるんが決断する前に、聖と話をさせたい。

　オレはかおるんのことを想おもいながら、柔らかく口を開く。

「明日の体育祭に、かおるんも呼ぼうと思う。応援に来てくれるように頼んでみるよ。それで放課後にでも、かおるんに大学へ行く理由を話してやってくれないか？　ちゃんと話ができるように、オレがかおるんを捕まえておくから」

「……そうか。助かるよ。ありがとう、忍しのぶくん」

　オレの提案を受け、笑顔を見せてくれる聖。

　……明日はうまくいくといいな。

　雨雲の隙間から顔を出した太陽に目を向けながら、オレはそう思った。
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　クラスの連中やマキナが楽しみにしていた体育祭当日。かおるんに応援に来てくれと頼んだのち、オレはいつものようにマキナとなずなと一緒に家を出た。

　借り物仮装リレーの際、オレは女装することになってはいるが、今日は文化祭のときのように一日中女物の格かつ好こうをするわけでもあるまい。

　競技の間だけなら我慢しよう。

　と、思っていたものの、登校して来たオレを見るなり、クラスの女子たちはひとの腕を取って無む理り矢や理りに更衣室へと連行。文化祭のときの如ごとく完かん璧ぺきにメイクを施し、ニヒルなクールガイは……癒いやしのメイドさんへと華麗に変身して更衣室を後にした。

　それからトボトボとひとり廊下を歩いていたところ、場違いにもチャイナ服を着た無駄に整った顔立ちの長身美人と遭遇。そいつはオレに目を向けるとウインクをひとつして、

「きゃるる～ん♪」

　と、妙な裏声を出し、なかなかに愛らしいポーズを取る。

「……なんか、いまので微妙にわかった気がするが、あんた誰だれ？」

「俺おれは浅あさ田だだよ？　忘れちゃったのか？」

「ああ、できれば忘れたままでいたかったが、いま思い出したよ。それにしてもお前、ずいぶんと綺き麗れいになったもんだな」

　そういえば、確か浅田も競技には女装して出ることになっていた。きっとオレよりも前に、女子たちの手によって女装を施されたのだろう。

　が、正直はじめは誰かわからなかった。黙っていれば美形なせいか、女装姿は様になっており、普通に美人に見える。

　オレが少し驚く中、浅田が自慢げに作り物の胸を張った。

「アタイも南なん条じように負けず劣らず美人よん♪　さっきは男子生徒達にナンパされちゃったわ。耕ちゃん、モテすぎて困っちゃうん。男子生徒を千切っては投げ千切っては投げよん」

「お前には愛いとしの姉ちゃんがいるだろ。浮気するなら、医者か弁護士にしておけよ？」

　なんて適当なアドバイスをしたところ、浅田は「姉ちゃんといえば」と口を開いた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「南なん条じよう、いまお前のうちでホームステイしてる金髪お姉さん、ルナさんだっけ？　あの人のことだけど、姉ちゃんがいいバイトを見つけてきてくれたぞ」

「お、それはありがたいな。どんなバイトなんだ？」

「ファミレスのウェイトレスだ。店の女店長は変態だけど、マネージャーも変態だけど、店員もやっぱり変態が多いけど、みんな気のいい人達なんだ。いい職場だと思うぞ」

「……変態ばかりの職場なのにか？」

「心配するな。大丈夫だ、問題ない。うちの姉ちゃんもバイトしている。なにかあったら、きちんとフォローしてくれるさ」

「でもお前の姉ちゃん、なんかほわほわしてて頭にもアホ毛が生えてるぞ？　むしろフォローされる側の人なんじゃないのか？」

「その通りだ。よくわかったな。というわけで──お願い助けて！　うちの姉ちゃん、放っておくとどんなミスするかわからないんだよ！　俺おれの代わりに姉ちゃんを見てやってくれって、ルナさんに伝えて！」

　……あれ？　人選間違えたかな？　こんなことなら、母さんにバイトを探して来てもらった方が良かったかも知れない。オレは胸中で大きくため息をついた……。



　開式の辞、そして準備体操が終わったのち、いよいよはじまった体育祭。あちらこちらから大きな声援があがり、生徒たちの汗がグラウンドで光る中、オレはクラスの応援席でちょっぴり泣きそうになっていた。

　……さっきからクラスの女子たちがオレにセクハラをしてくるのだ。

　クラスメイトたちを応援しながらもベタベタと人の身体に触り、競技から戻って来ると「勝ってきたよメイドさん！」と何な故ぜかオレに抱きつき、「負けちゃったメイドさん！」とひとの胸で泣き、中には尻しりまで触ってくるやつも出てくる始末。なにやら、

「南条君って見た目と違って全然怖くないね」「むしろ可愛かわいいかも」「……ボク、南条君の手に触っちゃった」「あ、あら？　またひとり男子が交ざっていたような気がするけど、ねえ加か藤とう君でしょう！　加藤君だよねえ！」

　などと嬉うれしそうに騒いでいる。

　しかしオレはひたすらに耐え、ようやく回ってきた出場競技──二人三脚。

　マキナと共にそれに出るべく、オレは先ほどから人の口にお菓子を突っ込んでくる南みなみをそっと押し退のける。と、南は不思議そうに小首を傾かしげた。

「んん？　忍しのぶちゃん、このお菓子は口に合わなかったの？　ほかのにする？」

「えっと、そうじゃなくて……」

「あっ、わかった。喉のどが渇いたんだよね？　なにか飲む？」

「──ウイスキーだ。ロックで頼む。お前も一緒に飲んでくれ」

　すかさずつい冗談を飛ばしたところ、何な故ぜか南みなみはぽっと頬ほおを赤らめた。

「もう、忍しのぶちゃんったら、あたしを酔わせてどうするつもりなの？」

「いや、なにもせんわ。むしろお前こそ、酔ったふりをしてオレになにかするつもりなんじゃないのか？」

「そ、そんなことしか考えていないよ──じゃなくて！　そんなことちょっとしか考えていないよ！」

「……うん、少しは本音も隠そうな？　それと次はオレの出番だから、もう行くぞ？」

　なにやらマキナが呆あきれたような顔をして待っている。そこでオレは素早く南から離れてマキナと一緒にグラウンドに向かい、互いの足首をハチマキで結んだ。そして白線に並ぶライバルたちを横目に開始の合図を待っている中、

「──が、頑張ってください！　忍さん！　マキナ！」

　観客席からひと際大きな声援が聞こえてきた。

　聞き覚えのあるその声に目を向けると、ルナとかおるんと母さんの姿が見えた。

　きっとみんなで応援に来てくれたのだろう。不思議とエルニの姿はなかったが、何故かルナはチアガールのコスプレをしており、恥ずかしそうにしながらも、両手に持ったポンポンを大きく振っていた。

　その際、ルナの豊かな胸が存在を主張するように誇らしげに揺れ、ふたつの乳房がぶつかり合い、真逆の方向へと弾はじかれたかと思ったら、激しく上下に揺れ動く。

　ついついその動きに見惚れそうになっていたところ、マキナは肩を組んだ手に少しだけ力を込め、表情を一層真剣なものに変えた。

「お姉さまたちにいいところを見せるわよ、忍」

「──オレのことは音速の貴公子と呼んでくれ」

「め、珍しくやる気満々ね」

　マキナがわずかに目を丸くする中、関係者席のテントから、オレたちの担任教師、柊ひいらぎ先生の間延びした声がマイクを通してグラウンドに響いた。

「はい、それではみなさん、準備はいいですか？　二人三脚を開始しますよ？　実況は放送部の子とバトンタッチした先生です。そしてもうひとりの先生は──」

「どうも、神です！」

「……え？　あなた誰だれですか？」

「神です！　こう見えても実況なら得意だ！　忍！　マキナ！　頑張るんだぞ！」

　今度は聞き覚えのある声がマイクを通して聞こえ、オレとマキナは互いに顔を見合わせたのち、おそるおそる振り向く。

　と、そこには予想通りエルニの姿。あいつは戸惑った様子の柊先生を尻しり目めに、マイクを片手に熱を込めた実況をはじめた。

「さあ待ちに待った二人三脚のはじまりだ！　肩を組んだ手から通じるか心！　栄光を勝ち取るために──各自一斉にスタート！」

　はっきり言って、エルニのことはかなり気になった。

　しかしオレとマキナは気持ちを切り替え、ピストルの開始の合図のあと間髪を容いれず白線を蹴ける。続いて特訓の成果を見せつけるかのように、瞬く間にトップへと躍り出た。

　が、溢あふれんばかりの弾力感を持つマキナの豊満な胸が先ほどから体に当たり、彼女の甘い匂においが脳をとろけさせる。さらにマキナの乱れた息遣いもひどく色っぽい。

　……しゅ、集中力が切れる前に、ゴールしなければ。

　ここで転んだりしたら全すべてが水の泡である。オレは煩悩を抑え込み、歓声の中、理性をすり減らしつつも、マキナと共に先頭を維持したままゴールテープを切った。すると、

「ゴォォオオオ──ル！　二着と大きく差を開き、いま、忍しのぶ＆マキナペアが一着でゴールイン！　そしてここで忍＆マキナコールだ！　おめでとう忍！　マキナ！」

　歓声と同時にエルニの実況が大きくグラウンドに響き渡った。

　そんな中、エルニはふと思い出したように言う。

「あっ、そうだ。忍、マキナ、わたしもルナも巴ともえさんもかおるんも観客席にいるから、時間が空いたときにでも会いに来てくれ。お昼は一緒に食べような」

「……あいつは学校のマイクを使ってなに言ってんだよ」

「な、なんだか、あたしたちの方が恥ずかしいわね。というかエルニったら、校長先生と握手なんかしてるけど、部外者なのによく怒られなかったわね」

「まったくだ」

　相変わらずあいつは誰だれとでもすぐ仲良くなるな。

　エルニの様子を眺めつつ、オレとマキナは一緒にクラスの応援席に戻った。マキナの方はリレーや騎馬戦に出るため席を外せないみたいだが、オレは昼休み後まで出場する競技はない。そこでルナたちのもとに向かおうとしていたところ、

「おっ」

　観客席に行く途中、肩を並べて歩く母さんとかおるんに鉢合わせた。

　母さんはともかく、いつの間に着替えたのか、かおるんは体操着姿であり、首に一眼レフカメラをぶら下げている。彼女はその一眼レフをさっと構えてオレを撮影。

「……忍様のメイド服姿。ルナ様たちには高値で売れそうですね」

「おい、変な商売はするな。オレの女装写真は事務所ＮＧだ。決して流出させるなよ？　というかお前、その格かつ好こうはどうしたんだ？」

「萌もえますか？」

　言葉と共に両手を後ろで組み、色っぽいポーズを取るかおるん。

「……かおるん、ひとついいことを教えてやろう」

「なんです？」

「可愛かわいいよ」

「しゅ、周知の事実です」

　胸を張って返しながらも、わりと頬ほおが赤いかおるん。その様子を眺めて母さんは小さく笑い、笑顔のままオレに視線を移した。

「アンタに褒めてもうために、薫かおるちゃんは頑張っていたみたいよ。記念になるようにって、みんなの写真撮っていたんですって」

「すごいでしょう？　わたくしは可愛いだけじゃないんです。あとで頭を撫なでて下さい」

「……少しは歯に衣きぬ着せろよ、おい」

　オレが軽く突っ込んだところで、母さんがかおるんに声をかけた。

「薫ちゃん、せっかくだから忍しのぶと一緒に写真を撮る？　あたしが撮ってあげるわよ？」

「……わたくし、また巴ともえ様のことが好きになりました」

　頬を赤らめてそうコメントし、かおるんはいそいそと母さんに自前の一眼レフカメラを手渡した。続いてオレの隣に立ってこちらの肩を抱き、小さくＶサイン。そこで母さんは何枚か写真を撮ったあと、苦笑を浮かべてかおるんに声をかけた。

「ねえ薫ちゃん、もうちょっと笑えない？」

「……うふふ？」

「いや、全然笑えていない。台詞せりふすら棒読みだ」

　オレがそう指摘すると、かおるんは心持ち眉まゆ尻じりを下げる。

「笑うのは苦手です。けれどせっかくの記念写真なので頑張りましょう。忍様、どうか格かつ好こいいことを言ってわたくしを笑わせて下さい」

「──オレの写真なんて、要らないだろう？　辞書でハンサムってところを見れば、出ているさ」

「あの、そういう自惚うぬぼれ的なものではなく、もっとこう、女性が聞いたら泣いて喜ぶような短い台詞、みたいなものでお願いします」

「女性が聞いたら泣いて喜ぶ？」

　首を傾かしげて考えたのち、オレは笑顔で告げた。

「──家事はオレに任せて！」

「ああ、忍様、待っていましたその台詞──ではありません！　思わずマキナみたいな乗り突っ込みをしてしまったではないですか！　わたくしは結婚しよう的な言葉を期待していたんです！　もう胸がときめくものならなんでもいいので早く言って下さい！」

　……こっちはお前を笑わせるために、敢あえておちゃらけているのに。

　ここはそんな頑張り屋さんなオレを褒めるところだろう？　どうして怒るんだよ。なんだか切ないじゃないか。というか、オレが言う格好いいセリフで笑う腹積もりというのも少々いただけない。もうこうなったら、目に物見せてやる。

　すっとかおるんの顎あごに手をかけ、オレはこの前読んだ本の台詞せりふをパクってみた。

「──あなたをあの日の夏と比べるならば、あなたはより美しく、そして慎つつましい。吹きすさぶ風に五月のつぼみは震え、夏の逢おう瀬せは、瞬く間に過ぎて行く……」

「ぽっ……」

　あ、あれ？　オレが言うのもおかしな話だが、どうしてお前は頬ほおを赤らめるんだ？　シェークスピアのパクりだぞ？

　予想外の反応に戸惑っていたところ、かおるんは頬を赤らめたまま形の良い唇を寄せ、軽くオレの頬にキスした。

　途端、カメラのシャッター音が響き、母さんがぽつりともらす。

「……決定的な瞬間が撮れてしまったわ。あとでデータをもらって旦だん那なにも送りましょう」

　と、そこで、かおるんはそそくさとオレから離れた。そして母さんからカメラを返してもらい、こちらに背中を向けたまま言う。

「それでは、わたくしは女子高校生たちの盗撮に戻ります。さようならです」

　まさかあいつ、体操着を着ているのは、怪しまれないように関係者を装って盗撮を楽しむためか？　などと若干呆あきれつつも、

「かおるんのやつ、耳が真っ赤だな……」

　オレは柔らかな唇の余韻に浸っていた。

　すると母さんは仕事の用件なのか、「ちょっと電話を掛けてくるから」と携帯電話片手に立ち去って行ったので、オレはひとりでルナたちのもとへ向かうことにした。

　……しかしさすがに高校の体育祭のせいか、観客者の数は比較的少ない。

　そんな中、チアガール姿の眩まぶしい美び貌ぼうの金髪お姉さん、愛らしい顔立ちの銀髪少女はなかなかに目立っており、すぐにルナとエルニの姿を見つけることができた。

　ふたりは地面に敷かれたブルーシートの上に座っており、なにやらエルニは甘えた声でルナにおねだりをしていた。

「なあなあルナ、さっき実況を頑張りすぎたせいでお腹なかが空すいちゃったんだ。お弁当はいっぱいあるんだろう？　サンドイッチをひとつだけくれないか？　お願いだルナ」

「……ひとつだけですよ？」

「わーい！」

　苦笑で応じるルナに、両手をあげて喜ぶエルニ。対してオレはいそいそとふたりに近づき、甘えるようにエルニの服の袖そでを引いた。

「なあなあエルニ、さっき二人三脚を頑張りすぎて疲れちゃったんだ。それに女装はもういやなんだよ。昼休みのあとはお前がオレの代わりに競技に出てくれないか？　お願いだエルニ」

「……大人になれよ、忍しのぶ」

　半ば本音が混じってはいたものの、こちらとしてはただの物もの真ま似ねのつもりだった。

　が、エルニに真顔で応じられてしまうオレ。

「なんか、お前には大人になれとか言われたくないな」

　肩をすくめたのち、オレはブルーシートに腰を下ろした。

　それからルナたちと一緒に体育祭を観戦。昼食後はルナに膝ひざ枕まくらをしてもらい、エルニは猫のようにオレのお腹なかの上に顎あごを載せて、頬ほおを緩めてまったりしている。

　そんな中、オレは満たされた気分で空を見上げようと思ったのだけど……ルナの大きなおっぱいしか見えなかった。

　まさに絶景である。

「ふふ、満腹にもなったことだし、そろそろ帰るか」

「え？　忍さん？　体育祭はどうするんですか？」

「体育祭？　そんなものは他の者に任せておけばいいさ。段ボールに隠れてオレたちを盗撮しようとしているかおるんも、そう思うだろう？」

「……はい。忍様の言う通りですね。揺れる女子生徒たちの胸。躍動するお尻しり。そして盗撮するわたくし。それで充分です」

　前触れもない上に、気配まで消して突然現れたかおるんだったが、オレに気づかれていることが意外だったようだ。若干目を丸くしながらもいつもの冗談を飛ばし、自慢の一眼レフカメラでオレたちを撮影。そのあと満足げに頷うなずいて立ち去って行く。

　と、かおるんと入れ違うように姿を見せたマキナが、少し呆あきれた様子でオレに声をかけてきた。

「ちょっと忍、もうすぐ出番よ？　お昼を食べたあとからずっとそこにいるじゃない。そろそろ帰って来なさいよ」

「……いやだ。帰ったらまたセクハラを受ける。オレはここを第二の故郷とするんだ」

　腹に載ったエルニの頭を移動させ、うつ伏せでルナの膝枕に顔を埋めるオレ。

　情けない話だとは思うが、心地好よすぎてここから離れたくない。オレが温かな太ふと股ももの感触に溺おぼれていると、咎とがめるつもりもないのか、ルナは優しく頭を撫なでてくれた。

　だが、あっという間にマキナに首根っこを掴つかまれ、そのまま彼女に引きずられ、オレはドナドナを口ずさみながらクラスメイトたちのもとに戻った……。



　マキナと一緒にクラスの応援席に戻ると、なにやら聖ひじりが女の子たちに囲まれていた。

　何な故ぜか彼女は執事服を身につけており、いつもの凛り々りしさに拍車がかかっている。そして後輩らしき女の子たちは「五ご行ぎよう先輩、一緒に写真を撮ってください」と、口々に黄色い声をあげ、入れ替わり立ち替わり聖との記念撮影を楽しんでいた。

　……しかし、どうして聖ひじりはあんな格かつ好こうをしているんだ。

　怪け訝げんに感じ、オレはマキナに視線を移す。

「なあマキナ、聖のやつはどうしたんだ？」

「ちょっとしたハプニングがあったのよ。仮装リレーに参加するはずだった加か藤とうが転んで捻ねん挫ざしちゃったから、聖が代役になったの。衣装は演劇部の娘こが持って来たらしいわ」

「へえ……」

　と、相あい槌づちを打っていたところ、聖がオレに気づいたようだ。女の子たちから離れてこちらに駆け寄り、笑顔で声をかけてきた。

「忍しのぶくん、私も仮装リレーに出ることになったんだ。一緒に頑張ろう」

「ああ、マキナから聞いたよ。それにしてもその衣装、よく似合ってて可愛かわいいな」

「か、可愛い？」

　瞬く間に聖は頬ほおを朱に染め、俯うつむいて嬉うれしそうに呟つぶやきをこぼす。

「……ありがとう。そんなこと言ってくれるの、忍くんだけだ……」

「そうなのか？　こんなにも可愛いのに不思議だな。マキナもそう思うだろう？」

　何気なく話を振ると、どうしてかマキナは微妙な表情を見せる。

「確かにいまは可愛いけど、さっきまでは格好良かったのよ？　忍が聖を可愛くしたんじゃないの？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ふふ、どんな女め豹ひようでも、オレの前では仔こ猫ねこってわけか。マキナも女王様をやめて仔猫になってみたらどうだ？」

「にゃあ！　お兄ちゃん大好き──じゃないわよ！　あたしはお姉さまのような女王様でもないし！　なずなのような仔猫でもないわよ！　大体、その女たらしのセリフはなに!?　プレイボーイも大概にしなさいよ！」

　……ちょっとした冗談だったのに、マキナに頬ほおをつねられてしまった。

　オレが苦笑をもらす中、こちらのメイド服の袖そでを控え目に引いてくる聖ひじり。

「忍しのぶくん、さっき観覧席で薫かおるさんの姿を見掛けたんだ。薫さんを呼んで来てくれてありがとう。頃ころ合あいを見て、薫さんと話をしてみる」

「……そうか。頑張れよ。もしタイミングが合わなかったら放課後にしよう。あとでルナたちにも、かおるんを引き止めておくように伝えておく」

　オレがそう返すと、マキナが不思議そうに首を傾かしげた。

「なんの話？　あたしも交ぜてよ」

　どこか甘えたような口振りのマキナに、オレは柔らかく応じる。

「聖はかおるんに大事な話があるんだよ。かおるんが逃げないように、お前も協力してくれるか？」

「……仲直りするつもりなの？　それならいいわよ」

　こちらの頼みをマキナは笑顔で了承してくれた。

　それからオレたちはクラスの応援席に腰を下ろし、自分たちの出番を待った……。
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　いよいよはじまった借り物仮装リレー。グラウンドにはオレの他にも様々なコスプレ姿の生徒達が集まっており、着物やセーラー服やメイド服に身を包んだ男女の姿が目に飛び込んでくる。

　このお遊び競技は生徒達からも人気があるようで、はじまる前からすでに応援席から歓声や声援が飛んできていた。そしてそれらの声は、競技がはじまるとより一層大きくなる。

　ちなみにオレは第三走者で、聖が第四走者でありアンカーである。わずかな緊張の中、オレが第二走者──チャイナドレス姿の浅あさ田だの動きを目で追っていると、

「違います！　痴漢じゃないです！　俺おれは変態という名の紳士ですから！」

　変態が観覧席で年上と思わしきお姉さんに取り押さえられていた。さらに浅田はお姉さんに手錠までかけられていたが、なんとか説得したようだ。手錠を装備したまま、お姉さんと一緒にビリッケツでこちらへと駆け寄って来た。

　その途中で、競技係の先生から借り物の課題のジャッジを受け、ＯＫをもらったのか、浅あさ田だはお姉さんから離れ、慌てた様子でオレのもとへと走り寄ってくる。

　と、オレは浅田の手錠に目を向け、呆あきれて声をかけた。

「ずいぶんとお洒落しやれなブレスレットをつけてるな、お前」

「ああ！　走りにくくてしょうがねえよ！　課題の内容が『年上』だったから声をかけたのに！　あのお姉さんは婦警だったんだ！　あやうく逮捕だぜ畜生！　あの婦警め！　今度会ったらペロペロだ！」

「いやいや、もういいから早くバトンを寄よ越こせよ。お前はオレの勇姿を草葉の陰から見守っていてくれ」

「……草葉の陰？　それって死んでないか？」

「遠回しに死ねと言っているんだ」

　浅田なら許してくれるので、オレはきつい冗談を飛ばしてバトンを奪い取る。

　続いて浅田の「南なん条じよう、俺おれはもうダメだ。疲れた。俺が死んだら、パソコンのハードディスクの中身は確認せずに破棄してくれ」というなんとも変態らしい言葉を背に受けて走り、他の競技者たちを追い抜いてコースの途中に設置されたメモ用紙を拾う。

　さて、借り物の課題はなんだ？　さっきの浅田の件もある。ちょっぴり不安になりながらメモ用紙を広げたところ、そこには丸っこい文字で『エッチな人』という嫌がらせのような課題内容が記されていた。

　……はじまったときから思っていたけど、これはもう借り物ではなく、借り人競争だ。

　まあその方が盛りあがるのだろうが……こいつはどうしたものか。

　ふと頭に思い浮かぶのは、かおるん、ルナ、南みなみ、聖ひじり。

　まず聖は競技者なのでアウト。いま聖に近づけるのもどうかと思うので、かおるんも除外。となると、ルナか南かのどちらかだが……ふむ、この位置からだとクラスの応援席よりも観覧席の方が近いな。

　──よし、天然エロスお姉さんで行こう。

　バトンとメモ用紙を片手に持ち、オレはすぐさま観覧席に移動。

　すると、ルナは数人の生徒たちから「一緒に来てください」と口々に言われ、戸惑っている様子だった。彼女の近くではかおるんがのん気にお茶を啜すすっており、エルニは笑顔でお菓子を食べていて……母さんはビデオカメラでオレを撮影している。

　そんな中、オレは生徒たちを柔らかく押し退のけてルナに近づき、彼女の手を取ってこちらへと手繰り寄せた。

　途端、ルナに手を伸ばしていた女の子が不満そうに眉まゆを寄せる。

「ちょっと、あなた失礼よ。強引じゃない」

「悪いな。男には強引にいかなければならない時もあるのさ。優しさだけが男じゃない」

「……え？　あなた男の子なの？」

「見ればわかるだろ。失礼な人だなあ。格かつ好こいいセリフが台無しじゃないか」

　女の子は目を丸くしてメイド服姿のオレを見つめていたが……もういいや。オレは肩をすくめるだけに留とどめ、さっとルナに視線を移す。

「ルナ、オレと一緒に来てくれ」

「は、はい。なんだか、いまちょっとドキドキしました……」

　どうしてか頬ほおを赤くするルナ。オレはそんなルナを連れて競技係の先生のもとまで走り、手に持ったメモ用紙を手渡した。続いて課題へのジャッジを待ったのだが、競技係の柊ひいらぎ先生はメモ用紙とルナを見比べ、納得がいかないのか、怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

　と、ルナがそっとオレに耳打ちをしてきた。

「忍しのぶさん、課題の内容はなんだったんですか？」

「……え？　あ、そ、そうだな。えっと……綺き麗れいなお姉さん？」

　もし課題の内容が『エッチな人』だということがバレたりしたら、大変なことになってしまうかも知れない。オレはルナの問いに小声で返して誤ご魔ま化かした。

　そんな中、柊先生がおずおずと訊たずねてくる。

「あの、南なん条じようくん、その人は本当にエッ──」

「お、おおおおい！　う、ううう疑うとは失敬ですよ！　どっからどう見ても課題通りでしょうが！　節穴も大概にしてください！」

　慌ててオレが柊先生の言葉を遮ると、ルナは課題の内容が『綺麗なお姉さん』だと信じているのだろう。「忍さんが褒めてくれました」と、嬉うれしそうに頬を緩める。

　……ざ、罪悪感で胸が押し潰つぶされそうだ。

　自然と冷や汗が滲にじみそうになり、一方柊先生はますます怪訝そうに口を開く。

「ちなみに訊ききますけど、その人のどのあたりがエッ──」

「それ以上の詮せん索さくはやめてください！　いまから証拠を見せますから！」

　言葉と共に、今度はオレがそっとルナに耳打ちをする。

「なあルナ、あの先生童顔に似合わず意外に厳しいみたいなんだ。ちょっと色仕掛けでもして先生を落としてきてくれ」

「い、色仕掛けですか？　えっと、相手は女性ですし、それに恥ずかしいですよ……」

「まあ、そうだよね、うん。オレが悪かった。もう諦あきらめるよ」

　なんだかルナに申し訳がない。やっぱり素直に事情を話してルナに謝ろう。

　と、そう思っていたものの、何な故ぜかルナはぎゅっと拳こぶしを握る。

「──このままだと忍さんがビリになっちゃいますから、頑張ってみます」

　言うが早いか、ルナは止める間もなく柊先生に近づいた。そしてふっと妖よう艶えんに微笑ほほえみながら柊先生にボリュームたっぷりな両の胸を押しつけ、艶あでやかに告げる。

「ふふ、可愛かわいい人ですね。課題にＯＫをくれたら、いっぱいサービスしてあげますよ？」

　途端、柊ひいらぎ先生は真っ赤になり、ポロリと手に持ったメモ用紙を落として頭を下げた。

「エ、エッチです！　南なん条じようくんの言った通りでした！　疑ってごめんなさい！」

「……エッチ？」

　ちょこんと小首を傾かしげ、ルナは地面に落ちたメモ用紙を手に取り……内容を確認したためだろう。オレに涙目を向けてきた。

「うぅ……忍しのぶさん、これ、なんですか？」

「それはその、天然エロスお姉さんならいけるかな、なんて思ってみたりなんかして、あの……やっぱり怒ってる？」

「怒るというよりも、悲しいですよお！」

　涙目のままオレを睨にらみ、ルナは弱々しく頬ほおを引っ張ってきた。

「忍さんひどいです！　私のことをエッチだって思っていたんですね！　忍さんのバカ！　もう忍さんなんて嫌いです！」

「き、きききき嫌い!?　え？　ウソ!?　嫌い!?　そうなのか!?」

「あっ、いえ、ほんとは嫌いじゃないです。だからそんな泣きそうな顔をされても困るんですけど、で、でも、いまはちょっとだけ嫌いです！　今度お買い物に付き合ってくれないと、許してあげませんからね！」

「わかった！　いくらでも付き合う！　勘弁してくれ！」

　ルナに嫌いだと言われることが、こんなにもショックだとは思わなかった。

　……ちょっぴり涙が出そうになったものだから自分でも驚きだ。しかし許してくれるみたいだから良かった。オレがほっと胸を撫なで下ろすと、ルナが控え目に口を開いた。

「あの、忍さん、もう怒っていませんから、早く戻った方がいいと思います。まだ競技の途中ですよ？」

「お、そうだったな。すっかり忘れてた……」

　気がつけば、ルナと騒いでいるうちにドンケツになってしまっていた。

　そこで慌ててルナから離れ、オレはアンカーである執事服姿の聖ひじりのもとへと向かう。

「悪い聖！　ドジを踏んじまった！」

「いや、全部見てたけど、あれは課題の内容に問題があると思う。ちょっと運が悪かっただけだ。気にしなくてもいいよ」

　優しくフォローをひとつ。聖はオレからバトンを受け取って走り出すと、他の競技者たちを見る見るうちに追い抜いていく。

　しかし課題のメモ用紙を広げたところで、聖がはたと動きを止める。彼女はなにか悩んでいる様子だったが、観覧席に視線を移すや否や、そこからは躊躇ためらわずに真まっ直すぐ……かおるんのもとへと駆け出した。

　途端、近くにいた母さんやエルニが止める間もなく、かおるんは聖から逃げるように走り出す。一方聖ひじりは諦あきらめずにかおるんを追いかけ、放っておくこともできず、オレもふたりに後れながらもあとに続いて校舎へと入った。

　が、途中で彼女たちを見失ってしまう。オレはため息をこぼしながらもふたりを捜し回り、何気なく屋上に向かうと、聖から逃げ切ったのか、フェンスの近くで佇たたずんでいるかおるんの姿を見つめた。そして彼女はオレに気づくと目を伏せ、ぽつりともらす。

「……どうしてわたくしは、こんなにも弱いのでしょうか……」

　きゅっと唇を噛かみ、かおるんは肩を震わせる。

「聖ちゃんの顔を見ていると、決意が揺らいでしまいます。わたくしは、聖ちゃんの傍そばにいるべきではないのに……」

「それは違うよ」

　あのときはなにも言えなかった。けれどいまなら強く言える。

　迷わず、オレはかおるんへと歩み寄った。

「……この前、お前は自分が聖になにも返せないって言っていたよな？」

　きっとオレと同じで自分に自信がないから、そんな言葉をもらしたのだろう。

「だけど、それは違うと思う。お前にだって、聖に色んなものをあげられる。いままでだってあげ続けてきた。なにも返せないなんてことは、ないんだ」

　もう一歩踏み出し、オレは「それに」と続ける。

「なにかを返して欲しくて、聖はお前の傍にいるわけじゃない。お前だってそうだろう？　聖は自分の幸せを自分で考えて見つけ、自分の力でそれを選ぶことができるやつだ。自分で選択した道なら、その先にどんなことがあっても、悔やみはしないさ」

　強い確信をもって言葉を紡ぎ、オレはかおるんの目を見つめる。

「──お前が目の前から消えない限り、あいつは後悔しない」

　さらに距離を詰め、オレはかおるんに手を差し出す。

「一緒に行こう。聖と話をしよう。お前が離れていくのは……オレもいやだ」

　と、そこで、不意に屋上の扉が開いた。

　かおるんから視線を移すと、ずっと捜し続けていたのだろう。借り物競争のメモを片手に持ち、肩で息をした聖は、オレたちの姿を認めると、小さく胸を撫なで下ろした。そして彼女はゆっくりとかおるんへと歩み寄り、そっと声をかける。

「なんだか、こうしてちゃんと薫かおるさんと顔を合わせるのは、久しぶりな気がするな」

　かおるんは応こたえない。まだ迷っているのか、聖から目を逸そらして俯うつむくだけだ。

　しかし聖は気を悪くした様子もなく、手に持ったメモ用紙に視線を落としたのち、静かに切り出した。

「……私はな、薫さんと一緒に大学に行きたいんだ」

　その言葉を受け、かおるんがわずかに驚いて顔をあげると、聖は微笑ほほえみながら続けた。

「薫かおるさんは私なんかよりもずっと頭が良くて、勉強も本も好きで……長い間一緒に暮らしてきたんだからわかる。本当は薫さん、学校に憧あこがれていたんだろう？」

「それは……」

　言いかけて、かおるんは口を閉ざす。その望みを否定できず、しかし求めることもできなかったのだろう。そんなかおるんに、聖ひじりは柔らかく告げる。

「もう我慢しなくていいんだ。ちゃんと許可は貰もらった。薫さんも大学に行けるんだよ」

「……なにを、言っているのですか？」

　戸惑いを表情に広げ、かおるんはおずおずと口を開く。

「わたくしは、道具ですよ？　たとえ聖ちゃんが認めてくれても、退魔の組織は──」

「変えるって、約束しただろう？　これがその第一歩だ」

　やんわりとかおるんの言葉を遮り、聖は苦笑をこぼして「もっとも」と続ける。

「私はまだまだ力不足で、いままで前例がなかったから、意見を通すことも難しかったんだけど、今回は父さんが動いてくれたんだ。父さんがみんなを説得した」

「旦だん那な様が？　どうしてそんな無む茶ちやを？　それでは旦那様の退魔士としての立場が……」

「──娘を学校に行かせてなにが悪い。父さんが、そう言っていた。父さんは薫さんのお父さんのことを負い目に感じていて、薫さんと距離を取っていたけど、ずっと一緒に暮らしてきたんだ。父さんが薫さんのことをどう思っているのか、もうわかるだろう？」

　その優しい問いかけにかおるんは瞳ひとみを揺らし、聖はさらに続ける。

「新しいメイドさんを呼ぼうと考えたのも、父さんなんだ。薫さんが受験勉強に専念できるように、大学に入ったら自由な時間を作れるようにって……父さんはそう思っている」

「旦那様が、そこまで……」

　揺れていた瞳を滲にじませ、言葉を詰まらせるかおるんに、聖はしっかりと伝える。

「大学に行く事は、私のわがままだ。薫さんと一緒に大学に行きたい。それだけの理由だからな。でも約束は守る。まだ時間は掛かるかも知れないけど、待っててくれるかな？」

「……いいんですよ？」

　瞳からこぼれ落ちそうになる涙。それを止めるためか、かおるんは強く拳こぶしを握り締しめる。

「わたくしとの、約束に縛られなくてもいいです。これ以上、危険な目に遭う必要もありません。わたくしのことなんて忘れて、普通に生きて、幸せに──」

「忘れられるわけがないだろう！」

　その声は、屋上に大きく響き渡る。

「普通なんていらない！　薫さんの居場所がない普通なんて欲しくない！　そんなところに、私の幸せはない！」

　もしかしたら、聖もずっと我慢していたのかも知れない。

　彼女の叫びは、まるで泣き声のように聞こえた。

「どうしてそんな事を言うんだ！　どうして逃げるんだ！　どうしてもっと甘えてくれないんだ！　薫かおるさんが家から出て行ったとき、このまま薫さんがいなくなったらどうしようって思って、不安で不安で仕方なかった！　怖かった！　もう、どこにも行かないで……」

　瞳ひとみから涙を溢あふれさせて、聖ひじりは縋すがるようにかおるんに抱きつく。

「薫さんがはじめて泣いたとき、笑ってくれたとき、私は決めた。薫さんがいてくれたら、私は強くなれる。自分のことを好きでいられる。私は薫さんと一緒に生きたいんだ。だから、どこにも行かないで欲しい。ずっと傍そばにいて欲しいんだ」

　涙声で聖がそう懇願すると、とうとうかおるんの瞳から涙が溢れ、ぽろぽろとこぼれ落ちる。そして彼女は聖の背中に腕を回し、「……覚えていますか？」と静かに口を開いた。

「はじめてみんなで桜を見に行った時、すごく綺き麗れいでしたね」

「……でも薫さん、『お坊ちゃま、桜の木の下には死体が埋まっているんですよ』なんて言って、修しゆうくんを怖がらせていたじゃないか」

「そうでしたね。はじめて雪合戦した時も、お坊ちゃまには意地悪をしてしまいました」

「うん。薫さんが雪玉をいっぱいぶつけるから、修くんが泣き出しちゃって、薫さんすごく慌てていたな。けど、あれは薫さんのスカートの中を覗のぞいていた修くんが悪いと思う」

「ふふ、それもそうですね。ですが、わたくしはお坊ちゃまのことも好きなんですよ。聖ちゃんと一緒に、わたくしの誕生日を作ってくれました」

「あの時、薫さんは『お坊ちゃま、ＳＭプレイごっこです』って言って修くんにロウソクを近づけて脅かしていたけど、照れ隠しだって、ちゃんとわかってるよ。一緒に遊園地に行こうとした時も、それがバレたら父さんの立場が悪くなると思ったから、逃げちゃったんだろう？　ずっと前から気づいていたのに、なにもしてあげられなくて……ごめん」

「いいえ。聖ちゃんたちと一緒にいられて、すごく楽しかったです」

　泣きながら大切な思い出を語り合い、かおるんは「ですから」と声をあげる。

「これからも、聖ちゃんの傍にいさせてください。わたくしではなにも返せないかも知れませんが、わたくしは……聖ちゃんのことが大好きです。ずっと傍にいたいです」

「……はじめて、言ってくれたね……ありがとう。薫さんのこと、絶対に家族だって……認めさせるから……」

「はい……お願いします……」

　ふたりはそれ以上言葉を続けず、互いに抱き合ったまま静かに涙を流す。

　そしてオレは、ふたりの夢がひとつになったのを目の当たりにして、確かに感じた。

　──ふたりの約束が果たされる瞬間が見たいと。

　そんな思いを抱いていたところ、不意に一陣の風が吹いた。それは聖が手に持っていたメモ用紙をさらい、こちらまで飛ばしてきた。そのメモ用紙を、オレは何気なく掴つかみ取る。

　借り物の課題。そこには──『お姉ちゃん』という文字が記されていた……。
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　公園のベンチに座り、オレはなずなと一緒に夜空に浮かぶ月を眺めていた。オレが突然ここまで連れて来たのに、なずなはご機嫌な様子で訊たずねてくる。

「それでお兄ちゃん、お話ってなんなの？」

「ああ。単刀直入に訊きくけど、お前、どうして爺じいちゃんの道場に戻らないんだ？」

「え？　それはえっと、お父さんに止められているから……」

　こちらの質問に、ひどく目を泳がせて答えるなずな。

　やっぱりなずなはウソが下手だ。オレは微苦笑を浮かべ、妹の頭にそっと手を載せる。

「なあなずな、隠し事はなしにしようぜ。オレもお前に隠していることを教えるから、ちゃんと話してくれ」

　一度言葉を切り、オレは口調を真剣なものに変える。

「爺ちゃんの道場のことなんだが、お前にはきちんと伝えておこうと思ったんだ。オレはもう、道場を継ぐつもりはないからな……」

「……え？」

　オレの言葉は、なずなにとってあまりにも意外なものだったのかも知れない。あいつは戸惑いに瞳ひとみを揺らし、ぎゅっとオレの服の袖そでを掴つかむ。

「どうして？　お兄ちゃん、道場を継ぐためにずっと頑張ってきたんでしょう？」

「……確かに、昔はそうだったな。だから正直に言うと、オレはお前のことが……ずっと羨うらやましかったんだ。父さんに似てるとみんなに言われて、オレよりも強くて、兄貴なのに情けないって、そう思っていた」

「情けなくなんかないよ。お兄ちゃんわたしと比べられて、道場のみんなにひどい事を言われてたのに負けなかったよ。道場に戻ってきてくれたよ。お兄ちゃんはすごく強いよ」

「……残念ながら、お兄ちゃんは弱いんだ」

　子供の頃ころ、現実を知って爺ちゃんの道場から逃げ出した。大好きだった幼おさな馴な染じみも傷つけた。そしていまも、大切な妹を苦しめている。

「オレは自分に自信がないから、本当の気持ちを伝えられなくて、お前に勘違いをさせてしまった。母さんから全部聞いたよ。お前は自分から道場を辞めたんだろう？　結局オレは、お前から大好きな爺ちゃんの道場を奪うことになった」

「……奪っただなんて、言わないでよ。わたしはそんなこと、思ってないよ」

「お前は優しいからな」

　だから、そんなお前にはちゃんと伝えたい。

「なずな、オレが爺ちゃんの道場に戻ったのは、守りたい人ができたからなんだ」

「……もしかして、それはルナお姉ちゃんのこと？」

「ああ、そうだよ。七年前、お前がオレのせいで交通事故に遭ったとき、お前を助けて欲しくて、オレはひとりの悪魔を呼び出したんだ……」

　ゆっくりと、オレは昔の話をする。

　七年前に呼び出した悪魔、ルナはなずなを救ってくれたあと、魂なんて要求せず、笑顔だけを残して去って行ったこと。もう一度ルナに会いたくて彼女を召喚したとき、召喚の術を間違い、ルナの記憶を見たこと。誰だれよりも傷ついているのに、オレに優しい笑顔を向けてくれて……守りたいと思ったこと。

　全部なずなに話した。

　欲しいものがすべてこの手からすり抜けていく中で、今度こそ見つけた絶対に手放したくない、なによりも大切なもの。

　あの焦がれるような衝動。

　出会えた奇跡。

　その奇跡が、また色んな出会いを運んで来てくれて、大切なものが増えていく。夢が広がっていく。だから、あのときよりも深く思う。

　もっと強くなりたいと。

「……ルナは悪魔だ。あいつを守れるぐらい強くなるために、オレは爺じいちゃんの道場に通い続けた。けれどまだ足りない。これからは別の場所に行く必要がある」

「別の場所？」

　なずなの問いに、オレは月を見上げて答える。

「退魔士のところだよ。ルナのこともあるけど、厄介なことに、弱い癖に……夢がひとつ増えちまった。だから、必死で足あ掻がいてみるよ」

　そう話を締しめ括くくり、オレは頬ほおをかきながらなずなに訊たずねる。

「……なずな、弱いオレがこんなことを言うのは、おかしいと思うか？」

「ううん」

　首を横に振り、目を輝かせ、なずなは力強く応じる。

「お兄ちゃんは、自慢のお兄ちゃんだよ」

「…………ありがとう。お前も、自慢の妹だよ」

　なずなの言葉、それはオレの中で支えになると思えた。

　しかしなんだ、どうにも目にゴミが入ったようだ。再び夜空を見上げたとき、月が滲にじんで見えた……。



    

  
    
      


エピローグ



　とある休日の朝。

「──ちょっと付き合ってください。一緒にドライブをしましょう。お菓子も買ってあげます。いいから早く来てください」

　と、かおるんに半ば強引に車に乗せられ、数時間のドライブの末に辿たどり着いたのは、『高たか瀬せ』という表札が掛かった一軒家。

　……ここはかおるんの母親がいる場所だ。

　しかしかおるんがここに来た理由がわからず、オレが戸惑う中、かおるんは表札に書かれた名前──『茂しげる』『綾あや香か』『渚なぎさ』に目を向けたあと、こちらの手を引いて家の裏手に移動。そこからこっそりと庭の様子を眺めはじめる。

　家の庭にはかおるんの母親、綾香さんのほかに、彼女の娘さんの渚ちゃんと、旦だん那なさんであろう茂さんの姿があった。

　綾香さんは縁側に腰掛けており、彼女の視線の先では、渚ちゃんと茂さんが仲良くキャッチボールをしている。

　……えっと、確か以前、綾香さんが渚ちゃんは中学二年生だと言っていたような曖あい昧まいな記憶があるけど、父親とキャッチボールなんてするんだな。

　まあ、なずなもよく父さんとやっていたが、失礼ながらどうにも渚ちゃんも世間一般の女の子とは少し違うように思えた。

　きっと渚ちゃんは茂さんのことが大好きなのだろう。キャッチボールをしながら頬を緩め、学校での出来事、部活のことや友達のことを話している。

　一方、茂さんは話を聞きつつ、時折面白い冗談を飛ばしたりして、渚ちゃんと綾香さんを笑わせていた。

　そんな幸せそうな家族の姿を、かおるんは愛いとおしそうに眺め続けたのち、綾香さんたちに声を掛けないまま、再びオレの手を引いてその場をあとにする。そして車まで戻ってくると、静かに口を開いた。

「……ここまで強引に連れて来られたのに、忍しのぶ様はなにも訊きかないんですね」

「言いたくなければ言わなくていい。だけど、なにか話したいことがあるのなら、オレでよければいくらでも聞くよ」

　やんわりとそう返すと、かおるんは再び口を開きかけたが、そのとき、

「──あっ、まだいてくれた！」

　不意に弾んだ声があがり、オレとかおるんが揃そろって視線を移すと、そこには渚ちゃんの姿があった。わずかにオレが驚く中、渚ちゃんは笑顔でかおるんのもとへと駆け寄る。

「さっきお庭からお姉さんの姿が見えたんだけど、お姉さんはこの前、うちに来てくれたことがありますよね？」

　……確か、オレとかおるんが綾あや香かさんに会いに来たとき、家の前で渚なぎさちゃんとも会っている。渚ちゃんはそのことを覚えていたのだろう。かおるんが頷うなずいて返すと、渚ちゃんは以前と同じ人懐っこい笑みを浮かべ、自己紹介でもするように小さく頭を下げる。

「こんにちは。わたしの名前は高たか瀬せ渚です。お姉さんの名前を教えてくれませんか？」

「……わたくしは、薫かおるといいます」

　どこか戸惑った様子でかおるんも自分の名前を口にすると、渚ちゃんは笑顔のままさらに訊たずねる。

「お姉さんは、お母さんの親しん戚せきなんですよね？」

「……どうして、そう思うのですか？」

「だって、お姉さんはお母さんにすごく似ているし、それにその、全然お話なんてしたことがないのに、お姉さんと会ったあとから、なんだかお姉さんのことが気になって、その、失礼かも知れないけど……」

　一度躊躇ためらったのち、渚ちゃんは言葉を続ける。

「お姉ちゃんがいたら、こんな感じなのかなって思ったから」

　言いながら、ほんのりと頬ほおを赤く染め、

「それであの、薫さん……突然こんなことを言ったら、きっと迷惑だと思うんだけど、実はわたし、ずっとお姉ちゃんが欲しかったの」

　使い慣れなかったのか、敬語を忘れ、

「だからもしお母さんの親戚なら、薫さんのこと、お姉ちゃんって呼んでもいい？」

　おずおずと、渚ちゃんはかおるんの服の袖そでを掴つかんだ。

　瞬間、かおるんはいまにも泣き出しそうな顔をして、ぎゅっと強く渚ちゃんを抱き締しめ、声を震わせながらも、しっかりと言った。

「……ごめんなさい。わたくしは、まだあなたのお姉ちゃんにはなれません。わたくしたちの夢が叶かなって、わたくしが自分に自信が持てたとき、あなたのお母さんにありがとうと伝えます。それまでは、もうここに戻ってくることはありません」



　──産んでくれて、ありがとうございます。



　もしかしたら、かおるんは綾香さんにそれを言いたかったのかも知れない。

　以前ここに来たときは、自分の子供が悪魔だと知ったら、綾香さんが傷つくだけだと、かおるんはそんな風にこぼしていた。

　けれど、たとえ自分が悪魔でも、かおるんが自分のことを誇れるようになったら、きちんと伝えるのだろう。

　今日かおるんがここに来たのは、心の中だけでも、綾あや香かさんに感謝の言葉を告げたかったからなんだと思う。

　かおるんは渚なぎさちゃんを抱き締しめたまま、涙ながらに言葉を搾り出す。

「どれだけ時間が掛かるのかはわかりませんが、また遊びに来ます。そのときまだ、渚ちゃんがわたくしのことを姉のように思ってくれていたのなら、わたくしは、渚ちゃんのお姉ちゃんにもなります」

「……うん……わかったよ……お姉ちゃん……」

　かおるんにつられたのか、それとも彼女なりに考えて、自分とかおるんとの関係に気づいていたのだろうか。渚ちゃんは瞳ひとみから大粒の涙をこぼして、長い間かおるんから離れなかった……。
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　帰りの車の中。赤信号につかまり、助手席からオレが頬ほお杖づえをつきながら窓の外を眺めていたところ、不意にかおるんがぽつりともらした。

「……あの、忍さん」

「ん？　なんだ？」

「いえ、呼んでみただけです」

「そうか。それじゃあ呼ばれたついでに言っておくけどな、もうオレに『様』なんてつけなくていいぞ」

　誰だれかを様付けで呼ぶことが道具としての名残なら、そんなものは消えてしまえばいい。

　そう思ってオレがかおるんに視線を移した──その瞬間。

　かおるんが、オレにキスをした。

　それは一瞬唇と唇が触れ合うだけの短いキスだったが、不思議とかおるんの唇の柔らかさや温かさははっきりとわかり……オレは見事に動揺する。

「……え？　は？　どういうこと？　一体なに？」

　オレがこんなにも戸惑っているのに、かおるんはなにも言ってくれず、信号が青に変わると、耳まで真っ赤にしながらも再び車を動かす。

　そして長い間口を閉ざし、相変わらず頬を赤くしたまま車を運転し続けていたが、ふと小さな声で言った。

「……この前、散歩に誘ってくれて、公園で抱き締めてくれて、ありがとうございました。すごく、嬉うれしかったんです……」

「そ、そうか、そう思ってくれているのなら、オレも光栄だ」

「……キス、気持ちよかったですか？」

「はい。最高でした」

　思わずオレが本音をこぼしたところ、かおるんは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、そのままそっと話題を変える。

「忍しのぶさん、この先もし忍さんも退魔士を目指すのなら、強さを求めるのなら、わたくしも協力します」

「本当か？」

「ええ。ちなみに、陰陽術を使えば、手っ取り早く強くなれますよ？　わたくしの身体で試してみますか？」

「……ちょっと待て。なにとんでもないことを言い出すんだよ、お前は」

「別に責任を取れなんて言いません。ご安心ください。ただ……」

　一度言葉を止め、

「──癖になってしまうかも知れませんよ？」

　と、かおるんは悪戯いたずらっぽく微笑んだ。
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　かおるんとのドライブのあと、オレは五ご行ぎよう家の道場に足を運び、聖ひじりが見守る中、最近では習慣になりつつある退魔の稽けい古こをはじめた。

　今日は宗そう悟ごさんが不在なので、道場の中で聖とふたりきりなのだが……どうにも今日は聖の様子がおかしい。

　彼女は目に見えてそわそわしたり、時折ぼーっと上の空になったり、オレの顔を見るなり真っ赤になったりと、やはり落ち着きがない。

　稽古を続けながらもさすがに気になり、オレは視線を移して聖に声をかける。

「なあ、どうしたんだ？　なにか悩み事でもあるのか？　お前ちょっと変だぞ？」

「えっと、それはその、あぅ……」

　言葉に詰まり、聖は何な故ぜか瞬く間に真っ赤になった。しかし大きく深呼吸をしたのち、おずおずと切り出す。

「……実は、忍くんに大事な話があるんだ」

　いつもの凛りんとした表情は影を潜め、瞳ひとみを揺らしながらも、聖は一生懸命に言葉を紡ぐ。

「私は忍くんとのいまの関係が好きで、すごく楽しくて、この関係が崩れるのが怖くて、ちゃんと伝えることができなかった。でも、忍くんと一緒にいると、忍くんと話していると、忍くんの顔を見ていると……だんだんと気持ちが抑えられなくなってくる」

　言葉に熱を込めてじっとオレを見つめ、聖は赤い頬ほおのまま言う。

「だって、私は、忍しのぶくんのことが──」
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『つきツキ！』のイメージソング、『ｍｙ　ｗｉｓｈ！』を聴きながら、後ご藤とう祐ゆう迅じんです。この素晴らしい曲は、ＹＵＭＩＫＯ様が作詞・作曲・歌を担当してくださり、野の中なか勇ゆう希き様が編曲してくださりました。

　はじめて曲を聴いたときは、嬉しさもあり、感極まって泣いてしまいました。なんだか年々涙もろくなっているような気もしますが、いい曲なので仕方がないと思います。

　さて、私が毎日聴いている『ｍｙ　ｗｉｓｈ！』ですが、ＭＦ文庫Ｊ様の五作品のイメージソングを収録したコンピレーションアルバム──『うたＪ』の中に入っております。

『つきツキ！』のほかにも、岸きし杯はい也や先生作の『しゅらばら！』、川かわ口ぐち士つかさ先生作の『魔ま弾だんの王と戦姫ヴアナデイース』、おかざき登のぼる先生作の『この部室は帰宅しない部が占拠しました。』、瑞みず智ち士し記き先生作の『星刻の竜騎士ドラグナー』。魅力的な作品たちのイメージソングが収録されていますので、夏のイベント等で限定盤を買い逃してしまった方は、八月末に発売予定の通常盤を是非お買い求めくださいませ。

　──さて、今巻の『つきツキ！』なのですけど、なんと、かおるんが南条家にやって来ます。このかおるん、忍からは『変態メイド』、果ては『痴女メイド』と言われてしまっていますが、実際は口では色々と言いつつも、案外尽くすタイプなのかも知れませんね。こんなメイドさんが家にいたら、きっと退屈はしないんじゃないでしょうか？　読者の皆様にもそう思っていただければ幸いです。

　では、このあたりで謝辞を。

　担当の庄しよう司じ様。今回も懇切丁寧なアドバイスをくださり、本当にありがとうございました。そしてご迷惑ばかりおかけしてしまい、申し訳ありません。これからも何卒よろしくお願い致します。

　梱こり枝えりこ様。表紙の女装した忍を拝見した瞬間、男だとわかっていながらも、ドキドキが止まりませんでした。すごく素敵です。ご多忙の中、今巻でも超絶美麗なイラストをありがとうございました！

　コミック版を描いてくださっている柴しば嶺みねタカシ様。漫画を読むたび、嬉しくなり、また感動しています。毎月のコミックアライブから目が離せません。ありがとうございます！

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、その他この作品に関わって下さったすべての方々、そして読者の皆様にも心より深くお礼申し上げます。

　最後に、モバイルアンケートにてありがたいメッセージを送って下さった方々。皆様のお言葉は小説を書く原動力になっております。──厚謝です！

後藤祐迅
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